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終了時評価調査要約表 
 

１．案件の概要 

国名：ベトナム社会主義共和国 案件名：ベトナム社会主義共和国 

ベトナム日本人材協力センター・ビジネス人材育成プロジ

ェクト 

分野：人的資源 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：産業開発・公共政策部 協力金額（評価時点）：6 億 3,000 万円 

協力期間 （R/D）：2010 年 9 月～ 

2014 年 8 月 

先方関係機関：外国貿易大学（FTU）、ベトナム日本人材

協力センター（VJCC） 

１－１ 協力の背景と概要 

ベトナム社会主義共和国（以下、「ベトナム」と記す）政府は、2020 年の工業国化・近代化

を国家ビジョンとして掲げ、市場経済化・国際経済統合を推進している。そのなかで、近年で

は計画投資省傘下の中小企業庁や商工省を中心に中小企業・裾野産業開発政策の強化を進めて

いる。国営企業改革を通じて、民間セクターの規模は製造業、サービス業ともに大幅に拡大し、

GDP 比 45.9％、全雇用に占める比率は 87.5％に達している。そのうち中小企業は企業数ベース

で 94.6％（2007 年）、全雇用の 53.3％を占めており、うち製造業においては全雇用の 91.9％を

占め、中小企業の発展は持続可能な経済成長のための最重要課題となっている。 

裾野産業の振興にあたっては製品の最終工程を担う外資系製造業と地場企業の中間に位置

して部品のサプライチェーンを構成し、技術の普及にあたっての触媒的役割を果たす外資系サ

プライヤ（日本の中小企業等）の存在が重要となるが、ベトナムにおいてはこれらが大幅に不

足している。さらに、ベトナムの労働人口は総人口の 63％を占めるが、そのうち大学、職業訓

練校等で一定の訓練を受けた労働者は 25％（2005 年）にとどまっており、中間管理職や技術

系管理者、熟練労働者の絶対数が不足している。 

このように、ベトナムでは、2020 年の工業国化に向けた工業構造の重層化・高度化が重要に

なっているものの、これを促進するための知識や経営・管理技術のノウハウを有する人材の不

足が大きな課題となっている。 

こうした人材不足を解消するために、本プロジェクトは、外国貿易大学（Foreign Trade 

University：FTU）をカウンターパート（Counterpart：C/P）機関として実施してきた過去 10 年

間のベトナム日本人材協力センター（Vietnam-Japan Human Resources Cooperation Center：VJCC）

プロジェクトの成果と実績を踏まえ、これまでの協力で実施体制を確立したビジネスコース

（Business Course：BC）、日本語コース、相互理解促進事業、という 3 つの事業に VJCC の運

営管理を加えた 4 つの事業・運営管理領域のなかから、既に VJCC が自主運営能力を構築した

機能と他機関への移管事業を除いたうえで、BC の運営・管理強化と VJCC 組織の運営・管理

体制強化という 2 つの成果に特化した協力を行ってきた。 

 

１－２ 協力内容 

ベトナムの工業化を牽引する経営者人材の継続的な育成を図るため、BC の運営・管理強化

と VJCC 組織の運営・管理体制強化に関する協力を行う。 
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（1）上位目標 

ベトナムの工業化を牽引する経営者人材が VJCC により継続的に育成される。 

 

（2）プロジェクト目標 

ベトナム中小企業・裾野産業を担う経営者人材育成拠点としての VJCC の自立発展的な

体制と機能が強化される。 

 

（3）成果 

1） 成果 1：中小企業・裾野産業の中核人材育成に資する効果的な BC の運営・管理が行

われる。 

2） 成果 2：VJCC スタッフによる自立発展的な組織運営管理体制が構築される。 

 

（4）投入（評価時点） 

1） 日本側 

長期専門家派遣：延べ 6 名 

短期専門家派遣：BC の講師に毎年 11～18 名派遣。経営塾の講師に毎年 8 名派遣。 

機材供与 ：研修教材（DVD）等、約 450 万円 

研修員受入 ：毎年約 25 名の経営塾生を受入。期間中 8 名の C/P が研修に参加。 

ローカルコスト：103 億 4,800 万ドン（500,546.00 米ドル相当） 

2） ベトナム側 

C/P 配置：ハノイセンター17 名、ホーチミンセンター14 名 

土地・施設：ハノイ、ホーチミン両センターにおける専門家執務室、家具等 

 

２．評価調査団の概要 

（1）ベトナム側 

調査者 
担当分野 氏 名 所 属 

総括 Prof. Dr. Hoang Van Chau 外国貿易大学 学長 

 

（2）日本側 

調査者 

担当分野 氏 名 所 属 

総括 田中 章久 JICA 産業開発・公共政策部産業・貿易第二課 課長

協力企画 守屋 雅弘 JICA 産業開発・公共政策部産業・貿易第二課 

評価分析 間宮 志のぶ 株式会社国際開発アソシエイツ 国際開発専門家 

  

調査期間 2014 年 2 月 11 日～2014 年 2 月 26 日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

＜プロジェクト目標の達成見込み＞ 

プロジェクト目標「ベトナム中小企業・裾野産業を担う経営者人材育成拠点としての VJCC

の自立発展的な体制と機能が強化される」は本プロジェクト終了までに、「おおむね達成され
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る見込み」であると判断された。 

指標 1「2014 年 3 月末までに策定される 2014 年度 VJCC 全体運営計画で、経営塾・CEO コ

ースを中心とする実施可能な事業・予算・人員計画が明確になる」については、VJCC の全体

運営計画は前年度のコース参加者からのフィードバックを踏まえて改善されてきた。BC 参加

者減少への対応や、市場のニーズの変化への対応を含めた戦略的な取り組みは十分ではないが

VJCC は今後産業人材育成ニーズに関する調査を実施予定であり、この調査結果を反映して今

後の計画策定を行うことが見込まれる。 

指標 2「2014 年 3 月末までに策定される 2014 年度予算計画で VJCC 支出の 75％以上が自己

収入によってカバーされる」については、毎年次ごとに、各経費項目について日本側、ベトナ

ム側の負担割合を検討して、経費負担計画表を作成している。その結果「総経費にしめる VJCC

負担の実績」は初年度より徐々に増え、2013 年 12 月時点で（第 4 年次 4 カ月の実績として）

68.5％までに達し、プロジェクト終了時点で目標値 75％を達成できる見込みである。 

指標 3「2014 年 3 月末までに、プロジェクト終了後の自立発展性ある VJCC 中期運営計画（5

カ年）がベトナム側のイニシアティブにより策定されている」については、VJCC 中期運営計

画（5 カ年）は 2014 年 3 月末までに作成するための作業手順と内容が定められていることが確

認された。今後は本計画をより実効性のあるものにするために、VJCC 内で計画策定のための

タスクフォースを設置し、準備段階から役割を分担し、関係者全員の考えを反映して取り組ん

でいく見込みである。 

本プロジェクトでは、前フェーズまでの日本による事業の全面的支援から、BC 事業と組織

強化に特化した支援に変わり、ハノイ・ホーチミン両センターともにベトナム人所長による運

営管理体制となった。さらに、ベトナム経済の低迷で、VJCC を取り囲む外部環境も厳しい状

況であった。そのような困難な運営状況にあったにもかかわらず、プロジェクトでは自己収入

による経費負担目標をおおむね達成しつつあるなど、実績を上げている。一方で、BC 参加者

の減少や市場のニーズの変化に対応した戦略的な取り組みについては十分ではないなどの課

題もあり、今後はマーケットの動向を踏まえて、戦略的に事業展開をしていくことが期待され

る。 

 

＜成果の達成状況＞ 

（1）アウトプット 1「中小企業・裾野産業の中核人材育成に資する効果的な BC の運営・管

理が行われる」は「おおむね達成されている」 

今次調査の結果、経営塾は順調に実施されており、中小企業や裾野産業の経営管理者等

の人材育成に大きく貢献していることが確認された。一方で、景気低迷などの外部環境の

影響もあり一般 BC の参加者が減少傾向にあること、さらに現地講師の育成が困難な状況

であるなどの課題も確認された。現地講師育成については、講師育成の戦略や具体的なプ

ロセス、方法論についての検討が不十分で、関係者全員に十分に共有されていなかったこ

とが主な要因として指摘された。今後はマーケットのニーズを的確に把握し、戦略的計画

を基にした適切な広報活動により、VJCC の研修プログラムが対象とする人たちに十分理

解されるように努力する必要がある。また現地講師育成については、講師を有する外部機

関との連携強化に尽力しつつ、現地講師による講義の際、日本人講師からのフィードバッ

クを行うなどにより現地講師の能力強化について引き続き取り組んでいくことが必要で
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ある。 

 

（2）アウトプット 2「VJCC スタッフによる自立発展的な組織運営管理体制が構築される」

は「十分に達成されている」 

組織図や年度計画は毎年度改訂され、予算計画は月次のキャッシュフロー管理が可能と

なっている。さらにセンター人員の異動にも適切な対処がなされるなどセンター運営が順

調になされており、VJCC スタッフを中心とした自立的なセンター運営管理体制が構築で

きていることが確認された。今後はより多くの関係機関とのネットワークを推進し、潜在

的な研修参加者を掘り起こすとともに、マーケットのニーズに対応した効果的な戦略を策

定して事業展開していくことが期待される。 

 

３－２ 評価結果の要約 

（1）妥当性 

本プロジェクトはベトナム中小企業経営者や従業員を対象としており、以下に示すベト

ナム政府の政策、ターゲットグループのニーズと合致している。また日本の対ベトナム援

助政策に基づいたものであり、日本の技術の比較優位もあること、継続的な人材育成機関

を構築するというアプローチについても、以下のとおり妥当性は高い。 

1） ベトナムの開発政策やニーズとの整合性 

ベトナム政府は、「社会経済開発 10 カ年戦略（2011～2020）」及び「社会経済開発 5

カ年計画（2011～2015）」のなかで「2020 年までに工業国化の達成」を掲げ、中小企業

支援に重点を置いている。なかでも、中小企業庁や商工省を中心に中小企業・裾野産業

開発政策の強化を進め、安価な労働力をより所とする組立産業からより高度で付加価値

の高い産業構造への転換をめざしている。しかし、中小企業においては裾野産業を牽引

する知識や経営・管理技術のノウハウを有する人材の不足が大きな課題となっている。

2） 日本の援助政策や比較優位との整合性 

対ベトナム国別援助方針（2012 年 2 月）では、日本はベトナムの方針である「2020

年までの工業国化の達成」に向け、持続的成長、脆弱性の克服及び公正な社会・国づく

りを支援するとし、重点分野①成長と競争力強化に関して、市場経済制度の改善、財政・

金融改革等の市場経済システムの強化を図るとともに、産業開発、人材育成を支援する

としている。JICA 国別事業実施計画（2012 年 2 月）においては、本プロジェクトは重

点分野①の開発課題 1-2 産業競争力強化・人材育成「産業開発・人材育成プログラム」

に含まれる。さらに、JICA「中小企業・裾野産業開発協力プログラム」において、本プ

ロジェクトは経営者・技能者の不足、産業界のニーズとのミスマッチという課題に対処

している。日本の援助の比較優位性という観点からは、日本の製造業、“ものづくり”

の技術や日本的経営を中心とした協力内容であるため優位性が高い。 

3） プロジェクト戦略の妥当性 

人材育成は一過性のものではなく、継続的な仕組みづくりが肝要である。その観点か

ら、効果的な BC の運営・管理を実践し、VJCC の組織強化を図るというプロジェクト

のアプローチは妥当性が高い。 
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（2）有効性 

プロジェクト目標達成見込みはあるものの、BC 参加者の減少や市場のニーズの変化に

対応した戦略的な取り組みは必ずしも十分ではなく、本プロジェクトの有効性は中程度で

ある。 

1） 各アウトプットの貢献度 

アウトプット 1 では BC（一般 BC と経営塾）の実施、現地講師の能力強化及び VJCC

スタッフによる BC 運営管理の能力強化を通して、BC の質を高めている。一方で、アウ

トプット 2 では、組織全体としての企画、予算、運営管理、ネットワーク等一連の業務

についての VJCC スタッフの能力強化を行い、センター全体の組織運営体制の強化をめ

ざしている。これら 2 つのアウトプットは効果的に組み合わさって最終的にはプロジェ

クト目標である VJCC の自立発展的な体制・機能の強化が図られ、その結果が総経費に

対する VJCC 歳入による負担割合や、中期の事業実施計画に反映されるという論理構成

は明確である。 

2） プロジェクト目標達成の阻害要因 

GDP 成長率が 2010 年 6.8％から 2012 年には 5.0％と落ち込むなどベトナムの経済状況

が悪化し、中小企業や裾野産業では十分な利益を上げることができず、その結果従業員

の研修費用の捻出が困難になったこと、さらに VJCC と同様のビジネス人材への研修を

実施する機関も増えてきていることなどが VJCC の研修参加者減少の要因の 1 つともな

っていることが判明した。これらの外部環境の変化はプロジェクト目標達成の阻害要因

になり得る。また、このような外部環境の変化に応じて研修のニーズも変動するのは必

然である。今後はマーケットの動向を適時に把握しつつ、変動するニーズに戦略的に対

処していくことが求められている。 

 

（3）効率性  

投入はおおむね計画どおりに実施され、プロジェクト運営管理に一部改善が必要である

が、外部リソースを効果的に活用し相乗効果を高めたことなどから、本プロジェクトの効

率性は比較的高いといえる。 

1） 投入の適切性 

C/P の能力強化が着実に進んできたことから、日本人短期専門家の投入量（人/月）が

徐々に減少している。また、機材供与として投入した日本的経営の事例を提示した DVD

等の教材は、研修参加者の理解促進に大いに役立っている。ベトナム側の投入では C/P

の異動はあったものの、後任の適時配置、業務兼任などで各センタ―では適切な対応が

なされてきた。 

2） プロジェクト運営管理 

2 つのセンター間、C/P と日本人専門家とのコミュニケーションをさらに強化し、積極

的にプロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）や活動計画（Plan 

of Operarions：PO）を活用したモニタリングを推進することの必要性が指摘された。 

3） 外部リソースの有効活用 

経営塾に参加している企業経営者が、JICA シニアボランティアの支援を受けて工場に

5S（整理、整頓、清掃、清潔、躾）を導入し、業務の実績が向上したなど、本プロジェ
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クトが外部リソースと連携して相乗効果を上げている事例が確認された。このほかに、

他の JICA 技術協力や日本商工会（Japan Business Association：JBA）、日本旅行社（JTB）

などとの連携で相乗効果を上げてきた事例もあり、外部リソースの有効活用が効率性を

押し上げている。 

 

（4）インパクト 

外部環境の変化やこれまでのプロジェクトの実績を踏まえて上位目標に設定されてい

た指標の改訂が提案された。現時点での上位目標の達成見込みを判断するのは時期尚早で

あるが、ビジネス人材育成のニーズに対応した業務体制（ニーズ調査、事業戦略策定、実

施、評価）が VJCC 内にしっかりと定着すれば、上位目標の達成見込みは高くなるだろう。

プロジェクト実施によって以下の波及効果が確認されている。 

1） プラスのインパクト 

・経営塾に参加している企業経営者によると、上述のシニアボランティアの適切な指導

により彼が所有する工場に“5S”が導入された。その甲斐あって、2013 年 11 月に日系

企業との契約を取りつけることができた。日系企業からは「“5S”が適切に導入されて

いることが契約の決め手のひとつとなった」とのことである。 

・経営塾クラブは経営塾卒業生のナレッジシェアリングに有効である。経営塾卒業生は

自発的に経営塾クラブのネットワークを活用して、卒業生間のコミュニケーションを

図り、相互の勉強会を開催するなどしている。特に近在の同期生では互いに経営の情

報やノウハウなどを共有できる友人関係に発展している例もある。 

・本プロジェクトの実施は日越の人材交流、相互理解促進の拠点としての VJCC の知名

度の向上にも貢献している。なお、VJCC では日本からの経済ミッションや日本の大

学のスタディツアーへの情報提供（産業人材育成の状況等）、ベトナム人の日本への

留学支援、日越の国際関係促進など多種多様な活動も担っているが、これらの活動も

相互に関連してビジネス人材育成に関する市場のニーズの把握にも役立っている。 

・本プロジェクトが実施した「ものづくり成果発表会」では、本プロジェクトの研修で

修得した知識・技術活用の事例共有、さらなる発展を促進する場を提供している。 

2） マイナスのインパクト 

・他の研修機関の参入が活発になる可能性がある。プロジェクトでは VJCC の役割を明

確にし、他の研修機関との差別化を図るように工夫している。このような取り組みに

より、他の研修機関と競合することなく、相互に連携することで棲み分けが期待でき

る。 

 

（5）持続性 

VJCC が市場の動向を踏まえた戦略的取り組みを具体的な業務体制として組み入れ、こ

れまでの努力を継続していければ確保される見込みである。 

 

1） 政策・制度面 

ベトナムでは中小企業・裾野産業の経営者人材育成のニーズは大変高く、ベトナム政

府は引き続きこれらの人材の育成には優先的に力を入れていくことが見込まれる。具体
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的には、新たに中小企業支援法の制定に向けた取り組みが行われており、人材育成につ

いても盛り込まれる予定である。 

2） 組織・財政面 

VJCC では自立発展的な組織体制が一定程度確立できたといえる。今後、関係機関と

のネットワークを強化し、潜在的な参加者を掘り起し、さらにマーケティングを強化し

ていけば、市場のニーズに対応する効果的な戦略での事業実施体制が確立されるだろ

う。また財政面においても、プロジェクトの地道な努力の甲斐あって経費負担の目標値

はプロジェクト終了までにはほぼ達成できる見込みである。毎月、収支実績をキャッシ

ュフロー計画/実績表でモニターしていることでスタッフのコスト意識も高まってきて

いる。プロジェクトが引き続き同様の努力をしていけば財政面での持続性も改善されて

いくだろう。 

3） 技術面 

本プロジェクトによって導入された知識や技術は、ベトナムの現状に適しており、定

着の見込みは大いにある。VJCC の現スタッフが継続して業務に従事し、VJCC が提供す

るコース内容を理解することを通じ、特にマーケティング分野の知識、技能を習得し、

さらにそれを実践する努力を続けていけば、技術面での持続性は確保されるだろう。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

効果発現に貢献した以下の要因は、主として有効性と効率性を高めたといえる。 

（1）計画内容に関すること 

・トップレベルの経営者を対象にした経営管理のコースである経営塾がこれまで継続して

成功裏に実施されたことで、VJCC の知名度は大幅にアップしたといえる。さらに経営

塾卒業生による経営塾クラブの存在が、経営塾卒業生間の情報共有、相互研鑽の機会を

提供しており、プロジェクトの波及効果を拡大している。 

 

（2）実施プロセスに関すること 

・日越の人材交流、相互理解促進の拠点としての VJCC の存在、また VJCC の外部機関と

のネットワークが、プロジェクトのインパクトの増大に大きく貢献した。 

・これに関連して、FTU の教官が経営塾、特に日本での研修に参加して知見を広めるなど、

本プロジェクトとの連携協力が FTU 人材の育成にもつながっている。さらに、VJCC で

は FTU の学生向けセミナー、クアンニー省でのビジネス人材に対するセミナー、FTU

学生に対する奨学金プログラムへの支援も行っている。 

・ジョブフェアは他の関係機関（JBA）と連携して実施したことで、対象となる人材を多

く集めることができ、ベトナム、日本両企業にとって有用であった。 

・シニアボランティア、他の JICA 技術協力プロジェクトと連携した活動により相乗効果

が創出された。 

・月次のキャシュフロー計画/実績表による収支モニタリングは、VJCC の経費負担率を着

実に向上させただけでなく、マネジャーやスタッフのコスト意識を高めた。 
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３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

問題を惹起することになった以下の要因は、有効性や効率性に影響を与えた要因といえる。

（1）計画内容に関すること 

本プロジェクトでは現地講師を育成することをめざしていたが、現地講師育成の戦略や

方法論が、プロジェクトの枠組みに組み込まれておらず、現地講師育成の重要性がプロジ

ェクト関係者全員に十分に共有されていなかった。その結果、各センターでは適切な能力

をもった現地講師人材を安定的に確保することが困難であった。 

 

（2）実施プロセスに関すること 

プロジェクトではモニタリングツールである PDM/PO を有効に活用していなかった。適

切に活用されていた場合、潜在する問題を早期に発見して対処できた可能性がある。 

 

３－５ 結論 

本調査の結果、現在のプロジェクト目標については 2014 年 8 月の終了時点で「おおむね達

成される」見込みであることが確認できた。その達成をより確実にするためには、プロジェク

トは、市場のニーズの変化に対応し、戦略的に取り組む体制をつくることが求められる。調査

団からはそのための一定のプロジェクト期間の延長と次の提言がなされた。 

 

３－６ VJCC に対する提言 

①ビジネスマネジャーの人材育成のための効果的な業務体制（ニーズ調査＝＞事業戦略策定

＝＞研修コースの実施＝＞研修コースの評価）を確立すること。 

②変化し続ける市場のニーズに対応した BC カリキュラムを改善すること。 

③能力のある現地講師を安定的に供給するための外部機関との連携を強化すること。 

④日本型経営に関して、日本人講師の支援によりベトナム人現地講師の能力強化を促進する

体制をつくること。 

⑤現在 FTU と日本の大学で検討中の MBA コースと現在の BC の効果的な連携について検討

すること。 

⑥日越の人材交流を促進する拠点としての VJCC の更なる活動を強化すること。 

⑦財務的自立性を高めるためにも、現在行っている月次の収支モニタリングを継続すること。

⑧VJCC 中期運営計画策定においてタスクフォースを設置し、役割分担を行い、VJCC の総意

を反映させることができるように、一丸となって取り組むこと。 

⑨本調査で改訂が提案された上位目標の指標については、ステアリング・コミッティでの承

認を得て、目標達成に取り組むこと。 

⑩モニタリングツールの PDM/PO を定期的に活用して、タイムリーに活動の進捗モニタリン

グやプロジェクトの達成レベルの検証を行うこと。 

 

３－７ 教訓 

ベトナムや日本の関係機関、大学等の教育機関、JICA の他の技術協力プロジェクトなど、多

数の機関との連携協力やネットワーキングは、本プロジェクトの効率性を高めただけでなく、

日越人材交流、相互理解促進の拠点としての VJCC のブランドイメージを高めるのにも役立っ
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た。ベトナムにおける人材育成機関の設立に係る協力においては、一機関の自律的運営という

観点のみならず、横の連携を十分視野に入れると効果的である。具体的な連携においては、集

客や場所の提供など互いに取り組みやすい部分で協力を開始し、信頼関係を構築したうえでよ

り幅広い活動分野における連携に進むことが有効である。 
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第１章 終了時評価調査の概要 
 

１－１ プロジェクトの概要 

ベトナム社会主義共和国（以下、「ベトナム」と記す）政府は、2020 年の工業国化・近代化を

国家ビジョンとして掲げ、市場経済化・国際経済統合を推進している。そのなかで、近年では計

画投資省傘下の中小企業庁や商工省を中心に中小企業・裾野産業開発政策の強化を進めている。

国営企業改革を通じて、民間セクターの規模は製造業、サービス業ともに大幅に拡大し、GDP 比

45.9％、全雇用に占める比率は 87.5％に達している。そのうち中小企業は企業数ベースで 94.6％

（2007 年）、全雇用の 53.3％を占めており、うち製造業においては全雇用の 91.9％を占め、中小

企業の発展は持続可能な経済成長のための最重要課題となっている。 

中小企業の地域分布をみると、64 省市のうち全登録企業の 55％（2007 年）が、ホーチミン市、

ハノイ市、ハイフォン市の 3 大都市圏に集中しているため、都市部における中小企業開発が重要

である。また、裾野産業の振興にあたっては外資系アセンブラと地場企業の中間に位置して部品

のサプライチェーンを構成し、技術の普及にあたっての触媒的役割を果たす外資系サプライヤ（日

本の中小企業等）の存在が重要となるが、ベトナムにおいてはこれらが大幅に不足している。 

さらに、ベトナムの労働人口は総人口の 63％を占めるが、そのうち大学、職業訓練校等で一定

の訓練を受けた労働者は 25％（2005 年）にとどまっており、中間管理職や技術系管理者、熟練労

働者の絶対数が不足している。また、質の面でも、産業界のニーズに合わない教育・訓練カリキ

ュラム、教官の知識不足等の問題が指摘されている。このように、ベトナムでは、2020 年の工業

国化に向けた工業構造の重層化・高度化が重要になっているものの、これを促進するための知識

や経営・管理技術のノウハウを有する人材の不足が大きな課題となっている。 

こうした人材不足を解消するために、本プロジェクトは、外国貿易大学（Foreign Trade 

University：FTU）をカウンターパート（Counterpart：C/P）機関として実施してきた過去 10 年間

のベトナム日本人材協力センター（Vietnam-Japan Human Resources Cooperation Center：VJCC）プ

ロジェクトの成果と実績を踏まえ、これまでの協力で実施体制を確立したビジネスコース

（Business Course：BC）、日本語コース、相互理解促進事業、という 3 つの事業に VJCC の運営管

理を加えた 4 つの事業・運営管理領域のなかから、既に VJCC が自主運営能力を構築した機能と

他機関への移管事業を除いたうえで、BC の運営・管理強化と VJCC 組織の運営・管理体制強化

という 2 つの成果に特化した協力を行ってきた。今般、2014 年 8 月末のプロジェクト期間終了に

向けて、これまでの活動実績を評価することを目的に終了時評価調査を実施した。 

 

１－２ 終了時評価調査の目的 

（1）これまでのプロジェクト活動について、討議議事録（Record of Disscussions：R/D）に基づ

き、プロジェクトの実績、実施プロセスを検証する。 

 

（2）評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点から分析し、プロジ

ェクト、ベトナム側関係者と協議する。 

 

（3）検証・分析結果を踏まえ、プロジェクトチーム、ベトナム側関係機関の双方に対し、必要

な提言を行い、ポストフェーズ 2 終了時までの活動計画を協議する。 
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（4）以上を取りまとめて、終了時評価報告書を作成し、ベトナム側と協議のうえ、協議議事録

（Minutes of Meetings：M/M）として署名交換する。 

 

１－３ 合同終了時評価調査メンバーの構成 

＜日本側＞ 

担当分野 氏 名 所 属 

総括 田中 章久 JICA 産業開発・公共政策部産業・貿易第二課 課長 

協力企画 守屋 雅弘 JICA 産業開発・公共政策部産業・貿易第二課 

評価分析 間宮 志のぶ 株式会社国際開発アソシエイツ 国際開発専門家 

 

＜ベトナム側＞ 

担当分野 氏 名 所 属 

Leader Prof. Dr. Hoang Van Chau 外国貿易大学 学長 

 

１－４ 終了時評価調査の日程 

現地調査は、2014 年 2 月 11 日～2 月 26 日の日程で実施された。調査日程の概要は、以下のと

おりである。 

曜 日 調査の内容 滞在地 

2 月 11 日 火 【午後】＜評価分析団員＞ホーチミン市到着 ホーチミン市

2 月 12 日 水 【午前】VJCC ホーチミンにて評価概要説明、 

 JICA 専門家、C/P インタビュー 

【午後】対処方針会議 

 C/P インタビュー 

ホーチミン市

2 月 13 日 木 【午前】ホーチミン日本商工会、研修機関等のインタビュー 

【午後】経営塾参加者インタビュー 

ホーチミン市

2 月 14 日 金 【午前】ベトナム企業、経営塾参加者インタビュー 

【午後】経営塾参加者インタビュー 

ホーチミン市

2 月 15 日 土 【午前】資料整理 

【午後】移動 ホーチミン市―＞ハノイ 

ハノイ市 

2 月 16 日 日 【午前/午後】資料整理 ハノイ市 

2 月 17 日 月 【午前】VJCC ハノイにて評価概要説明、JICA 専門家、インタビュー 

【午後】C/P インタビュー、現地講師インタビュー    

ハノイ市 

2 月 18 日 火 【午前】経営塾参加者インタビュー 

【午後】MOIT 表敬、経営塾参加者インタビュー 

シニアボランティア/ボランティア調整員インタビュー 

ハノイ市 

2 月 19 日 水 【午前】現地講師インタビュー 

JICA ベトナム事務所担当者（企画調査員）インタビュー 

【午後】経営塾参加者インタビュー 

＜団長＞＜協力企画団員＞ハノイ着 

    団内会議 

ハノイ市 
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2 月 20 日 木 【午前】＜団長＞＜協力企画団員＞ 

 VJCC 所長面談 

 外国貿易大学チャウ学長表敬訪問 

 JICA ベトナム事務所訪問 

【午後】JETRO 訪問 

＜評価分析団員＞ 

報告書作成 

ハノイ市 

 団内会議 

2 月 21 日 金 【午前】ハノイ日本商工会インタビュー 

 プロジェクトとの M/M 協議 

【午後】計画投資省訪問 

プロジェクトとの M/M 協議 

ハノイ市 

2 月 22 日 土 【午前】資料整理 

【午後】団内会議 

ハノイ市 

2 月 23 日 日 【午前/午後】資料整理 ハノイ市 

2 月 24 日 月 【午前】チャウ学長訪問 合同評価報告書の検討 

【午後】合同評価報告書の改訂、M/M 協議 

ハノイ市 

2 月 25 日 火 【午前】M/M 署名、今後のプロジェクト内容に関する協議 

【午後】JICA ベトナム事務所報告、在ベトナム日本大使館報告 

機中 

2 月 26 日 水 00:20 ハノイ発 

07:00 成田着 

 

 

１－５ 主要面談者 

＜ベトナム側面談者＞ 

計画投資省 Mr. Nguyen Xuan Tien, Deputy Director General, Foreign Economic Relations 

Dept. 

商工省 Mr. Pham Anh Tuan, Deputy Director General of Heavy Industry Department 

FTU Prof. Dr. Hoang Van Chau, President 

 Mr. Quy Nham, Lecturer (Director, Strategy Consulting Services) 

 Ms. Nguyen Thi Mo, Lecturer (Former President of FTU)  

VJCC Hanoi Ms. Phung Kin Anh, Director 

 Ms. Le Hoang Lien, Manager of Business Course Division I 

 Ms. Nguyen Hong Ngoc, Manager of Japanese Language Course /Exchange 

Activities Div. 

 Ms. Tran Thi Kieu Minh, Chief staff, BC Division II (KEIEIJUKU, MBA) 

 Ms. Nguyen Thi Tuong Van, Librarian, Administration, Division 

 Ms. Pham Thi Mai, Accountant, Administration Division 

VJCC Ho Chi Minh Mr. To Binh Minh, Director 

 Ms. Nguyen Thi Thu Ha, Business Course Vice Manager 

 Ms. Nguyen Thi Anh Tuyet, Accountant 

 Ms. Vu Ngoc Chau Phung, Sub Manager of Japanese Course /Exchange Course Div. 

 Mr. Huynh Trong Duc, Assistant of Business Course and Exchange Activities Div. 



－4－ 

 Ms. Nguyen Thi Thanh Van, Business Course Div. 

ベトナム企業 Mr. Nguyen Trong Bao, Marketing Director, Secoin Investment Corporation, Hanoi 

 Mr. Nguyen Tien Dung, Director, Hung Dung Co. Ltd., Hanoi 

 Mr. Bui Ngoc Phuong, President/Director, PSH Jointstock Company, Hanoi 

 Mr. Vu Ngoc Truong, Director, BIFI Joint Stock Company, Hanoi 

 Mr. Nguyen Minh Viet, Chairman, Green Sun Corpration, Ho Chi Minh 

 Mr Le Quoc Tuyen, Director, SOVI, Bien Hoa Packaging Jsc, Ho Chi Minh 

 Mr. Hoang Ngoc Luu, Financial Manager, SOVI 

 Mr. Nguyen Hoang, Human Resource Manager, SOVI 

 Mr Tran Đuc Hau, Training Specialist, SOVI 

 Mr. Pham Ngoc Tran, 5S Leader, SOVI 

 Mr. Nguyen Van Anh Production Leader, SOVI 

 Mr. Nguyen Dinh Phuc, General Director, IGlocal Resources Co. Ltd, Ho Chi Minh 

 Ms. Do Nhu Ngoc, HR Consultant, IGlocal Resources Co. Ltd., Ho Chi Minh 

 Mrs. Hoang Anh Phuong, Owner/Managing Director, TENZI, Ho Chi Minh 

 

＜日本側面談者＞ 

在ベトナム日本大使館 当間 正明   二等書記官 

関係機関 西川 壮太郎  ジェトロ ハノイ事務所 所長 

 大林 功    ホーチミン日本商工会 事務局長 

 小倉 政則   ベトナム日本商工会 事務局長 

 河原 光伯   A.L.Global Sun Partners JSC, ホーチミン支店、Sales 

Manager 

 前 真次郎   グローバルマネジメント研究所、ホーチミン事務所

代表 

 桜場 伸介   有限会社 来遠、General Director （ホーチミン） 

 佐藤 正治   認定NPO法人 ベトナム簿記普及推進協議会 講師 

         （ハノイ駐在員事務局） 

JICA ベトナム事務所 沖浦 文彦   次長 

 増田 親弘   次長 

 松下 高士   企画調査員 

 熊谷 弘    シニアアドバイザー（JOCV、シニアボランティア） 

 青柳 豊    シニアボランティア 

日本人専門家 ・長期専門家 

 山浦 信幸 （チーフアドバイザー） 

 谷上 聖子 （業務調整員） 

 若林 勇飛 （業務調整員） 

 ・短期専門家 

 梅沢 俊栄 （ビジネスコース運営管理） 

 岩瀬 彰男 （ビジネスコース運営管理） 
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第２章 終了時評価の方法 
 

２－１ ログフレーム（PDM）による評価 

本レビュー調査は、「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版（2010 年 6 月）」に基づき、プロジ

ェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）を用いた評価手法に則って実施

された。「新 JICA 事業評価ガイドライン」による評価は、①プロジェクトの現状把握・検証を行

い、②それらを DAC 評価 5 項目（「妥当性」「有効性」「効率性」「インパクト」「持続性」）によ

る評価基準から判断し、③提言や教訓を導き出して次の段階にフィードバックするという 3 つの

枠組みから構成されている。なお、本評価手法において活用される PDM の概要については表２

－１を参照されたい。 

 

表２－１ PDM の概要 

上位目標 プロジェクトを実施することによって期待される長期的な効果 

プロジェクト目標 プロジェクト実施によって達成が期待されるターゲット･グループ（人、組

織を含む）や対象社会に対する直接的な効果 

アウトプット 「プロジェクト目標」達成のためにプロジェクトが生み出す財やサービス 

活  動 「投入」を使って「アウトプット」を算出するために必要な一連の行為 

指  標 プロジェクトのアウトプット、プロジェクト目標及び上位目標の達成度を具

体的に測るもの（指標）とその目標値 

指標データ入手手段 指標の情報源 

外部条件 プロジェクトでコントロールできないが、プロジェクトの成否に影響を与え

る外部要因 

前提条件 プロジェクトが実施される前にクリアしておかなければならない条件 

投  入 「アウトプット」の算出に必要な資源（人材・資機材・運営経費・施設等）

出所：新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版（2010 年 6 月） 

 

さらに、本レビュー調査で参考にした評価 5 項目の定義は表２－２のとおりである。 

 

表２－２ 評価 5 項目の定義1 

妥当性 

（Relevance） 

開発援助とターゲットグループ・相手国・ドナーの優先度並びに政策・方針と

の整合性の度合い。 

有効性 

（Effectivenes） 
開発援助の目標の達成度合いを測る尺度。 

効率性 

（Efficiency） 

インプットに対するアウトプット（定性並びに定量的）を計測する。開発援助

が期待される結果を達成するために最もコストのかからない資源を使っている

ことを示す経済用語。最も効率的なプロセスが採用されたかを確認するため、

通常、他のアプローチとの比較を必要とする。 

                                                        
1 表２－２は DAC の評価 5 項目の定義を引用している。なお、技術協力プロジェクトの効率性については 2004 年 6 月の JICA
事業評価ガイドラインに記載された「主にプロジェクトのコストと効果の関係に着目し、資源が有効に活用されているか（さ

れるか）を問う視点」を参考にしている。 
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インパクト 

（Impact） 

開発援助によって直接または間接的に、意図的または意図せずに生じる、正・

負の変化。開発援助が、地域社会・経済・環境並びにその他の開発の指標にも

たらす主要な影響や効果を含む。 

持続性 

（Sustainability） 

ドナーによる支援が終了しても、開発援助による便益が継続するかを測る。開

発援助は、環境面でも財政面でも持続可能でなければならない。 

出所：新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版 （2010 年 6 月） 

 

２－２ 評価の枠組み 

評価のデザインを確定するにあたり、R/D、事前評価調査報告書、PDM、活動計画（Plan of 

Operations：PO）、プロジェクト事業進捗報告書、専門家業務完了報告書、プロジェクト事業完了

報告書を参照し、プロジェクト開始からの経緯を把握し、以下に示す留意点を考慮しつつ、終了

時評価調査の評価項目案を検討した。 

 

２－２－１ 評価の留意点 

終了時評価調査に際しては、本プロジェクトの特徴をかんがみ、以下の点に留意した。 

 

（1）過去の支援への配慮 

今次評価の対象期間は本プロジェクトが開始された 2010 年 9 月から 2013 年 12 月（一部

2014 年 8 月までの達成見込みも含む）までであるが、表２－３に示すとおり、これまで VJCC

に対しては 10 年間にわたる技術協力、及び施設建設の無償資金協力が実施されてきており、

これらの過去の協力の効果にも考慮する必要がある。また、本プロジェクト開始時点から、

ハノイ、ホーチミンともに日本人所長からベトナム人所長による事業運営に変わり、ベトナ

ム側による自立的運営への一歩が踏み出されていることにも留意する必要がある。 

 

表２－３ VJCC に対する日本の支援状況 

支援スキーム 支援分野 
フェーズ 1 

2000.9-2005.8

フェーズ 2 

2005.9-2010.8

ポストフェーズ 2 

2010.9-2014.8 

技術協力 

ビジネスコース（BC） 

JICA JICA 

JICA（事業実施支援）

日本語コース（JC）  

相互理解促進（EA）  

組織体制強化 

（BC、JC、EA） 
JICA 

機材供与  

無償資金協力 施設整備 日本政府   

出所：専門家（調整員）業務完了報告書 

 

（2）プロジェクトの構成 

本プロジェクトでは、表２－４に示すとおり、2 つのアウトプットが位置づけられている。 
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表２－４ プロジェクトの構成 

プロジェクト 

目標 

ベトナム中小企業・裾野産業を担う経営者人材育成拠点としての VJCC の自立発展

的な体制と機能が強化される 

アウトプット 

1．中小企業・裾野産業の中核人材育成に資

する効果的な BC の運営・管理が行われる 

2．VJCC スタッフによる自立発展的

な組織運営管理体制が構築される 

BC・経営塾の 

実施 

現地講師

の育成 

BC・経営塾の

運営管理 

組織運営

能力強化

企画・予算 

能力強化 

ネットワー

ク能力強化

評価対象 VJCC ハノイ、VJCC ホーチミン 

 

評価の対象となるのは VJCC ハノイ、VJCC ホーチミンの両センターである。本プロジェ

クトは、アウトプット 1 では、BC・経営塾の実施と運営管理、現地講師の育成にかかるキャ

パシティディベロップメント、アウトプット 2 では BC を含む組織全体の運営管理のキャパ

シティディベロップメントをめざす。なお、ここでいう BC には表２－５に示すとおり、主

として 2 つのタイプがある。 

 

表２－５ BC の概要 

研修コース名 目 的 対象者（定員） 期間/形態 主な研修テーマ 

一
般
Ｂ
Ｃ 

短期 

研修2 

産業人材育

成（企業の経

営者・中間管

理職・スタッ

フ・職場のリ

ーダー等）に

実 践 的 知

識・技術を提

供。 

ベトナム企業の経営

者・中間管理職・スタ

ッフ・職場のリーダー

等。研修ごとに 20～

30 名程度。 

1 コース 2～3 日間

を年間 8～10 回実

施。座学、グルー

プ研究、ケースス

タディも含む。 

日本式生産管理手法

（5S、QC、kaizen）、

人材開発、経営戦略

等。 

中期 

研修 

短期研修とほぼ同じ。

特に CPO（最高人材

活用責任者）、PPD（製

造担当ディレクター）

関係者対象。 

CPO コース、PPD

コース（2～3 日間）

のコースをそれぞ

れ年間 2～4 回実

施。 

スタッフィングスキ

ル開発、在庫管理、

QC、設備保全活動の

進め方等。 

経営塾 

ベトナム工

業界を牽引

する企業経

営者の育成。 

ベトナム企業経営責

任者や幹部 20 名、

FTU 教員 5 名、政府

関係機関職員 1 名（合

計 26 名）。 

全体は 10 カ月間ご

と月 5～6 日間ハノ

イまたはホーチミ

ンでの座学、現地視

察等。2 週間の本邦

研修が含まれる。 

日本式ものづくり、人

事戦略、商業契約/財務

戦略、経営戦略理論編

/実践編、マーケティン

グ戦略、ビジネスプラ

ン、学習成果発表会。

出所：ビジネスコース第 4 年次ワークプラン 2013 年 11 月 

 

（3）外部条件の設定 

プロジェクト開始以来、PDM は改訂されていないが、プロジェクトをとりまく外部環境の

影響を考慮する必要があることから、終了時評価にあたっては現行 PDM に以下に示す外部

条件をアウトプットからプロジェクト目標達成への外部条件として追記した。 

「VJCC の事業運営に大きな影響を与えるような大規模な景気の悪化が発生しない」 

                                                        
2 短期研修、中期研修のほかに、参加者の要望に対応した個別相談、カスタマイズコースなども実施している。 
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２－２－２ 主な評価項目 

上記を勘案し、本終了時評価に関する主な評価項目及び調査内容を確定した。主な評価項目に

ついては表２－６を参照されたい。なお、評価設問の詳細は、評価グリッド（付属資料 4）を参

照されたい。 

 

表２－６ 主な評価項目 

調査 

項目 

評価設問 

大項目 小項目 

実
績
の
検
証 

投入の実績は予定どおりで

あったか 

ベトナム側の投入：C/P の配置、施設機材、活動運営費等 

日本側の投入：専門家派遣、C/P 研修、機材供与、ローカル

コスト負担等 

アウトプットは予定どおり

達成されたか 

アウトプット 1：中小企業・裾野産業の中核人材育成に資す

る効果的な BC の運営・管理が行われてきたか 

アウトプット 2：VJCC スタッフによる自立発展的な組織運営

管理体制が構築されたか 

プロジェクト目標の達成見

込みはあるか 

プロジェクト目標“ベトナム中小企業・裾野産業を担う経営

者人材育成拠点としての VJCC の自立発展的な体制と機能が

強化される”が達成される見込みはあるか 

実
施
プ
ロ
セ
ス
の
検
証 

活動の進捗状況は予定どお

りであったか 

活動は計画どおり実施されていたか 

技術移転は効果的になされ

たか 

技術移転の方法に問題はなかったか 

モニタリングは適切に実施

されたか 

モニタリングの仕組みは適切だったか 

意思決定プロセスはどうか プロジェクトの問題に対処するための決定はどのようなプロ

セスでなされていたか 

プロジェクト関係者間のコ

ミュニケーションは効果的

に行われたか 

JICA 本部、JICA ベトナム事務所、VJCC の C/P 及び専門家間

のコミュニケーションは円滑に行われていたか 

日本側、ベトナム側の関係機関とのコミュニケーションは円

滑に行われていたか 

問題が生じた際に適切な解決方法がとられていたか 

VJCC のオーナーシップは高

いか 

実施機関 FTU、VJCC の C/P のイニシアティブは高かったか

C/P の配置は適切であったか プロジェクト実施に際し適切な人員配置を行っていたか 

その他 プロジェクトの実施過程で（特に中間評価以降）生じた問題

はあるか 

妥
当
性 

ベトナム政府のニーズ、日本

の援助政策との整合性はあ

るか 

ベトナムの開発政策やターゲットグループ（中小企業・裾野

産業分野の経営者等）のニーズとの整合性はあるか 

日本の援助政策・JICA 国別事業実施計画との整合性はあるか

プロジェクトのアプローチは適切であったか 

日本の技術の優位性、経験を十分に生かせていたか 
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有
効
性 

プロジェクトの実施により、

期待される効果が得られて

いるか、プロジェクトは有効

であったか 

プロジェクト目標は達成される見込みは高いか 

プロジェクト目標の達成見込みはアウトプット実施による結

果としてもたらされるか（各アウトプットのプロジェクト目

標達成との関連性） 

外部条件は現時点においても正しいか、外部条件が満たされ

る可能性は高いか 

プロジェクト目標の達成を阻害する要因はあったか 

効
率
性 

アウトプットを産出するた

めに十分な投入であったか、

投入はどのように活用され

管理されたか 

日本側の投入は適切であったか （質、量、タイミング） 

ベトナム側の投入は適切であったか （質、量、タイミング）

プロジェクトの運営体制はプロジェクト活動推進に効果的に

なされていたか 

外部リソースが効果的に活用されていたか 

他のプロジェクトの教訓は生かされていたか 

イ
ン
パ
ク
ト 

プロジェクトが実施された

ことにより生じる波及効果

のプラス・マイナスの効果は

何か 

上位目標“ベトナムの工業化を牽引する経営者人材が VJCC

により継続的に育成される”はプロジェクトの効果として発

現が見込まれるか 

上位目標とプロジェクト目標は乖離していないか 

予期しなかった正のインパクトは何か 

（政策面、経済面、社会・文化面、環境面） 

予期しなかった負のインパクトは何か 

持
続
性 

協力終了後、プロジェクトに

よってもたらされた成果や

開発効果が持続されるか、拡

大されていく可能性がある

か 

プロジェクトの便益は今後も持続する見込みはあるか 

政策、制度面、財政面、技術面、社会面の持続性はあるか 

持続性を促進する要因、阻害する要因は何か 

 

２－３ データ収集・分析方法 

本調査にあたっては現地入りの前に、JICA 専門家及び C/P に対して質問票によるアンケート調

査、日本側関係機関、ベトナム側関係機関、ベトナム企業、経営塾卒業生/参加者への質問票によ

るアンケート調査を行った。現地調査中においては、まずベトナム側 C/P、日本側 JICA 専門家を

対象に、表２－７に示すとおり、終了時評価調査の目的、プロジェクト・サイクル・マネジメン

ト（Project Cycle Management：PCM）における評価手法の概要を説明した。 

 

表２－７ 評価手法の説明 

日  時 2014 年 2 月 12 日（木） 

9:00 – 10:00 

2014 年 2 月 17 日（月） 

9:00 – 10:00 

場  所 VJCC ホーチミン 会議室 VJCC ハノイ 会議室 

目  的 ① 終了時評価の目的と日程の確認 

② PCM 手法における終了時評価の概要説明 

参 加 者 C/P13 名（スタッフ全員）及び日本人専門

家 1 名、評価分析担当団員 1 名 

C/P6 名（所長、マネジャー）、日本人専

門家 2 名、評価分析担当団員 1 名 
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次に、JICA専門家及びC/Pへの個別インタビューを実施するとともに、日本側関係機関（JETRO、

日本商工会、民間研修機関、コンサルタント会社等）、ベトナム企業、経営塾参加者への個別イン

タビューも実施した。これら収集した情報、データを既述の JICA 事業評価ガイドラインに沿っ

て分析し、日本側、ベトナム側が合同で評価を行った。評価調査にあたって使用した主な情報源

は以下のとおりである。 

 

①ミニッツ、R/D、事前評価調査報告書、中間レビュー調査報告書、プロジェクト事業進捗報

告書、各専門家の業務完了報告書、及び会議での発表資料や議事録、プロジェクトが収集し

たメディア掲載記事、プロジェクトが作成した研修関連教材等 

②PDM と PO（付属資料 1「合同評価報告書」の Annex 1、Annex 2） 

③日本側及びベトナム側の投入に関する記録 

 （付属資料 1「合同評価報告書」の Annex 3-1～3-5） 

④JICA 専門家及び C/P に対する質問票（付属資料 9-1、9-2）によるサーベイ結果、個別インタ

ビューの結果 

⑤日本側関係機関（JETRO、日本商工会、民間研修機関等）、ベトナム企業、経営塾参加者への

質問票によるサーベイ結果（付属資料 8-1～8-3）、個別インタビューの結果 

⑥機材維持管理状況の視察 

⑦講義状況の視察 

 

２－４ 評価調査の制約・限界 

今次調査では、特記すべき評価調査の制約・限界はない。 

 

２－５ 結論の導出及び報告 

本評価調査の分析結果を基に、日本・ベトナム国側双方の合同評価メンバーが協議を行い、そ

の結果を英文版の「合同評価報告書」及びミニッツ（付属資料 1「合同評価報告書」）として取り

まとめ、署名・交換した。 
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第３章 プロジェクトの実績 
 

３－１ 投入の実績 

これまでの日本側及びベトナム側の投入の実績は以下に示すとおりである。 

 

３－１－１ 日本側の投入 

専門家派遣、研修員受入れ、機材供与及びローカルコスト負担に関しては、おおむね計画どお

り投入が実施されたといえる。 

 

（1）日本人専門家の派遣 

VJCC の C/P に対する技術移転、プロジェクト管理において、のべ 6 名の長期専門家が派

遣された。また BC の講師として毎年 11～18 名、経営塾の講師として毎年 8 名の短期専門家

がそれぞれ派遣された。専門家派遣の詳細は付属資料 1「合同評価報告書」Annex 3-1 を参照

されたい。 

 

（2）C/P 研修 

VJCC の C/P を対象に種々の研修が実施された。毎年 2 名ずつ合計 8 名の C/P が経営塾に

参加し、JICA ネットでの日本センタースタッフ研修にもハノイ、ホーチミン両センターから

毎年多くの C/P が参加している。C/P 研修の詳細については付属資料 1「合同評価報告書」

Annex 3-2 を参照されたい。 

 

（3）機材供与 

本プロジェクト期間中に日本的経営の事例を紹介した DVD が研修教材としてハノイ、ホ

ーチミンの両センターに供与された。機材供与の合計額は約 450 万円である。機材の詳細は

付属資料 1「合同評価報告書」Annex 3-3 を参照されたい。 

 

（4）ローカルコスト負担 

プロジェクトの現地活動費として、日本側から総額 103 億 4,800 万ドン（500,546 米ドル相

当）が支出された。主たる支出項目は BC 実施費用、消耗品、通信費、図書館運営費等であ

る。ローカルコストの詳細については、付属資料 1「合同評価報告書」Annex 3-4 を参照され

たい。 

 

３－１－２ ベトナム側の投入 

（1）C/P の配置 

ベトナム側は実施協議で提示された C/P を VJCC ハノイ及びホーチミンにそれぞれ配置し

た。プロジェクト開始時点では VJCC ハノイ、VJCC ホーチミン合わせて 22 名の C/P が配置

された。その後、数名の C/P が留学、その他の理由で離職したが、後任が配置され、2013 年

12 月時点においては VJCC ハノイに 17 名、VJCC ホーチミンに 14 名、合計 31 名の C/P が配

置されている。C/P リストの詳細は付属資料 1「合同評価報告書」Annex 3-5 を参照されたい。 
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（2）施設の貸与及び消耗品の投入 

ベトナム側より、日本人専門家のための執務スペースがオフィス家具、光熱費ともに、そ

れぞれ FTU 敷地内に建設された VJCC の建物内に提供されている。 

 

３－２ 活動の実績 

計画に基づいて活動がおおむね予定どおり実施された。実施の過程でいくつかの活動が日本・

ベトナム国側双方の合意に基づいて追加されている。活動の実績は主としてプロジェクトの運営

総括表、担当専門家からの報告を基に確認した。活動の実績の詳細については、付属資料 5 を参

照されたい。 

 

３－３ プロジェクトの達成状況 

アウトプットの達成状況、プロジェクト目標及び上位目標の達成見込みが以下のとおり確認さ

れた。 

 

３－３－１ アウトプットの達成状況 

アウトプット 1 指 標 

中小企業・裾野

産業の中核人

材育成に資す

る効果的な BC

の運営・管理が

行われる 

1-1 経営塾・CEO コースが毎年実施され、卒業生数がプロジェクト終了まで

に合計 80 名以上となる 

1-2 経営塾・CEO コース卒業生の満足度と経営改善状況（売上高・利益率）

1-3 一般 BC の応募状況、参加者数、満足度（ハノイ、ホーチミン別） 

1-4 個別相談・現場指導サービスの満足度と経営改善状況（売上高・利益率、

ハノイ、ホーチミン別） 

1-5 育成された現地講師が 6 分野、10 名以上となる（ハノイ、ホーチミン別）

1-6 現地講師による講義時間比率が継続的に上昇する（ハノイ、ホーチミン

別：経営塾コース 20％以上、一般 BC 70％以上） 

1-7 毎年策定される BC の体系的な年度実施計画の内容と改善状況 

 

アウトプット 1 に設定された 7 つの指標のうち 4 つの指標が達成されていることから、アウト

プット 1 は「おおむね達成されている」と判断できる3。 

 

指標 1-1：経営塾・CEO コースが毎年実施され、卒業生数がプロジェクト終了までに合計 80 名以

上となる 

経営塾は当初計画どおり実施された。一方 CEO コースは、ベトナム側単独で実施できることか

ら、初年度以降は FTU に移管され本プロジェクトの対象事業ではなくなっている。2013 年 12 月

時点で、経営塾の卒業生数は 73 名（内訳：2 期生 25 名、3 期生 23 名、4 期生 25 名）である。現

在実施中の 5 期生 26 名がプロジェクト終了までに卒業することから合計で 99 名となる予定であ

り、本指標“経営塾卒業生 80 名以上”は達成される見込みである。 
                                                        
3 各アウトプット及びプロジェクト目標の達成度合いについて、指標の 6 割以下の達成の場合は「部分的に達成されている」、

6 割以上の達成は「おおむね達成されている」、すべて達成されている場合は「十分に達成されている」と区別している。 
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指標 1-2：経営塾・CEO コース卒業生の満足度と経営改善状況（売上高・利益率） 

経営塾終了直後に実施された経営塾卒業生のコース満足度調査（表３－１）によると、VJCC

によるコース運営管理、講師の能力（パフォーマンス）、講義内容の有効性4に関するスコアはい

ずれも 10 点満点のうち 8 点以上であった。 

 

表３－１ 経営塾参加者の満足度調査結果 

調査項目（10 点満点） 1 年次（2 期） 2 年次（3 期） 3 年次（4 期） 

1. コース運営管理 8.81 9.14 8.71 

2. 講師の能力 8.65 8.91 8.53 

3. コース内容の有効性 na na 8.17 

出所：短期専門家（講師）の活動報告書 

 

さらに、今次調査では経営塾卒業生及び参加者（5 期生）に対する個別インタビューも実施し、

経営塾で得られた教訓や業務への活用事例について確認し、経営塾が彼らにとってどのように役

立っているかを検証した5。個別インタビューから得られたコメントを以下に抽出した。 

 

（1）経営塾（人材開発）は弊社の職員採用の改善に大変役立った。応募者面接の際には、客観的な

ものさしで選定基準を定めていなかった。むしろ採用する側の個人的好みが左右していた。そ

の結果、採用した人材がその職種に必ずしも適任ではなかったという場合もあった。今は、弊

社では採用目的の職種に必要な作業、能力、資格などをきちんと整理しておき、それらを判定

できる質問項目をつくっている。面接の際にはだれもがその質問項目、一律の採用基準に沿っ

て面接を行い判定する。その結果、職種に適任の人が採用できるようになったと思う。離職者

が減る傾向にある。 

 

（2）経営塾では、長期的な展望（ビジョン）をもつことの重要性を教えられた。長期的な展望があ

ると毎年の事業計画がより具体的になる。今は自分のオフィスには年間計画表を張っている。

（付属資料 7. 視察写真参照） 

 

（3）経営塾では、だれでもわかる客観的な測定可能な基準をもつことの重要性を教えられた。作業

環境を“綺麗に”整理整頓することが必要であることは感覚的にはわかっていたが、経営塾で

教えられた“5S”で、感覚的にわかっていたことを具体的にどうするかを示してもらった。弊

社では、5S を導入して、関係者全員が客観的な基準で“綺麗さ”や“整理整頓”を同じように

理解できるようになった。（付属資料 7. 視察写真参照） 

 

（4）経営塾では、企業の社会的役割（責任）を教えられた。企業というのは自分の会社の利益のた

めにあると思っていたが、それだけではなく、社会に役立つ役割があることがわかった。 

 

（5）経営塾では、経営者の役割、責任というものを教えられた。優れた経営者は従業員の作業条件

                                                        
4 コース内容の有効性は、講義内容や講義で提示された事例などが自分の企業でも活用できるか、実施可能性があるかどうか

という判断基準を意味している。 
5 PDM に提示された指標では、経営塾の効果を経営塾卒業生/参加者が所属する企業の売上高・利益率の変化で検証するとし

ていたが、経営塾の効果と企業の売上高・利益率の相関関係が有意とはいえないため、今次調査では、経営塾で得られた教

訓や業務への活用事例で検証した。 
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や作業環境をよりよくし、彼らを励まして彼らのやる気に火をつけることができる。そのため

には自分自身が変わらなければならないと思った。 

 

（6）経営塾は、“仕事”に対する精神的な“姿勢”を教えてくれた。それは日本的経営の根底にある

ものだ。 

 

指標 1-3：一般 BC の応募状況、参加者数、満足度（ハノイ、ホーチミン別）6 

一般 BC への参加者はハノイ、ホーチミンともに 2 年次、3 年次は減少傾向にある。 

 

表３－２ 一般 BC 参加者数 

センター名 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次（1） 合 計 

ハノイ（2） 454 362 210 143 1,169 

ホーチミン 456 380 188  97 1,121 

合 計 910 742 398 240 2,290 

出所：短期専門家活動報告書 

注釈：（1）2013 年 9 月～12 月の実績、（2）ハノイの参加者にはダナンでのコース参加者を含む。 

 

個別インタビュー、質問票等による調査結果から、一般 BC 参加者が減少傾向にあることの理

由として、以下のことが想定された。 

①ベトナムの景気低迷7により、ベトナムの企業（特に中小企業や裾野産業）では、人材育成に

かける経費を削減する傾向にあり、それが企業からの参加者の減少に結びついている。 

②ビジネス人材を対象にして研修を行う機関、いいかえれば、VJCC にとって競争相手になる

ような研修機関が増えている。それが VJCC への参加者数にも影響を与えている。 

③基礎的 BC は既に多くの人が受講済みであること。また、より Advance な内容のコースが好

まれるようになっているのではないか。 

④VJCC の BC はコース編成、時間割が変更になったことで一部のコース料金を値上げした。

そのことで、参加を見合わせたことも考えられる。 

⑤VJCC の BC についての広報が必ずしもいきわたっておらず、潜在的な参加者までいき届い

ていないと思われる。 

 

表３－３ BC 参加者の満足度調査結果 

センター名 調査項目 1 年次 2 年次 3 年次 

ハノイ 1. コース運営管理（10 点満点） 8.5 8.4 8.4 

2. コース内容の有効性（％） 90.2 82.1 87.3 

ホーチミン 1. コース運営管理（10 点満点） 8.9 9.0 8.9 

2. コース内容の有効性（％） 89.2 86.2 91.2 

出所：短期専門家（講師）の活動報告書 

 
                                                        
6 一般 BC の応募者数の情報は入手できなかったため、参加者数（卒業生数）で検証した。 
7 2010 年以降、ベトナム経済が低迷。実施 GDP 成長率が減少しつつある（2010 年 6.8％、2011 年 5.9％、2012 年 5.0％ベトナ

ム統計総局）。中小企業・裾野産業分野では、企業の倒産、人員削減など、経営が厳しい状況が続いた。 
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参加者数は減少しているものの、表３－３に示したとおり、BC の終了直後に実施している満

足度調査では、有効性も 82％以上であり、VJCC によるコース運営も継続的に 8.4 点を超えてい

ることから、コース内容は参加者のニーズにマッチしていたものと考えられる。なお、参加者か

らの率直なコメントには、「より参加者のニーズに対応した内容に改善してほしい」などの要望も

あることから、プロジェクトでは関係者全員でこれらのコメントやフィードバックを共有し、コ

ース内容の改善に向けた取り組みを開始している。 

上述の BC や経営塾のほかに、VJCC が独自に実施に取り組んだ研修もある。それらは、日本

の大学と連携して試行的に実施したミニ MBA コースや、JICA の他の技術協力プロジェクト、「ハ

ノイ市都市鉄道規制機関強化、運営組織設立支援プロジェクト」との連携により実施したソフト

スキル研修などである。 

 

指標 1-4：個別相談・現場指導サービスの満足度と経営改善状況（売上高・利益率、ハノイ、ホ

ーチミン別） 

個別相談も現場指導サービスも成功裏に実施された。依頼をした企業の満足度はいずれも 8.0

ポイントを上回るものであった。個別相談は企業からの要請を受けたインハウス研修という形態

で提供されている。現場指導は 4 年次からは徐々にシニアボランティアの活動に引き継がれてい

るため、依頼企業数は減少している。さらに、プロジェクトでは「ものづくり大会」を毎年開催

し、研修を通して事業改善を行った経験のある企業による優良事例のプレゼンテーションも行っ

ている。 

 

表３－４ 個別相談・現場指導を依頼した企業数 

 項 目 1 年次 2 年次 3 年次 合 計 

ハノイ* 個別相談を依頼した企業 15 3 1 19 

現場指導を依頼した企業 6 3 2 11 

ホーチミン 個別相談を依頼した企業 8 1 0 9 

現場指導を依頼した企業 3 0 0 3 

出所：短期専門家活動報告書 

注釈：*ハノイの企業数にはダナンの企業数も含まれている。 

 

指標 1-5：育成された現地講師が 6 分野、10 名以上となる（ハノイ、ホーチミン別） 

指標 1-6：現地講師による講義時間比率が継続的に上昇する（ハノイ、ホーチミン別：経営塾コ

ース 20％以上、一般 BC70％以上） 

本プロジェクトでは現地講師を育成することをめざし、両センターでは、FTU や他の研修機関

に所属するベトナム人の現地講師が BC、経営塾でいくつかの講義を担当してきた。表３－５に

示したとおり、毎年 4～9 名の現地講師が講義を実施している。一般 BC や経営塾の講義時間全体

に占めるベトナム人現地講師による講義時間比率は BC で 40～57％、経営塾で 13％（3 年次）で

あった。 
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表３－５ 現地講師数及び現地講師によって実施された講義の割合 

 項 目 1 年次 2 年次 3 年次 

一
般
Ｂ
Ｃ 

ハノイ 1. 講義を担当した現地講師の数 6 8 7 

2. 現地講師による講義時間比率（％） 42.9 46.2 57.1 

ホーチミン 1. 講義を担当した現地講師の数 6 9 4 

2. 現地講師による講義時間比率（％） 50.0 40.9 42.9 

経営塾 現地講師による講義時間比率（％） 11 11 13 

出所：短期専門家活動報告書 

 

現地講師の数（指標 1-5）及び現地講師による講義時間比率（指標 1-6）はいずれもプロジェク

ト終了時までに目標を達成することは困難な状況であることが確認された。その理由としては以

下の点が考えられる。 

①本プロジェクトでは現地講師を育成することをめざしていたが、どのように現地講師を育成

するかについての戦略や具体的なプロセス、方法論についてプロジェクトの枠組みに組み込

まれていなかった。 

②さらに、指標に提示されている育成された現地講師の数や現地講師による講義時間比率等の

数値目標は、根拠あるデータを基に算出されていなかった。 

③上記①で説明したとおり、本プロジェクトでは現地講師育成をめざしていたが、そのことが

プロジェクト関係者全員（特に FTU や他の研修機関に所属しているベトナム人講師）に十分

に共有されていたとはいえなかった。今次調査で行ったインタビューによると、ある現地講

師は「VJCC で講義をすることは有意義であったが、日本人講師と知見を共有する時間はほ

とんどなく、自分の講師としての技量を高める経験にはならなかった」とコメントしている。

その一方で、別の現地講師からは「経営塾に参加し、特に日本での研修に参加できたことで、

日本的経営について学ぶことができたのは有意義であった」というコメントも聞かれた。 

 

プロジェクトでは、現地研修機関に所属するベトナム人講師と契約をして特定の科目について

数日間の研修を試行的に実施するなど、ベトナム人講師による講義時間比率を高めるための一定

の努力は行っていた。今後は、ニーズに応じた現地講師による授業を可能にするため、（講師を有

する）外部機関との連携強化に尽力する、現地講師による講義の際、日本から派遣された講師か

らのフィードバックを行うなどによる現地講師の能力強化について引き続き取り組んでいくこと

が期待される。 

 

指標 1-7：毎年策定される BC の体系的な年度実施計画の内容と改善状況 

BC の年度実施計画は前年度のコース参加者のフィードバックを反映して作成されている（付

属資料 1「合同評価報告書」Annex 4-1 及び 4-2 を参照されたい）。これらのフィードバックは日

本人講師にも直接送付されている。今後は、研修参加者のフィードバックだけでなく、ビジネス

人材のマーケットの動向等の要因もしっかりと分析し戦略的に対応していく必要がある。 

 

今次調査の結果、経営塾の実施状況は順調であり、中小企業や裾野産業の経営管理者等の人材

育成に大きく貢献していることが確認された。一方で、景気低迷などの外部環境の影響等で、一
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般 BC の参加者が減少傾向にあることや現地講師の育成が困難な状況であることが確認された。

後者については、現地講師育成の戦略や具体的なプロセス、方法論についての検討が不十分であ

り、関係者全員に十分に共有されていなかったことが主な要因として指摘されている。今後は市

場のニーズを的確に把握し、戦略的計画に基づく適切な広報により、VJCC の研修プログラムが

対象とする人たちに十分理解されるよう取り組むこと、また講師を有する外部機関との連携強化

に尽力しつつ、現地講師による講義の際、日本から派遣された講師からのフィードバックを行う

などによる現地講師の能力強化について引き続き取り組んでいくことが必要である。 

 

アウトプット 2 指 標 

VJCC スタッフに

よる自立発展的な

組織運営管理体制

が構築される 

2-1 毎年策定される組織機能図の内容と改善状況（ハノイ、ホーチミン別）

2-2 策定される年度予算計画が毎年精緻化される（ハノイ、ホーチミン別）

2-3 策定される年度実施計画が毎年詳細化・体系化されていく（ハノイ、ホ

ーチミン別） 

2-4 VJCC スタッフに対する研修が恒常的に実施され、アンケートによる参加

者の満足度が平均して 80％を超える 

2-5 ネットワーキング活動とさまざまな組織との具体的な協働プログラムが

継続的に増加する 

2-6 プロジェクト終了時までに、VJCC スタッフのみで VJCC の計画・運営・

管理が行えるようになる 

 

アウトプット 2 に設定された 6 つの指標すべてが達成されたことから、アウトプット 2 は「十

分に達成されている」と判断できる。 

 

指標 2-1：毎年策定される組織機能図の内容と改善状況（ハノイ、ホーチミン別） 

VJCC ハノイでは事業内容の変遷とスタッフの離職等に対応して、組織編成を行った。経営塾

やミニ MBA などの新しい研修プログラムが導入されたことで、BC 担当課を 2 つに分離し業務の

効率化を図った8。また、相互交流事業の多くが国際交流基金（JF）に移管されてからは、日本語

コースと相互理解促進事業を担当する課はより密接に連携して業務を進めるようになった。VJCC

ホーチミンでは、海外留学等の理由で 2 名のマネジャーが離職したため、サブマネジャーと新規

に公募で採用されたマネジャーが中心となって活動を推進している。人員総数は減ったものの、

サブマネジャーが日本語コースと相互理解促進事業を兼任するなどの対応で、効果的に業務を推

進できている。聞き取り調査では、業務を兼任しているスタッフからは、互いに協力しあって、

十分に対応できているとのコメントがあった（組織図は付属資料 1「合同評価報告書」Annex 5-1、

5-2 を参照されたい）。 

 

指標 2-2：策定される年度予算計画が毎年精緻化される（ハノイ、ホーチミン別） 

VJCC ハノイ、ホーチミンともに、年度予算案作成の際には、まずベトナム側と日本側で経費

をどのように分担するかについて確認し、経費負担分担表を作成している。年度末の経費負担目

標達成をめざして、プロジェクトでは月次キャッシュフロー計画/実績表を作成して収支の動きを

                                                        
8 一般 BC の事業運営を管轄する産業人材育成課、経営塾とミニ MBA を管轄する高度ビジネス人材育成課に分けられた。 
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モニタリングしている。これに加えて、VJCC ハノイでは研修コースごとの収支計画/実績表も作

成している。このように年度予算計画は経費負担目標達成をめざして精緻化され、かつ実績との

モニタリングも定期的に行われている。聞き取り調査では、センター全体の月次収支計画/実績表

や研修コースごとの収支計画/実績を作成することで、各課のマネジャーやスタッフのコスト意識

が高まってきていることも確認された。 

 

指標 2-3：策定される年度実施計画が毎年詳細化・体系化されていく（ハノイ、ホーチミン別） 

アウトプット 1 で検証した BC の年度実施計画と同様に、両センターでは日本語コースでも年

度実施計画を策定している。前年度のコース参加者からのフィードバックを踏まえて、ビジネス

日本語検定試験や日本語簿記等、ニーズに対応した新しいプログラムも導入している。VJCC ホ

ーチミンでは、Sumitex や Saigon Precision 等の社内研修での出前講義も実施している（日本語コ

ース年度実施計画については付属資料 1「合同評価報告書」Annex 6-1、6-2 を参照されたい）。な

お、日本語コース、相互理解促進事業は本プロジェクトからの直接の支援はなく、VJCC スタッ

フのみで実施されている。両事業ともに参加者はおおむね増加しており、業務量も増える傾向に

ある。 

 

表３－６ 日本語コース、相互理解促進事業等の実績 

項 目 
プロジェクト

開始前（2009）
1 年次 2 年次 3 年次 

4 年次 

（9 月～12 月）

1）日本語教育の実績 

日本語コース 

年間学習者数 

ハノイ 450 642 704 684 137 

ホーチミン 344 432 446 398 98 

合 計 794 1,074 1,150 1,082 235 

日本語能力試験

対策コース 

参加者数 

ハノイ 278 301 325 392 134 

ホーチミン 231 293 314 255 74 

合 計 509 594 639 647 208 

2）相互理解促進事業の実績 

イベント（ジョブ

フェア、セミナ

ー）等参加者数 

ハノイ 1,470 1,072 995 2,752 40 

ホーチミン 2,140 1,200 970 1,006 214 

合 計 3,610 2,272 1,965 3,758 254 

日本への留学支

援実績（留学フェ

ア参加者数含） 

ハノイ 1,514 1,663 1,190 1,234 242 

ホーチミン（*） 0 0 0 0 22 

合 計 1,514 1,663 1,190 1,234 264 

（*）注釈：ホーチミンでの留学支援事業は 2013 年 10 月より開始。なお 2013 年 22 名のうち 2 名が留学手続き中。

3）図書館利用者数の実績 

図書館 

利用者数 

ハノイ 6,875 8,803 7,952 8,239 3,801 

ホーチミン 8,141 7,336 10,703 11,493 3,638 

合 計 15,016 16,139 18,655 19,732 7,439 

出所：VJCC 
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指標 2-4：VJCC スタッフに対する研修が恒常的に実施され、アンケートによる参加者の満足度が

平均して 80％を超える9 

VJCC スタッフの研修は定期的に実施されてきた。スタッフの数名は経営塾にも参加している。

またスタッフの多くは JICA ネットで行われる日本センタースタッフ研修に参加している（本プ

ロジェクトで実施したスタッフ研修の詳細は付属資料 1「合同評価報告書」Annex 3-2 を参照され

たい）。これとは別に、VJCC は独自にスタッフに対する研修としてセンター内で実施したビジネ

ススキル研修を実施している。聞き取り調査では、「終了時評価調査期間中に実施された日本セン

タースタッフ研修“Effective sales and its management methods”が大変適時であり、今後活用できる

内容で有効であり、また研修で学んだことを日常の業務で生かしていきたい」とのコメントがあ

った。 

 

指標 2-5：ネットワーキング活動とさまざまな組織との具体的な協働プログラムが継続的に増加

する 

プロジェクトでは、経営塾クラブを通して、ネットワーク活動が毎年行われてきた。経営塾ク

ラブは 2013 年 8 月現在の会員数は 89 名で、その活動内容として、①会員主催のセミナー、勉強

会（これまでは「ムダ削減」「経済危機」「人材開発」等のテーマで行われた）、②日本人講師との

交流会、③日本で開催される塾との交流会、研修会、④互助（東日本大震災への義捐金）などが

ある。また、九州・アジア経営塾（KAIL）と VJCC 経営塾との間で日越経営塾の教育交流協定を

検討中である。 

このほかに、プロジェクトでは他機関との連携プログラムも実施してきた。具体的な事例を表

３－７に記載する。 

 

表３－７ 他機関との連携の概要 

 連携対象機関 連携の内容 

1 日本商工会 ・共催によるジョブフェアの実施 （2012 年 3 月、2013 年 3 月） 

2 他の JICA プロ

ジェクト 

・ハノイ市都市鉄道規制機関強化・運営組織設立支援プロジェクトの C/P を

対象にソフトスキル研修を実施。 

・JICA ホーチミン市地下鉄運営管理会社プロジェクトのプロジェクトメンバ

ーに対して、税務、労働法、会計等のイニシャルトレーニングを実施（3

週間）。すべて現地講師で対応。 

・JICA チョーライ病院南部リハビリテーション強化プロジェクトのプロジェ

クトメンバーに対してプレゼンスキル研修を実施。 

3 エバラ製作所 ・CSR セミナー共催（年 1 回、通算 3 回） 

4 日本旅行会社

（JTB） 

・グローバル人材研修の受託（富国生命、日立製作所、合計 6 回実施済み/1

回当たり 2～4 週間） 

5 横浜国立大学 ・ミニ MBA 実施（2013 年 8 月 19 日～2013 年 9 月 12 日。なお 8 月 24 日～9

月 3 日までは講義なし） 

 

 
                                                        
9 アウトプット 2「VJCC スタッフによる自立発展的な組織運営管理体制が構築される」の達成度を検証するにあたっては、ス

タッフ研修が恒常的に実施されていること、及び研修からの学びを活用していることを通して検証した。 
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上記に加えて、VJCC は日越の人材交流、相互理解促進の強力な拠点として日本からの経済ミ

ッションや日本の大学のスタディツアーへの情報提供（産業人材育成の状況等）、ベトナム人留学

生支援、日越の国際関係促進など多種多様な活動も担っており、それらは年間 200 件にものぼる

ことが確認できた。このなかには、FTU の学生を対象とした学生セミナーやクワンニー省のビジ

ネス人材を対象としたセミナーの実施のほかに FTU の学生の奨学金プログラムへの支援活動も

ある。このような日越の人材交流の拠点としての VJCC の活動は、人材育成に関する市場のニー

ズの把握、日系企業の海外展開支援にも間接的に貢献しているといえる。 

 

指標 2-6：プロジェクト終了時までに、VJCC スタッフのみで VJCC の計画・運営・管理が行える

ようになる 

BC で実施した参加者の満足度調査によると、VJCC のコース運営管理に対する満足度は高く、

過去 3 年間の平均で VJCC ハノイは 8.45 点、VJCC ホーチミンは 8.95 点となっている。経営塾卒

業生/参加者に対する個別インタビューでもコース運営管理については高い評価を得ており、コー

ス運営管理については、VJCC スタッフ独自で対応が可能になっているといえる。今後はマーケ

ティング、広報に力を入れていくことが肝要である。 

組織図や年度計画は毎年度改訂され、予算計画は月次のキャッシュフロー管理が可能となって

いる。さらにセンター人員の異動にも適切な対処がなされセンター運営が順調になされており、

VJCC スタッフを中心とした自立的なセンター運営管理体制が構築できていると評価できる。今

後はより多くの関係機関とのネットワークを推進し、潜在的な研修参加者を掘り起こすとともに、

マーケットのニーズに対応した効果的な戦略を策定して事業展開していくことが期待される。 

 

３－３－２ プロジェクト目標の達成見込み 

プロジェクト目標 指 標 

ベトナム中小企業・

裾野産業を担う経営

者人材育成拠点とし

ての VJCC の自立発

展的な体制と機能が

強化される 

1 2014 年 3 月末までに策定される 2014 年度 VJCC 全体運営計画で、経営塾・

CEO コースを中心とする実施可能な事業・予算・人員計画が明確になる 

2 2014 年 3 月末までに策定される 2014 年度予算計画で VJCC 支出の 75％

以上が自己収入によってカバーされる 

3 2014 年 3 月末までに、プロジェクト終了後の自立発展性ある VJCC 中期

運営計画（5 カ年）がベトナム側のイニシアティブにより策定されている 

 

プロジェクト目標に設定された 3 つの指標の達成度合いや今次調査で得られた情報から、プロ

ジェクト目標は本プロジェクト終了までに、「おおむね達成される」見込みであると判断できる。 

 

指標 1：2014 年 3 月末までに策定される 2014 年度 VJCC 全体運営計画で、経営塾・CEO コース

を中心とする実施可能な事業・予算・人員計画が明確になる10 

VJCC の全体運営計画は前年度のコース参加者からのフィードバックを踏まえて改善されてき

た。BC 参加者減少の背景や、市場のニーズの変化に対応するための戦略的な取り組みまではさ

れていなかったが、VJCC では既に工業団地における産業人材育成ニーズに関する調査を準備し

                                                        
10 本指標は、アウトプットレベルの指標（1-7、2-3）と区別して、「経営者人材のマーケットのニーズを踏まえて」という視点

を加えて検証した。 
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ており、このような調査結果を BC の企画・運営に活用していくことが見込まれる（ニーズ調査

用の質問票については付属資料 1「合同評価報告書」Annex 7 を参照されたい）。 

 

指標 2：2014 年 3 月末までに策定される 2014 年度予算計画で VJCC 支出の 75％以上が自己収入

によってカバーされる 

毎年次ごとに、プロジェクトでは各経費項目について日本側、ベトナム側の負担割合を検討し

て、経費負担計画表を作成している。「総経費にしめる VJCC 負担の実績」は初年度より徐々に増

え、2013 年 12 月時点で（第 4 年次の 4 カ月の実績として）68.5％となっている。 

 

表３－８ 総経費に対する VJCC 歳入による負担割合 

（通貨：ベトナムドン） 

年次 

センター 

1 年次 

2010.9-2011.8 

2 年次 

2011.9-2012.8 

3 年次 

2012.9-2013.8 

4 年次 

2013.9-2013.12 

総 計 

2010.9-2013.12 

経費総額 7,795,835,162 8,920,672,951 9,168,703,170 3,545,167,350 29,430,378,633 

VJCC 4,747,866,611 5,641,964,581 6,264,387,753 2,428,462,030 19,082,680,975 

経費負担率（％） 60.9 63.2 68.3 68.5 - 

JICA 3,047,968,551 3,278,708,370 2,904,315,417 1,116,705,320 10,347,697,658 

経費負担率（％） 39.1 36.8 31.7 31.5 - 

出所：VJCC 

 

2014 年 8 月のプロジェクト終了までには目標値の 75％を達成する見込みである。また、既述の

とおり、VJCC では毎月の収支の動きをキャシュフロー計画/実績表でモニタリングするなどの努

力を通して、目標達成に取り組んでいる。 

 

指標 3：2014 年 3 月末までに、プロジェクト終了後の自立発展性ある VJCC 中期運営計画（5 カ

年）がベトナム側のイニシアティブにより策定されている 

VJCC 中期運営計画（5 カ年）は 2014 年 3 月末までに作成される予定となっており、そのため

の作業手順と内容が下記のとおり確認された。VJCC 内で計画策定のためのタスクフォースを設

置し、準備段階から役割を分担し、関係者全員の考えを反映して作成するなど、今後本計画をよ

り実現可能なものとするための取り組みが、見込まれる。 

 

表３－９ 中期運営計画策定の手順（案） 

 策定手順 概 要 

1 VJCC のビジョンの見直し VJCC のミッションと役割 

2 状況分析 背景情報、現状分析  

3 5 カ年の展望（予測） 経済成長率、産業構造等 

4 目標設定 活動、研修コース内容、研修コース数、研修参加者数、収支予測 

5 アクションプラン作成 組織体制、人員体制、予算、講師数等 

出所：プロジェクト 
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本プロジェクトでのこれまでの 3 年半は前フェーズまでの日本による事業の全面的支援から、

BC 事業と組織強化に特化した支援に変わり、両センターもベトナム人所長によって運営される

こととなりチャレンジングな時期であったといえる。またこの間はベトナム経済の低迷によって

外部環境も厳しい状況であった。にもかかわらず、プロジェクトでは自己収入による経費負担目

標をおおむね達成しつつあるなど、実績を上げてきた。一方で、BC 参加者の減少や市場のニー

ズの変化に対応した戦略的な取り組みは必ずしも十分ではなく課題もあることも判明しており、

今後は市場の動向に随時配慮しつつ、戦略的に事業展開をしていくことが期待される。 

 

３－３－３ 上位目標の達成見込み 

上位目標 指 標 

ベトナムの工業化を

牽引する経営者人材

が VJCC により継続

的に育成される 

1 民間セクターで活躍する VJCC BC 卒業生数が 2018 年までに 13,000 名

を超える 

2 2018 年までにベトナム中小企業・裾野産業界を牽引する産業組織が形

成され、20 名以上の VJCC（経営塾）卒業生が中心的役割を果たしている

 

現時点で、上位目標の達成見込みを判断することは時期尚早である。今次調査の結果、指標の

改訂について、次のような提案が行われた。 

 

（1）指標 1 の改訂 

本指標の数値目標である BC 卒業生 13,000 名には、一般 BC 卒業生とセミナー参加者の数

値が含まれているが、上位目標でうたっている経営者人材の育成については、一般 BC と経

営塾卒業生の数値で検証することが妥当と考えられる。第 3 年次までの一般 BC と経営塾参

加者の総計は約 2,100 名であり、現在の研修の質を確保しつつ、これまでのマーケットの動

向も含めて検討した結果、2018 年までの達成目標を 4,500 名程度と予測し11、指標 1 は「民

間セクターで活躍する VJCC BC 卒業生数（一般 BC 卒業生と経営塾卒業生数の総計）が 2018

年までに 4,500 名を超える」に修正する。 

 

（2）指標 2 の削除 

産業組織の形成は現在ベトナムでは禁止されており、今後経営塾卒業生等が形成できる可

能性はない。よって、本指標の削除を提案し、以下に示す指標に変更する。 

 

（3）追加指標の設定  

VJCC がベトナムの工業化を牽引する経営者人材を継続的に育成していくためには、変動

するマーケットのニーズに対応していく必要がある。そのためには、ビジネス人材育成のニ

ーズに対応できる実施体制が VJCC 内に構築されている必要がある。それを検証する下記の

指標を追加する。 

「ビジネス人材育成のニーズを踏まえた標準的な業務体制（ニーズ調査、事業戦略策定、

実施、評価）が VJCC 内に構築されている」 

                                                        
11 2018年までの数値目標は次のとおり算出された。過去 3年間の BC卒業生実績（910+742+398）＋経営塾卒業生実績（25+23+25）

＋今後の推定年間卒業生数（400×6 年間）＝4,523 
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（4）終了時評価時点での達成見込み 

上記指標の改訂に基づき、終了時評価時点では上位目標は「おおむね達成される見込み」

である。 

 

３－４ 実施プロセスにおける特記事項 

ハノイ、ホーチミン両センターにおいて、C/P は積極的に活動し、既にセンター事業のほとん

どは VJCC スタッフだけで対応できる状況になっている。 

種々の理由から、数名の C/P がセンターを離職したが、ベトナム側は代わりの人員を配置した

り、一人のスタッフが複数の業務を兼任するなどの工夫をして対応してきた。各センターではそ

れぞれ毎週ミーティングを行い活動の進捗を確認している。2 つのセンターが物理的に離れてい

ることから第 2 年次からは南北会議を年に 1 度開催して情報共有に努めている。C/P からの聞き

取り調査では、2 つのセンターの情報共有の機会が必ずしも十分ではなく、2 つのセンター間での

情報共有の機会をもっと多くもった方がよいというコメントが聞かれた。C/P と日本人専門家と

のコミュニケーション、2 つのセンターのコミュニケーションについてさらに強化することが肝

要である。 

プロジェクトでは PDM や PO を活用したモニタリングを定期的には行っていなかった。その結

果、プロジェクト開始後に追加された活動が PO に反映されていなかったものがあった。プロジ

ェクトでは PDM と PO を活用して活動の進捗管理をすること、プロジェクトの実績についても適

時に検証する必要があることが指摘された。 
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第４章 評価結果 
 

本項では、妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性という 5 つの観点（評価 5 項目）か

らプロジェクトの実績を分析し、課題を検討する。 

 

４－１ 妥当性（Relevance） 

妥当性とは、プロジェクト目標及び上位目標が、受益者のニーズと合致しているか、ベトナム

の開発政策と日本の援助政策との整合性があるか、など「援助プロジェクトの正当性」をみる評

価項目である。 

 

（1）ベトナムの開発政策との整合性 

「社会経済開発 10 カ年戦略（2011～2020）」及び「社会経済開発 5 カ年計画（2011～2015）」

では、ベトナム政府は「2020 年までに工業国化の達成」を掲げ、そのなかで特に中小企業を

支援し、経営管理能力があり、社会的責任と倫理感をもった企業家を増やしていく12として

おり、本プロジェクトの上位目標、プロジェクト目標はベトナム政府の開発政策との整合性

を有しているといえる。 

 

（2）ベトナムのニーズとの整合性 

ベトナム政府は、中小企業庁や商工省を中心に中小企業・裾野産業開発政策の強化を進め、

安価な労働力をより所とする組立産業からより高度で付加価値の高い産業構造への転換を

めざしている。しかし、中小企業が裾野産業を牽引するための、知識や経営・管理技術のノ

ウハウを有する人材の不足が大きな課題となっている。本プロジェクトの上位目標、プロジ

ェクト目標はベトナム政府の開発政策との整合性を有しているといえる。 

 

（3）日本の援助政策との整合性 

対ベトナム国別援助方針（2012 年 2 月）では、日本はベトナムの方針である「2020 年まで

の工業国化の達成」に向け、持続的成長、脆弱性の克服及び公正な社会・国づくりを支援す

るとし、重点分野①成長と競争力強化に関して、市場経済制度の改善、財政・金融改革等の

市場経済システムの強化を図るとともに、産業開発、人材育成を支援するとしている。2012

年 2 月付の JICA 国別事業実施計画においては、本プロジェクトは重点分野①の開発課題 1-2 

産業競争力強化・人材育成「産業開発・人材育成プログラム」に含まれる。さらに、JICA「中

小企業・裾野産業開発協力プログラム」において、本プロジェクトは経営者・技能者の不足、

産業界のニーズとのミスマッチという課題に対処しており、日本の対ベトナム支援方針との

整合性も有している。 

 

（4）日本の援助の比較優位 

日本の製造業における「ものづくり」の技術はベトナムのニーズにマッチしたものであり、

日本の最大の比較優位といえる。 

                                                        
12 「社会経済開発 10 カ年戦略（2011-2020）」p.9。 
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（5）プロジェクト戦略の妥当性 

人材育成は息の長い取り組みが必要であることから、ニーズに応じたコース提供を効果的

かつ継続的に実施できるよう VJCC の組織強化を図るプロジェクトのアプローチは妥当性が

高い。 

 

以上の点から、本プロジェクトはベトナム政府の政策、ターゲットグループのニーズ、及び日

本の対ベトナム国援助政策に合致し、妥当性は高いといえる。 

 

４－２ 有効性 （Effectiveness） 

有効性とはプロジェクト目標が期待どおりに達成される見込みはあるか、それがアウトプット

達成の結果もたらされたものであるかをみる評価項目である。 

 

（1）プロジェクト目標の達成見込み 

「３－３－２」の項で説明したとおり、指標の達成状況と今次調査の関係者のコメントを

踏まえ、プロジェクト目標は終了（2014 年 8 月末）までにおおむね達成される見込みとの判

断であった。しかし、その達成状況の維持と更なる発展のためには、プロジェクトでは、市

場の動向を適時に把握しつつ、変動するニーズにどう対応していくべきか戦略的に対処して

いくために一層の努力が必要である。 

 

（2）各アウトプットの貢献度 

本プロジェクトの 2 つのアウトプットの関係性を概念図にしたものを図４－１に示し、各

アウトプットとの関係性、貢献度合について説明する。 

アウトプット 1 では BC（一般 BC や経営塾）の実施、現地講師の能力強化及び VJCC スタ

ッフによる BC 運営管理の能力強化を通して、BC の質を高めている。日本人講師である短期

専門家グループは主としてアウトプット 1 で BC の質の改善を支援する。一方で、アウトプ

ット 2 では、組織全体としての企画、予算、運営管理、ネットワーク等一連の業務について

の VJCC スタッフの能力強化を行い、センター全体の組織運営体制の強化をめざしている。

長期専門家はすべての活動を管轄するが、特にアウトプット 2 における VJCC の組織強化を

焦点に支援している。2 つのアウトプットは効果的に組み合わさって最終的にはプロジェク

ト目標である VJCC の自立発展的な体制・機能の強化が図られ、その結果、戦略的企画・実

施・評価が可能になり、総経費に対する VJCC 歳入による負担割合の増加や、長期的計画策

定ができるようになるという論理構成である。そして、両アウトプットは等しくプロジェク

ト目標達成に貢献している。 

 



－26－ 

 
 

図４－１ プロジェクトの実施概念図 

 

（3）プロジェクト目標達成の阻害要因 

既述のとおり、VJCC の研修参加者減少には、外部環境の要因による影響が指摘された。

GDP 成長率が 2010 年 6.8％から 2012 年には 5.0％と落ち込む13などベトナムの経済状況が悪

化し、中小企業や裾野産業では、十分な利益を上げることができず、その結果従業員の研修

費用の捻出が困難になったこと、さらに VJCC と同様のビジネス人材への研修を実施する機

関も増えてきていることなどが指摘された。これらの外部環境の変化はプロジェクト目標達

成の阻害要因になり得る。 

 

プロジェクト目標達成見込みはあるものの、BC 参加者の減少や市場のニーズの変化に対応し

た戦略的な取り組みは必ずしも十分ではなく、本プロジェクトの有効性は中程度である。外部環

境の変化に応じて研修のニーズも変動するのは必然である。今後はマーケットの動向を適時に把

握しつつ、変動するニーズに戦略的に対処していくことが求められている。 

 

４－３ 効率性（Efficiency） 

効率性とは投入とアウトプットの関係性を調べることによって、プロジェクト資源の有効活用

ができているかをみる評価項目である。 

 

（1）日本側の投入 

日本側の投入は計画どおり実施された。C/P の能力強化が着実に進んできたことから、日

本人短期専門家の投入量（人/月）が徐々に減少していることも確認された。また、機材供与

として投入した日本的経営の事例を提示した DVD 等の教材は、研修参加者の理解促進に大

いに役立ったことも確認された。 

                                                        
13 出所：ベトナム政府統計局 
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（2）ベトナム側の投入 

ベトナム側は活動実施のための C/P を配置した。プロジェクト期間中に数名の C/P が種々

の理由で離職したが、新規に外部から雇用したり、他の部署のスタッフの兼任等でセンター

運営は問題なく対処されている。 

 

（3）プロジェクト運営管理体制 

各センターではそれぞれ毎週ミーティングを行い活動の進捗を確認している。2 つのセン

ター間の情報共有については第 2 年次からは南北会議を年に 1 度開催しているが、2 つのセ

ンター間での情報共有の機会を増やすこと、C/P と日本人専門家とのコミュニケーションに

ついてもさらに強化することで情報の共有、相互の学びあいの促進が期待される。さらにプ

ロジェクトは、活動モニタリングに積極的に PDM や PO を活用し、モニタリング結果を

PDM/PO に適時に反映させていくことが肝要である。 

 

（4）外部リソースの有効活用 

プロジェクトでは、外部リソースを効果的に活用してきた。経営塾に参加している企業経

営者がシニアボランティアの支援を受けて、工場に“5S”を導入し、業務の実績が向上した

など、本プロジェクトによる研修とシニアボランティアの活動が相乗効果を上げている事例

が確認された。このほかに、他の JICA 技術協力や、日本商工会（JBA）、日本旅行社（JTB）

などとの連携で相乗効果を上げてきた事例もある。詳細は「アウトプット 2 指標 2-5」の記

載を参照されたい。 

 

投入はおおむね計画どおりに実施された。C/P の異動はあったものの、後任の適時配置、業務

兼任などで各センタ―では適切な対応がなされてきた。プロジェクト運営管理に一部改善が必要

であるが、外部リソースを効果的に活用し相乗効果を高めたことなどから、本プロジェクトの効

率性は比較的高いといえる。 

 

４－４ インパクト（Impact） 

インパクトとは、プロジェクト実施によってもたらされるより長期的、間接的効果や波及効果

をみる評価項目であり、プロジェクト計画時に予期しなかった正・負のインパクトも含んでいる。 

 

（1）上位目標の達成見込み 

「３－３－３」の項で説明したとおり、外部環境の変化やこれまでのプロジェクトの実績

を踏まえて上位目標に設定されていた指標の改訂が提案された。現時点での上位目標の達成

見込みを判断するのは時期尚早であるが、ビジネス人材育成のニーズに対応した業務体制

（ニーズ調査、事業戦略策定、実施、評価）が VJCC 内にしっかりと定着すれば、上位目標

の達成見込みは高くなるといえる。 

 

（2）波及効果 

本調査での聞き取り調査やアンケート調査を通じて、これまでのプロジェクト実施による

波及効果が以下のとおり確認された。 
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・経営塾に参加している企業経営者によると、彼が所有する工場に“5S”が導入された。5S

導入には上述のシニアボランティアの適切な指導もあった。その甲斐あって、2013 年 11

月に日系企業との契約を取りつけることができた。日系企業からは「“5S”が適切に導入さ

れていることが契約の決め手のひとつとなった」とのことである。 

・経営塾クラブは経営塾卒業生のナレッジシェアリングに有効である。経営塾卒業生は自発

的に経営塾クラブのネットワークを活用して、卒業生間のコミュニケーションを図り、相

互の勉強会を開催するなどしている。特に近在の同期生で互いに経営の情報やノウハウな

どを共有できる友人関係に発展している例もある。 

・本プロジェクトの実施は日越の人材交流、相互理解促進の強力な拠点としての VJCC の知

名度の向上にも貢献している。なお、VJCC では日本からの経済ミッションや日本の大学

のスタディツアーへの情報提供（産業人材育成の状況等）、ベトナム人の日本への留学支援、

日越の国際関係促進など多種多様な活動も担っているが、これらの活動も相互に関連して

ビジネス人材育成に関する市場のニーズの把握にも役立っている。 

・本プロジェクトが実施した「ものづくり成果発表会」が、本プロジェクトの研修で修得し

た知識・技術活用の事例共有、更なる発展を促進する場を提供している。 

 

（3）マイナスのインパクト 

ビジネス人材に関する他の研修機関の参入が活発になる可能性がある。プロジェクトでは

VJCC の役割を明確にし、他の研修機関との差別化を図るように工夫している。このような

取り組みにより他の研修機関と競合することなく、相互に連携した取り組みによる棲み分け

が期待される。 

 

４－５ 持続性（Sustainability） 

持続性とは、わが国の協力が終了した後も、プロジェクト実施による便益が持続されるかどう

かをみる評価項目である。 

本プロジェクトの持続性は VJCC がマーケットの動向を踏まえた戦略的取り組みを具体的な業

務体制として組み入れ、これまでの努力を継続していければ確保される見込みである。 

 

（1）政策・制度面 

ベトナムでは中小企業・裾野産業の経営者人材育成のニーズは大変高く、ベトナム政府は

引き続きこれらの人材の育成に優先的に力を入れていくことが見込まれる。 

 

（2）組織面 

VJCC では自立発展的な組織体制が一定程度確立できたといえる。今後、関係機関とのネ

ットワークを強化し、潜在的な参加者を掘り起し、さらにマーケティングを強化していけば、

市場のニーズに対応する効果的な戦略での事業実施体制がしっかりと確立されるだろう。 

 

（3）財政面 

経営環境は厳しいものであったが、プロジェクトの地道な努力の甲斐あって日本人講師派

遣費以外の経費負担の目標値はプロジェクト終了までにはほぼ達成できる見込みである。毎



－29－ 

月、収支実績をキャッシュフロー計画/実績表でモニターしていることでスタッフのコスト意

識も高まってきている。プロジェクトが引き続き同様の努力をしていけば財政面での持続性

も改善されていくだろう。 

 

（4）技術面 

本プロジェクトによって導入された知識や技術は、ベトナムの現状に適しており、定着の

見込みは大いにある。VJCC の現スタッフが継続して従事し、VJCC が提供するコース内容を

理解することを通じ、特にマーケティング分野の知識、技能を習得し、さらにそれを維持す

る努力を続けていけば、技術面での持続性は確保されるだろう。 
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第５章 結論 
 

本評価調査の結果から、本プロジェクト実施による効果発現に貢献した要因と問題を惹起した

要因について分析し、以下に取りまとめた。 

 

５－１ 効果発現に貢献した要因 

効果発現に貢献した以下の要因は、主として有効性と効率性を高めたといえる。 

 

５－１－１ 計画内容に関すること 

・トップレベルの経営者を対象にした経営管理のコースである経営塾がこれまで継続して成功裏

に実施されたことで、VJCC の知名度は大幅にアップしたといえる。さらに経営塾卒業生によ

る経営塾クラブの存在が、経営塾卒業生間の情報共有、相互研鑽の機会を提供しており、プロ

ジェクトの波及効果を拡大している。 

 

５－１－２ 実施プロセスに関すること 

・日越の人材交流、相互理解促進の拠点としての VJCC の存在、また VJCC が関連の事業を展開

してきたことでネットワーク拡大、プロジェクトのインパクトの増大に大きく貢献した。 

・これに関連して、FTU の教官が経営塾、特に日本での研修に参加して知見を広めるなど、FTU

にとっても本プロジェクトとの連携協力が FTU 人材の育成にもつながっている。さらに、VJCC

では FTU の学生、クアンニー省などのビジネス人材に対するセミナー、FTU 学生に対する奨学

金プログラムへの支援も行っている。 

・ジョブフェアは他の関係機関（日本商工会）と連携して実施したことで、対象となる人材を多

く集めることができ、ベトナム、日本両企業にとって有用であった。 

・シニアボランティア、他の JICA 技術協力プロジェクトと連携した活動で相乗効果が創出され

た。 

・月次のキャシュフロー計画/実績表による収支モニタリングは、VJCC の経費負担率を着実に向

上させただけでなく、マネジャーやスタッフのコスト意識を高めた。 

 

５－２ 問題点及び問題を惹起した要因 

問題を惹起することになった以下の要因は、有効性や効率性に影響を与えた要因といえる。 

 

５－２－１ 計画内容に関すること 

本プロジェクトでは現地講師を育成することをめざしていたが、現地講師育成の戦略や方法論

が、プロジェクトの枠組みに組み込まれておらず、現地講師育成がプロジェクト関係者全員に十

分に共有されていなかった。その結果、各センターでは適切な能力をもった現地講師を安定的に

確保することが困難であった。 

 

５－２－２ 実施プロセスに関すること 

プロジェクトではモニタリングツールである PDM/PO を効果的に活用できていなかった。これら

のツールが適切に活用されていれば、潜在する問題を早期に発見して対処することが期待できた。 
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５－３ 結論 

本調査の結果、現在のプロジェクト目標については 2014 年 8 月の終了時点で「おおむね達成さ

れる」見込みであることが確認できた。その達成をより確実にするためには、プロジェクトは、

マーケットニーズの変化に対応し、戦略的に取り組む体制をつくることが求められる。調査団か

らはそのためのプロジェクト期間の延長と次章の提言がなされた。 
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第６章 提言と教訓 
 

プロジェクト期間の終了までに、以下のことに取り組むことが提案された。 

 

６－１ VJCC に対する提言 

①ビジネスマネジャーの人材育成のための効果的な業務体制（ニーズ調査＝＞事業戦略策定＝

＞研修コースの実施＝＞研修コースの評価）を確立すること。 

②変化し続ける市場のニーズに対応した BC カリキュラムを改善すること。 

③能力のある現地講師を安定的に供給するための外部機関との連携を強化すること。 

④日本的経営に関して、日本人講師の支援によりベトナム人現地講師の能力強化を促進する体

制をつくること。 

⑤現在 FTU と日本の大学で検討中の MBA コースと現在の BC の効果的な連携について検討す

ること。 

⑥日越の人材交流を促進する拠点としての VJCC の更なる活動を強化すること。 

⑦財務的自立性を高めるためにも、現在行っている月次の収支モニタリングを継続すること 

⑧VJCC 中期運営計画策定においてタスクフォースを設置し、役割分担を行い、VJCC の総意を

反映させることができるように、一丸となって取り組むこと。 

⑨本調査で改訂が提案された上位目標の指標については、ステアリング・コミッティでの承認

を得て、目標達成に取り組むこと。 

⑩モニタリングツールの PDM/PO を定期的に活用して、タイムリーに活動の進捗モニタリング

やプロジェクトの達成レベルの検証を行うこと。 

 

６－２ 教訓 

ベトナムや日本の関係機関、大学等の教育機関、JICA の他の技術協力プロジェクトなど、多数

の機関との連携協力やネットワーキングは、本プロジェクトの効率性を高めただけでなく、日越

人材交流、相互理解促進の拠点としての VJCC のブランドイメージを高めるのにも役立った。 
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２．PDM 和文版

別添資料-2.    　ベトナム日本人材協力センター・ビジネス人材育成プロジェクト

プロジェクト・デザイン・マトリックス（素案）

ターゲット・グループ：　民間セクター（中小企業・裾野産業界）、教育界、政府の人材 2010年6月15日

プロジェクトの要約
指標データの

入手手段
外部条件

上位目標：

ベトナムの工業化を牽引する経営者人材
がVJCCにより継続的に育成される。

1) プロジェクト記録
2) VJCCデータベース
情報
3) モニタリング調査
（アンケート調査、サン
プリング面接調査）

- ベトナムの工業
化（経済発展）が
順調に進む。

プロジェクト目標：

ベトナム中小企業・裾野産業を担う経営者
人材育成拠点としてのVJCCの自立発展
的な体制と機能が強化される。

- プロジェクト記録
- VJCC年度実施計画
（各年度）
- 2014年度VJCC運営
計画（予算計画含む）
- VJCC中期運営計画
（2014-2018）

 
- 2020年までに
工業国化をめざ
すベトナム政府
の基本政策が継
続する。
- VJCCが構築し
たビジネス人材
育成機能をベト
ナム政府の関係
省庁・機関が有
効に活用する。

成　果：

1.　中小企業・裾野産業の中核人材育成
に資する効果的なビジネスコースの運営・
管理が行われる。

- プロジェクト記録
- コース実施後のアン
ケート調査
- ビジネスコース年度
実施計画（各年度）
- VJCCデータベース
情報
- モニタリング調査（ア
ンケート調査とサンプ
リング面接調査）

　
- 在ベトナムの日
本企業と邦人が
VJCCに対する支
援を継続する。

 

 
2. 　VJCCスタッフ*による自立発展的な組
織運営管理体制が構築される。

- 組織機能図
（各年度）
- 各年度予算計画
- 各年度VJCC運営計
画（人員計画）
- 研修実績記録
- 財務記録
- 6カ月進捗報告
- 会議記録
- VJCCデータベース
情報
- モニタリング調査

　（記）　VJCCスタッフとは所長、マネジャー、一般スタッフを含めたVJCCのベトナム人関係者全員を意味する。

指　　標

1)民間セクターで活躍するVJCCビジネスコース卒業
生数が 2018年に13,000名を超える。
2) 2018年までにベトナム中小企業・裾野産業界を牽
引する産業組織が形成され、20名以上のVJCC（経営
塾）卒業生が中心的役割を果たしている。

1) 2014年3月末までに策定される2014年度VJCC全
体運営計画で、経営塾・CEOコースを中心とする実施
可能な事業・予算・人員計画が明確になる。
2) 2014年3月末までに策定される2014年度予算計画
でVJCC支出の75％以上が自己収入によってカバー
される。
3) 2014年3月末までに、プロジェクト終了後の自立発
展性あるVJCC中期運営計画（5カ年）がベトナム側の
イニシアティブにより策定されている。

　
1-1.   経営塾・CEOコースが毎年実施され、卒業生数
がプロジェクト終了までに合計80名以上となる。
1-2.   経営塾・CEOコース卒業生の満足度と経営改善
状況（売上高・利益率）
1-3.   一般ビジネスコースの応募状況、参加者数、満
足度（ハノイ、HCMC別）
1-4.   個別相談・現場指導サービスの満足度と経営改
善状況（売上高・利益率、ハノイ、HCMC別）
1-5.   育成された現地講師が6分野、10名以上となる
（ハノイ、HCMC別）。
1-6.   現地講師による講義時間比率が継続的に上昇
する（ハノイ、HCMC別：　経営塾コース20％以上、一
般ビジネスコース70％以上）。

1-7.   毎年策定されるビジネスコースの体系的な年度
実施計画の内容と改善状況

　
2-1.   毎年策定される組織機能図の内容と改善状況
（ハノイ、HCMC別）
2-2.   策定される年度予算計画が毎年精緻化される
（ハノイ、HCMC別）。
2-3.   策定される年度実施計画が毎年詳細化・体系化
されていく（ハノイ、HCMC別）。
2-4.   VJCCスタッフに対する研修が恒常的に実施さ
れ、アンケートによる参加者の満足度が平均して80％
を超える。
2-5.   ネットワーキング活動とさまざまな組織との具体
的な協働プログラムが継続的に増加する。
2-6.   プロジェクト終了時までに、VJCCスタッフのみで
VJCCの計画・運営・管理が行えるようになる。
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プロジェクトの要約 投　　入 外部条件

活動：
1.　ビジネスコース運営・管理強化
1-1.  経営者人材育成にかかわるニーズ調
査を定期的に実施する。
1-2.  人員計画と予算計画を伴うビジネス
コース全体の年度実施計画を策定する。
1-3.  コース運営管理とコース実施（講義）
に必要なベトナム人材の育成計画を策定
する。
1-4.  FTU教員をはじめとするベトナム人講
師の育成を行う（講師研修実施）。

（日本側）

<専門家>
1) 長期専門家
- チーフアドバイザー（運営管理強化）　1名（ハノ
イ）
- 業務調整員　2名（ハノイ、HCMC）

2) 短期専門家　（ビジネスコース運営管理、ビジ
ネスコース講師、必要に応じた特定の管理運営・
技術課題にかかわる専門家）

1-5.  VJCCスタッフのより大きな主体性によ
るビジネスコース（経営塾・CEOコース、一
般ビジネスコース、個別相談・現場指導）の
運営、管理、モニタリングを行う。
1-6.  ベトナム人講師情報と研修参加者・卒
業生情報のデータベース上での維持管理
と質的強化 を行う。

<本邦研修>
1) VJCC関係者（運営管理強化）
2) FTU関係者を含む講師人材（ベトナム人講師
能力強化）
3) ビジネスコース（経営塾）参加者（ビジネス人
材育成強化）

1-7.  経営塾卒業生を中心とする経営者人
材ネットワークの形成を促進する。
1-8.  日メコン地域協力促進に資するビジ
ネス人材育成分野での共通研修、相互交
流、セミナーを実施する。

 

2. VJCCスタッフによる自立発展的な組織
運営管理体制の強化
2-1.  VJCCスタッフと日本人専門家のTOR
と責任権限を明記した組織機能図を策定
する。
2-2.  各課の年度実施計画と全体的な支出
負担基準に基づき、プロジェクト目標達成
に向けたVJCC年度予算計画を策定する。
2-3.  VJCC運営管理に必要な人員配置計
画と育成・研修（スキルアップ）計画を策定
する。

<在外事業強化費>
- ビジネス人材育成にかかわるVJCCの能力向
上にかかわる必要経費
- VJCC一般管理経費のうち、VJCCの財務的自
立発展性確保に必要な一部経費

2-4.  活動2-1から2-3を統合したVJCC全体
運営計画を策定し実施する。
2-5.  VJCCによるビジネス人材育成に資す
る日本語コースと相互理解促進・図書館事
業の運営・管理強化を支援する。
2-6.  卒業生、民間セクター（日系企業を含
む）、大学、政府機関とのネットワーキング
活動を継続的に実施する。
2-7.  VJCC全体運営計画に基づいた活動
の進捗を定期的にモニタリングし報告書を
作成する（半年に1度）。

<機材・資材>
- ビジネス人材育成、VJCC運営管理強化に資
する必要な機材・資材

 

2-8.  活動2-7のモニタリング報告書を基
礎に、VJCC全体運営計画の修正と実
施上の改善を行う。
2-9.  プロジェクト終了後のVJCCの
ミッション、運営上の方針と主要活動
を検討・計画し、VJCC中期運営計画
（5カ年）に取りまとめる。

  

（ベトナム側）

<運営管理スタッフ（カウンターパー
ト）>
- 所長：　2名　（ハノイ、HCMC）
- ビジネスコース・マネジャー：　2
名　（ハノイ、HCMC）
- 日本語コース・マネジャー：　2名
（ハノイ、HCMC）

<カウンターパートファンド>

 <VJCC運営・維持のための一般管理経
費 : VJCC自己収入により手当て>
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参
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．
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別添資料-3.　　詳細作業計画（暫定版：　Tentative Plan of Operations ）

2010年6月15日付案

活　　動　/　日本年度

I II III IV I II III IV I II III IV I II III IV I II III IV

プロジェクト年次 - 　 - -

評価活動 * *

1-1.  経営者人材育成にかかわ
るニーズ調査を定期的に実施
する。

所長、ビジネスコース・マネ
ジャーとスタッフ（ビジネスコー

ス専門家が支援）

1-2.  人員計画と予算計画を伴
うビジネスコース全体の年度実
施計画を策定する。

決定 決定 決定 決定

ビジネスコース・マネジャー
（所長、チーフアドバイザー、
業務調整員、ビジネスコース

専門家が支援）

1-3.  コース運営管理とコース実
施（講義）に必要なベトナム人
材の育成計画を策定する。

決定 決定 決定 決定

所長、チーフアドバイザー、ビ
ジネスコース専門家、ビジネス

コース・マネジャー

1-4.  FTU教員をはじめとするベ
トナム人講師の育成を行う（講
師研修実施）。

所長、ビジネスコース・マネ
ジャーとスタッフ、ビジネスコー
ス専門家（運営管理支援と講

義実施）

1-5.  VJCCスタッフのより大きな
主体性によるビジネスコース
（経営塾・CEOコース、一般ビジ
ネスコース、個別相談・現場指
導）の運営、管理、モニタリング
を行う。

所長、ビジネスコース・マネ
ジャーとスタッフ、総務スタッ
フ、ビジネスコース専門家（運
営管理支援と講義実施）

1-6.  ベトナム人講師情報と研
修参加者・卒業生情報のデー
タベース上での維持管理と質
的強化を行う。

所長、ビジネスコース・マネ
ジャーとスタッフ、総務スタッフ
（ビジネスコース専門家が支

援）

1-7.  経営塾卒業生を中心とす
る経営者人材ネットワークの形
成を促進する。

所長、ビジネスコース・
マネジャーとスタッフ

（チーフアドバイザー、業務調
整員、ビジネスコース専門家が

支援）

1-8.  日メコン地域協力促進に
資するビジネス人材育成分野
での共通研修、相互交流、セミ
ナーを実施する。

ビジネスコース・
マネジャーとスタッフ

（所長、チーフアドバイザー、
業務調整員、ビジネスコース

専門家が支援）

2-1.  VJCCスタッフと日本人専
門家のTORと責任権限を明記
した組織機能図を策定する。

所長
（全VJCCマネジャーとチーフ
アドバイザーを中心とするJICA

専門家が支援）

2-2.  各課の年度実施計画と全
体的な支出負担基準に基づ
き、プロジェクト目標達成に向
けたVJCC年度予算計画を策
定する。

決定 決定 決定 決定

所長
(チーフアドバイザーと業務調

整員が支援)

プロジェクトチームでの担当者

第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

1.   ビジネスコース運営・管理強化

2.  VJCCスタッフによる自立発展的な組織運営管理体制の強化

中間 終了時

実施・分析(1) 実施・分析(2)

2011年度計画*

2012年度計画

2013年度計画

2014年度計画

講師育成の実施、モニタリング、改善

運営、管理、モニタリング、改善

Plan for FY2010

Plan for FY2011

Plan for FY2012

Plan for FY2013

2011年度計画

2012年度計画

2013年度計画

2014年度計画

当初案 改訂(1) 改訂(3) 改訂(4)改訂(2)

Plan for FY2010

Plan for FY2011

Plan for FY2012

Plan for FY2013

2011年度計画

2012年度計画

2013年度計画

2014年度計画
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別添資料-3.　　詳細作業計画（暫定版：　Tentative Plan of Operations ）

(2/2)

活　　動　/　日本年度

I II III IV I II III IV I II III IV I II III IV I II III IV

プロジェクト年次 - 　 - -

2-3.  VJCC運営管理に必要な
人員配置計画と育成・研修（ス
キルアップ）計画を策定する。

決定 決定 決定 決定

所長
(チーフアドバイザーと業務調

整員が支援)

2-4.  活動2-1から2-3を統合した
VJCC全体運営計画を策定し
実施する。

    

所長
(チーフアドバイザーと業務調

整員が支援)

2-5.  VJCCによるビジネス人材
育成に資する日本語コースと相
互理解促進・図書館事業の運
営・管理強化を支援する。

　　

所長、日本語コースマネ
ジャーと各事業スタッフ

(チーフアドバイザー、業務調
整員が支援)

2-6.  卒業生、民間セクター（日
系企業を含む）、大学、政府機
関とのネットワーキング活動を
継続的に実施する。

　　

所長、各課マネジャーとスタッ
フ

(チーフアドバイザー、業務調
整員が支援)

2-7. VJCC全体運営計画に基
づいた活動の進捗を定期的に
モニタリングし報告書を作成す
る（半年に1度）。

* 　　 * 　　 * 　　 * 　　

所長
（チーフアドバイザーと業務調

整員が支援）

2-8.  活動2-7のモニタリング報
告書を基礎に、VJCC全体運営
計画の修正と実施上の改善を
行う。

　　

所長
（チーフアドバイザーと業務調

整員が支援）

2-9.  プロジェクト終了後の
VJCCのミッション、運営上の方
針と主要活動を検討・計画し、
VJCC中期運営計画（5カ年）に
取りまとめる。

*
所長

（チーフアドバイザーと業務調
整員が支援）

注　　(1)  表上部の「日本年度」は日本の会計年度（4月～3月）で、各四半期は：　I: 4月～6月、 II: 7月～9月、 III: 10月～12月、

　    　　　 IV: 1月～3月 である。ただし、表中の「年度計画」については、すべて次のベトナム年度（9月1日～翌年8月31日）の

　    　　　 計画を意味している。

          (2) 「担当者」とは当該活動の基本的な計画と実施にかかわる主要な作業者を意味する。各課のマネジャーは

                該当する活動の人材と予算の割当てを含めた基本的な計画策定と実施にかかわる責任を有するものとする。

                各課からの人材配置と予算割当てにかかわる計画は所長の指示・統括の下で総務課で集計（統合）されることを

                想定する。起草されたすべての計画は所長に報告されたうえ、所長がチーフアドバイザーの支援の下でVJCC
　　　　　　全体としての「体系的な」計画の統合と最終化にかかわる作業を直接、行うものとする。

2.  VJCCスタッフによる自立発展的な組織運営管理体制の強化

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

プロジェクトチームでの担当者

第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

中期運営計画取りまとめ

検討・計画

全体運営計画の修正、実施改善

2011年度計画 2012年度計画

実施

2013年度計画

実施

2014年度計画

実施 実施

Plan for FY2010

Plan for FY2011

Plan for FY2012

Plan for FY2013

2011年度計画

2012年度計画

2013年度計画

2014年度計画

JCC JCC JCC JCC

モニタリング、報告

決定 決定 決定 決定
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機

材
供

与
実

績
、

在
外

事
業

強
化

費
の

活
用

実
績

投
入

実
績

：
C

/
P

配
置

状
況

、
運

営
費

（
研

修
実

施
に

か
か

る
経

費
）
の

概
要

等

ア ウ ト プ ッ ト の 達 成 度

2
. 
2
0
1
4
年

3
月

末
ま

で
に

策
定

さ
れ

る
2
0
1
4
年

度
予

算
計

画
で

V
J
C

C
支

出
の

7
5
％

以
上

が
自

己
収

入
に

よ
っ

て
カ

バ
ー

さ
れ

る
。

ベ
ト

ナ
ム

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
を

担
う

経
営

者
人

材
育

成
拠

点
と

し
て

の
V

J
C

C
の

自
立

発
展

的
な

体
制

と
機

能
が

強
化

さ
れ

る

1
-
3
 一

般
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

の
応

募
状

況
、

参
加

者
数

、
満

足
度

（
ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

別
）

1
-
4
 個

別
相

談
・
現

場
指

導
サ

ー
ビ

ス
の

満
足

度
と

経
営

改
善

状
況

（
売

上
高

・
利

益
率

、
ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

別
）

1
-
5
 育

成
さ

れ
た

現
地

講
師

が
6
分

野
、

1
0
名

以
上

と
な

る
（
ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

別
）

1
-
7
 毎

年
策

定
さ

れ
る

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
の

体
系

的
な

年
度

実
施

計
画

の
内

容
と

改
善

状
況

1
. 
2
0
1
4
年

3
月

末
ま

で
に

策
定

さ
れ

る
2
0
1
4
年

度
V

J
C

C
全

体
運

営
計

画
で

、
経

営
塾

・
C

E
O

コ
ー

ス
を

中
心

と
す

る
実

施
可

能
な

事
業

・
予

算
・
人

員
計

画
が

明
確

に
な

る

（
補

足
）
”
実

施
可

能
”
の

意
味

合
い

は
、

”
対

象
分

野
の

産
業

人
材

育
成

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
V

J
C

C
に

よ
る

経
営

者
人

材
育

成
”

3
. 
2
0
1
4
年

3
月

末
ま

で
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

の
持

続
性

あ
る

V
J
C

C
中

期
運

営
計

画
（
5
カ

年
）
が

ベ
ト

ナ
ム

側
の

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
に

よ
り

策
定

さ
れ

て
い

る

2
-
3
 策

定
さ

れ
る

年
度

実
施

計
画

が
毎

年
詳

細
化

・
体

系
化

さ
れ

て
い

く
（
ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

別
）

上 位 目 標 の 達 成

見 込 み

－92－



ベ
ト
ナ
ム
日
本
人
材
協
力
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価
調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

別
添
資
料

 4 2/
5

調
査

小
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

活
動

実
施

状
況

活
動

の
実

施
状

況
活

動
修

正
理

由

事
前

調
査

報
告

書
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

報
告

書
、

専
門

家
業

務
完

了
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

J
IC

A
事

務
所

, 
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家
、

V
J
C

C
 C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

技
術

移
転

各
分

野
に

お
け

る
技

術
移

転
の

方
法

や
そ

の
内

容
、

技
術

移
転

対
象

者
の

数
と

背
景

事
前

調
査

報
告

書
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

報
告

書
、

専
門

家
業

務
完

了
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

J
IC

A
事

務
所

, 
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家
、

V
J
C

C
 C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
仕

組
み

、
計

画
の

修
正

内
容

、
手

法
（
戦

略
）
の

見
直

し
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

体
制

事
前

調
査

報
告

書
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

報
告

書
、

専
門

家
業

務
完

了
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

J
IC

A
事

務
所

, 
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家
、

V
J
C

C
 C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

意
思

決
定

の
プ

ロ
セ

ス
、

そ
れ

に
起

因
す

る
問

題
点

事
前

調
査

報
告

書
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

報
告

書
、

専
門

家
業

務
完

了
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

J
IC

A
事

務
所

, 
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家
、

V
J
C

C
 C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

頻
度

、
方

法
、

計
画

変
更

時
の

対
応

状
況

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
体

制
、

協
力

内
容

J
IC

A
本

部
、

J
IC

A
事

務
所

、
長

期
専

門
家

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

頻
度

、
方

法
、

計
画

変
更

時
の

対
応

状
況

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
体

制
、

協
力

内
容

大
使

館
、

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

頻
度

、
方

法
、

計
画

変
更

時
の

対
応

状
況

、
共

同
で

取
り

組
む

課
題

の
解

決
方

法
J
IC

A
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家
、

シ
ニ

ア
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
(裾

野
産

業
、

日
本

語
）　

F
T
U

、
V

J
C

C
 C

/P
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

会
議

開
催

、
会

議
運

営
状

況
、

報
告

・
Ｆ

Ｂ
の

仕
組

み
、

計
画

変
更

時
の

対
応

状
況

、
協

力
内

容

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（M
P

I,M
O

E
T
) 
F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
事

務
所

、
長

期
専

門
家

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

語
学

、
習

慣
等

に
関

す
る

問
題

は
な

い
か

？
通

訳
の

配
置

等
、

そ
の

対
策

は
と

っ
て

い
る

か
？

長
期

専
門

家
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
専

門
家

、
シ

ニ
ア

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

(裾
野

産
業

、
日

本
語

）
V

J
C

C
 C

/
P

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

頻
度

、
方

法
、

計
画

変
更

時
の

対
応

状
況

、
協

力
内

容
J
IC

A
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家
、

シ
ニ

ア
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
(裾

野
産

業
、

日
本

語
）

F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

活
動

へ
の

参
加

状
況

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
頻

度
、

方
法

、
内

容
J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

活
動

へ
の

参
加

状
況

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
頻

度
、

方
法

、
内

容
ベ

ト
ナ

ム
現

地
企

業
、

日
系

企
業

、
J
IC

A
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
V

J
C

C
 C

/
P

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

認
識

（
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
貢

献
度

合
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

か
ら

の
影

響
の

認
識

長
期

専
門

家
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
専

門
家

F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

C
/
P

の
配

置
状

況
、

交
替

（
配

置
転

換
、

離
職

等
）
の

理
由

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
参

加
状

況
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家
F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

活
動

へ
の

主
体

的
参

加
の

状
況

長
期

専
門

家
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
専

門
家

F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

そ
の

他
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
以

降
に

提
示

さ
れ

た
問

題
点

と
原

因
及

び
そ

の
対

応
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
専

門
家

業
務

完
了

書
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
J
IC

A
本

部
、

長
期

専
門

家
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
専

門
家

、
F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

ベ
ト

ナ
ム

現
地

企
業

、
日

系
企

業
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
円

滑
に

な
さ

れ
た

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

だ
れ

が
、

ど
の

よ
う

に
、

ど
の

よ
う

な
頻

度
で

実
施

、
そ

の
結

果
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

に
反

映
さ

れ
て

き
た

か
？

日
本

側
関

係
者

（
J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

）
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
効

果
的

で
あ

っ
た

か
？

日
本

大
使

館
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
協

議
、

内
容

等
）
は

効
果

的
に

行
わ

れ
た

か
？

J
IC

A
本

部
、

在
外

事
務

所
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
協

議
、

連
絡

の
頻

度
、

内
容

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
方

法
）
は

効
果

的
に

行
わ

れ
た

か
？

C
/
P

の
配

置

そ
の

他
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

以
降

に
生

じ
た

問
題

は
あ

る
か

？
　

 そ
の

原
因

は
何

か
？

関
係

者
の

か
か

わ
り

方
（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

）

2
.実

施
プ

ロ
セ

ス
（
IM

P
L
E
M

E
N

T
A

T
IO

N
 P

R
O

C
E
S

S
）

V
J
C

C
ハ

ノ
イ

と
V

J
C

C
ホ

ー
チ

ミ
ン

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

効
果

的
に

行
わ

れ
た

か
？

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

問
題

　
（
英

語
、

日
本

語
、

ベ
ト

ナ
ム

語
）

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

活
動

は
計

画
ど

お
り

実
施

さ
れ

た
か

？
活

動
計

画
の

修
正

の
理

由
は

何
か

？

適
切

な
C

/P
が

V
J
C

C
ハ

ノ
イ

、
V

J
C

C
ホ

ー
チ

ミ
ン

に
配

置
さ

れ
て

い
た

か
？

実
施

機
関

F
T
U

や
V

J
C

C
ハ

ノ
イ

、
V

J
C

C
ホ

ー
チ

ミ
ン

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

仕
組

み
ー

日
本

人
専

門
家

間
　

(長
期

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）
ー

日
本

人
専

門
家

と
シ

ニ
ア

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

（
裾

野
産

業
、

日
本

語
）

ー
日

本
人

専
門

家
＜

－
＞

ベ
ト

ナ
ム

側
所

長
、

マ
ネ

ジ
ャ

ー
ー

日
本

人
専

門
家

＜
－

＞
ベ

ト
ナ

ム
側

V
J
C

C
ス

タ
ッ

フ

C
/
P

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

ど
の

よ
う

に
関

わ
っ

て
き

た
か

？
（
関

与
の

度
合

い
）

活
動

の
変

更
、

人
員

・
地

域
の

選
定

等
に

か
か

る
決

定
は

ど
の

よ
う

な
プ

ロ
セ

ス
で

な
さ

れ
て

き
た

の
か

？

技
術

移
転

の
方

法
に

問
題

は
な

か
っ

た
か

？
そ

れ
ぞ

れ
の

技
術

移
転

の
技

術
移

転
対

象
者

に
変

化
は

あ
っ

た
か

？

ス
テ

ア
リ

ン
グ

コ
ミ

ッ
テ

ィ
、

南
北

関
係

者
会

議
の

体
制

は
効

果
的

で
あ

っ
た

か
？
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ベ
ト
ナ
ム
日
本
人
材
協
力
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価
調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

別
添
資
料

 4 3/
5

調
査

小
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

ベ
ト

ナ
ム

の
裾

野
産

業
セ

ク
タ

ー
の

課
題

ベ
ト

ナ
ム

政
府

の
開

発
政

策

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
開

発
分

野
の

ニ
ー

ズ

ベ
ト

ナ
ム

の
開

発
政

策
、

計
画

ベ
ト

ナ
ム

政
府

の
開

発
政

策
、

事
前

評
価

調
査

報
告

書
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

報
告

書
、

専
門

家
業

務
完

了
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（M
P

I, 
M

O
E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

, 
長

期
専

門
家

、
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

日
本

の
援

助
政

策
（
中

小
企

業
・
裾

野
産

業
開

発
）

対
ベ

ト
ナ

ム
国

別
援

助
計

画
（
案

）
、

J
IC

A
国

別
事

業
実

施
計

画
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

, 
長

期
専

門
家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

現
地

の
状

況
に

適
し

た
協

力
形

態
、

協
力

方
法

、
技

術
移

転
の

方
法

論
の

選
択

事
前

評
価

調
査

報
告

書
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

報
告

書
、

専
門

家
業

務
完

了
報

告
書

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（M
P

I, 
M

O
E
T
, 
M

O
IT

) 
F
T
U

,
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

現
在

の
J
IC

A
日

本
セ

ン
タ

ー
の

コ
ン

セ
プ

ト
や

ビ
ジ

ョ
ン

事
前

評
価

調
査

報
告

書
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

報
告

書
、

専
門

家
業

務
完

了
報

告
書

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（M
P

I, 
M

O
E
T
, 
M

O
IT

) 
F
T
U

,　
V

C
J
J
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
選

定
の

プ
ロ

セ
ス

事
前

評
価

調
査

報
告

書
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

報
告

書
、

専
門

家
業

務
完

了
報

告
書

F
T
U

, 
V

J
C

C
　

C
/P

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

日
本

の
技

術
を

用
い

た
指

導
実

績
事

前
評

価
調

査
報

告
書

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
報

告
書

、
専

門
家

業
務

完
了

報
告

書
F
T
U

, 
V

J
C

C
　

C
/P

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

実
施

機
関

の
選

定
プ

ロ
セ

ス
事

前
評

価
調

査
報

告
書

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
報

告
書

、
専

門
家

業
務

完
了

報
告

書
F
T
U

, 
V

J
C

C
　

C
/P

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

そ
の

他
政

策
、

経
済

、
社

会
な

ど
の

変
化

を
示

す
情

報
　

（
特

に
政

治
的

な
体

制
の

変
化

）

提
言

事
項

に
対

す
る

対
応

状
況

事
前

評
価

調
査

報
告

書
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

報
告

書
、

専
門

家
業

務
完

了
報

告
書

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（
M

P
I, 

M
O

E
T
, 
M

O
IT

)
F
T
U

,　
V

C
J
J
 C

/P
、

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

調
査

小
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
見

込
み

プ
ロ

ジ
ェ

ク
目

標
（
指

標
）
の

達
成

度
合

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

、
指

標
の

情
報

源
（
実

績
）

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（M
P

I, 
M

O
E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

関
連

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

運
営

総
括

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

関
連

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

運
営

総
括

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

外
部

条
件

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
ー

＞
プ

ロ
目

）
の

現
状

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

運
営

総
括

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

阻
害

・
貢

献
要

因
の

事
例

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

運
営

総
括

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
 F

T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
ベ

ト
ナ

ム
の

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
分

野
の

開
発

課
題

に
対

す
る

効
果

を
上

げ
る

戦
略

と
し

て
適

切
で

あ
っ

た
か

？
―

技
術

移
転

の
ア

プ
ロ

ー
チ

、
他

ド
ナ

ー
と

の
援

助
協

調
に

よ
る

相
乗

効
果

日
本

の
援

助
政

策
・
J
IC

A
国

別
事

業
実

施
計

画
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

？

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

3
.妥

当
性

　
（
R

E
L
E
V

A
N

C
E
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
は

妥
当

で
あ

っ
た

か
？

4
.有

効
性

　
（
E
F
F
E
C

T
IV

E
N

E
S

S
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
り

、
期

待
さ

れ
る

効
果

が
発

現
し

て
い

る
か

？

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

手
段

と
し

て
の

適
切

性

日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

あ
っ

た
か

？
（
ど

ん
な

技
術

の
比

較
優

位
が

適
用

さ
れ

た
か

？
）

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
①

現
地

講
師

の
対

象
者

（
F
T
U

大
学

講
師

や
民

間
企

業
従

事
者

等
）
と

②
研

修
参

加
の

対
象

者
（
中

小
企

業
経

営
者

、
従

業
員

、
教

育
機

関
関

係
者

、
学

生
、

一
般

市
民

）
の

選
定

は
適

切
で

あ
っ

た
か

？

事
前

評
価

報
告

書
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

報
告

書
、

専
門

家
業

務
完

了
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（
M

P
I, 

M
O

E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

, 
企

業
（
ベ

ト
ナ

ム
、

日
系

）
日

本
大

使
館

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

,　
長

期
専

門
家

、
C

/
P

事
業

実
施

機
関

（
F
T
U

)の
選

定
は

適
切

で
あ

っ
た

か
？

必
要

性

そ
の

他
、

（
特

に
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
以

降
で

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
貢

献
し

た
要

因
、

ま
た

は
、

目
標

達
成

を
阻

害
す

る
要

因
は

あ
る

か
？

ベ
ト

ナ
ム

対
象

地
域

・
社

会
の

ニ
ー

ズ
(中

小
企

業
・
裾

野
産

業
開

発
）
に

合
致

し
て

い
る

か
？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

十
分

で
あ

っ
た

か
？

事
前

評
価

以
降

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

と
り

ま
く
環

境
（
政

治
、

経
済

、
社

会
）
の

変
化

は
な

い
か

？
ま

た
、

そ
れ

ら
の

変
化

に
対

し
て

、
ど

の
よ

う
な

対
応

が
な

さ
れ

た
か

？
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
の

際
の

提
言

事
項

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
対

応
が

な
さ

れ
た

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

「
ベ

ト
ナ

ム
中

小
企

業
・
裾

野
産

業
を

担
う

経
営

者
人

材
育

成
拠

点
と

し
て

の
V

J
C

C
の

自
立

発
展

的
な

体
制

と
機

能
が

強
化

さ
れ

る
」
の

達
成

の
見

込
み

は
あ

る
か

？

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

　
「
在

ベ
ト

ナ
ム

の
日

本
企

業
と

法
人

が
V

J
C

C
に

対
す

る
支

援
を

継
続

す
る

」
は

、
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
？

　
外

部
条

件
に

よ
る

影
響

は
あ

る
か

？
　

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ
る

可
能

性
は

高
い

か
？

さ
ら

に
、

 "
V

J
C

C
の

活
動

実
績

に
大

き
な

影
響

を
与

え
る

よ
う

な
経

済
不

況
が

発
生

し
な

い
”

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
至

る
外

部
条

件
に

追
加

す
る

こ
と

を
提

案
。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
（
中

小
企

業
・
裾

野
産

業
の

経
営

者
）
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
？

ベ
ト

ナ
ム

の
開

発
政

策
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

？

因
果

関
係

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

実
施

に
よ

る
結

果
と

し
て

も
た

ら
さ

れ
て

い
る

か
？

優
先

度

J
IC

A
日

本
セ

ン
タ

ー
事

業
の

コ
ン

セ
プ

ト
・
ビ

ジ
ョ

ン
と

の
整

合
性

は
十

分
に

あ
っ

た
か

？
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ベ
ト
ナ
ム
日
本
人
材
協
力
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価
調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

別
添
資
料

 4 4/
5

調
査

小
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

各
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

状
況

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

運
営

総
括

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
状

況
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

活
動

実
績

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

状
況

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

運
営

総
括

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

投
入

実
績

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

状
況

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

運
営

総
括

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

外
部

条
件

の
影

響
　

（
活

動
＝

＞
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

運
営

総
括

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

投
入

実
績

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
状

況

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

運
営

総
括

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

問
題

発
生

時
の

対
応

、
解

決
策

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

運
営

総
括

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運

営
管

理
体

制
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

週
例

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
状

況
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

他
の

日
本

の
援

助
ス

キ
ー

ム
の

活
用

他
ス

キ
ー

ム
と

の
一

体
化

の
状

況
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

他
ド

ナ
ー

と
の

デ
マ

ケ
他

ド
ナ

ー
と

の
デ

マ
ケ

の
状

況
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

投
入

コ
ス

ト
の

妥
当

性
代

替
手

段
の

活
用

、
コ

ス
ト

削
減

の
工

夫
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

阻
害

・
貢

献
要

因
の

事
例

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

運
営

総
括

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
F
T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

フ
ェ

ー
ズ

I, 
フ

ェ
ー

ズ
IIで

の
提

言
、

教
訓

他
国

で
の

セ
ン

タ
ー

案
件

で
の

提
言

、
教

訓
事

前
評

価
調

査
報

告
書

、
過

去
の

案
件

の
報

告
書

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
協

議
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

調
査

小
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

ー
＞

上
位

目
標

へ
の

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ
る

可
能

性
、

 外
部

条
件

に
よ

る
影

響
、

他
の

外
部

条
件

の
影

響
の

有
無

上
位

目
標

達
成

を
阻

害
す

る
可

能
性

の
あ

る
事

象

因
果

関
係

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ロ

ジ
ッ

ク
、

外
部

条
件

の
影

響
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

、
指

標
の

情
報

源
（
実

績
）

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（M
P

I, 
M

O
E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

、
協

議

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

運
営

総
括

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
、

指
標

の
情

報
源

（
実

績
）

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（M
P

I, 
M

O
E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

そ
の

他

タ
イ

ミ
ン

グ

因
果

関
係

5
.効

率
性

（
E
F
F
IC

IE
N

C
Y
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
効

率
的

に
実

施
さ

れ
た

か
？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

は
適

切
で

あ
っ

た
か

？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め
に

十
分

な
投

入
で

あ
っ

た
か

？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め
に

十
分

な
活

動
で

あ
っ

た
か

？

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
教

訓
は

生
か

さ
れ

た
か

？

上
位

目
標

「
ベ

ト
ナ

ム
の

工
業

化
を

牽
引

す
る

経
営

者
人

材
が

V
J
C

C
に

よ
り

継
続

的
に

育
成

さ
れ

る
」
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

と
し

て
発

現
が

見
込

ま
れ

る
か

？
（
事

後
評

価
時

点
で

の
検

証
が

可
能

に
な

っ
て

い
る

か
？

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運

営
体

制
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

推
進

に
効

果
的

に
な

さ
れ

て
き

た
か

？

S
V

, 
研

修
事

業
と

の
一

体
化

（
連

携
協

力
）
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

推
進

に
ど

ん
な

点
で

効
果

的
で

あ
る

か
？

計
画

に
沿

っ
て

活
動

を
行

う
た

め
に

、
過

不
足

な
い

量
・
質

の
投

入
が

タ
イ

ミ
ン

グ
よ

く
実

施
さ

れ
た

か
？

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
卒

業
生

数
経

営
塾

卒
業

生
に

よ
る

産
業

界
で

の
中

心
的

役
割

補
足

指
標

（
提

案
）
　

産
業

界
と

連
携

し
、

産
業

人
材

育
成

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
V

J
C

C
に

よ
る

経
営

者
人

材
育

成
の

仕
組

み
が

で
き

て
い

る

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

は
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
？

外
部

条
件

に
よ

る
影

響
は

な
い

か
？

他
の

ド
ナ

ー
の

支
援

と
の

支
援

分
野

、
支

援
地

域
の

デ
マ

ケ
は

効
果

的
に

行
わ

れ
て

い
る

か
？

投
入

の
タ

イ
ミ

ン
グ

の
問

題
（
機

材
の

調
達

の
遅

れ
等

）
に

ど
の

よ
う

に
対

処
し

て
き

た
か

？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

ー
＞

上
位

目
標

達
成

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

ー
「
2
0
2
0
年

ま
で

に
工

業
国

化
を

め
ざ

す
ベ

ト
ナ

ム
政

府
の

基
本

政
権

が
継

続
す

る
」

ー
「
V

J
C

C
が

構
築

し
た

ビ
ジ

ネ
ス

人
材

育
成

機
能

を
ベ

ト
ナ

ム
政

府
の

関
係

省
庁

・
機

関
が

有
効

に
活

用
す

る
」
は

現
時

点
で

も
正

し
い

か
？

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

乖
離

し
て

い
な

い
か

？

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

運
営

総
括

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
、

指
標

の
情

報
源

（
実

績
）

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（M
P

I, 
M

O
E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

, 
V

J
C

C
 C

/
P

J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

,
協

議

よ
り

低
い

コ
ス

ト
で

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
達

成
す

る
代

替
手

段
を

取
り

入
れ

た
か

？
 同

じ
コ

ス
ト

で
よ

り
高

い
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
を

実
現

す
る

た
め

の
工

夫
は

あ
っ

た
か

？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

達
成

を
促

進
/
阻

害
し

て
い

る
要

因
は

あ
る

か
？

6
.イ

ン
パ

ク
ト

　
（
IM

P
A

C
T
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

り
波

及
効

果
は

あ
る

か
？

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

達
成

を
阻

害
し

た
要

因
は

あ
る

か
？

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

,
協

議

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

－95－



ベ
ト
ナ
ム
日
本
人
材
協
力
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価
調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

別
添
資
料

 4 5/
5

該
当

す
る

事
例

の
確

認
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（M
P

I, 
M

O
E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

該
当

す
る

事
例

の
確

認
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（
M

P
I, 

M
O

E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

、
ベ

ト
ナ

ム
企

業
、

日
系

企
業

、
研

修
参

加
者

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

該
当

す
る

事
例

の
確

認
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（
M

P
I, 

M
O

E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

、
ベ

ト
ナ

ム
企

業
、

日
系

企
業

、
研

修
参

加
者

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

該
当

す
る

事
例

の
確

認
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（
M

P
I, 

M
O

E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

、
ベ

ト
ナ

ム
企

業
、

日
系

企
業

、
研

修
参

加
者

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

該
当

す
る

事
例

の
確

認
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（
M

P
I, 

M
O

E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

、
ベ

ト
ナ

ム
企

業
、

日
系

企
業

、
研

修
参

加
者

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

該
当

す
る

事
例

の
確

認
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（
M

P
I, 

M
O

E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

、
ベ

ト
ナ

ム
企

業
、

日
系

企
業

、
研

修
参

加
者

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

調
査

小
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

ベ
ト

ナ
ム

政
府

の
今

後
の

政
策

見
通

し
ベ

ト
ナ

ム
政

府
（M

P
I, 

M
O

E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

当
該

分
野

の
現

状
、

関
連

法
案

、
規

制
の

状
況

等
ベ

ト
ナ

ム
政

府
（M

P
I, 

M
O

E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（M
P

I, 
M

O
E
T
, 
M

O
IT

, 
M

O
IT

、
Ｍ

Ｏ
ＩＴ

)及
び

V
J
C

C
の

今
後

の
方

針
(産

業
人

材
育

成
分

野
で

の
V

J
C

C
の

比
較

優
位

、
予

算
割

り
当

て
等

）
ベ

ト
ナ

ム
政

府
（M

P
I, 

M
O

E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

F
T
U

, 
V

J
C

C
の

今
後

の
方

針
(年

度
実

施
計

画
、

年
度

予
算

計
画

の
策

定
状

況
、

比
較

優
位

の
見

極
め

と
そ

の
維

持
、

向
上

の
方

法
）

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（M
P

I, 
M

O
E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

F
T
U

, 
V

J
C

C
の

今
後

の
方

針
 （

特
に

現
地

講
師

の
育

成
方

針
、

ニ
ー

ズ
対

応
）

ー
中

期
計

画
の

内
容

　
今

後
の

人
員

体
制

（
ス

タ
ッ

フ
の

雇
用

条
件

）
、

役
割

分
担

、
技

術
レ

ベ
ル

等

ニ
ー

ズ
調

査
の

結
果

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（M
P

I, 
M

O
E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

、
J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（
M

P
I, 

M
O

E
T
, 
M

O
IT

)の
方

針
、

F
T
U

と
の

連
携

関
係

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（M
P

I, 
M

O
E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

V
J
C

C
の

研
修

実
施

能
力

、
技

術
力

当
該

分
野

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

状
況

（
新

し
い

ニ
ー

ズ
の

発
掘

能
力

ま
た

は
関

連
の

情
報

収
集

体
制

等
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

運
営

総
括

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
ベ

ト
ナ

ム
政

府
（
M

P
I, 

M
O

E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

、
ベ

ト
ナ

ム
企

業
、

日
系

企
業

、
研

修
参

加
者

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

こ
れ

ま
で

の
維

持
管

理
状

況
F
T
U

、
V

J
C

C
　

C
/P

長
期

専
門

家
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
専

門
家

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

阻
害

要
因

の
事

例
促

進
要

因
の

事
例

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

運
営

総
括

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
ベ

ト
ナ

ム
政

府
（
M

P
I, 

M
O

E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

、
ベ

ト
ナ

ム
企

業
、

日
系

企
業

、
研

修
参

加
者

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

阻
害

要
因

の
事

例
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
運

営
総

括
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
完

了
報

告
書

ベ
ト

ナ
ム

政
府

（
M

P
I, 

M
O

E
T
, 
M

O
IT

),
 F

T
U

、
ベ

ト
ナ

ム
企

業
、

日
系

企
業

、
研

修
参

加
者

J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

、
J
IC

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

、
長

期
専

門
家

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

そ
の

他
阻

害
要

因
の

事
例

F
T
U

、
V

J
C

C
　

C
/P

長
期

専
門

家
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
専

門
家

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
開

発
分

野
で

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

の
継

続
発

展
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

？
 中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

の
提

言
の

進
捗

も
踏

ま
え

て
。

政
策

・
制

度
面

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
活

用
さ

れ
る

技
術

移
転

の
手

法
は

受
け

入
れ

ら
れ

つ
つ

あ
る

か
？

（
中

小
企

業
・
裾

野
産

業
開

発
分

野
の

人
材

育
成

の
ニ

ー
ズ

に
適

合
し

た
技

術
レ

ベ
ル

か
ど

う
か

、
社

会
的

・
慣

習
的

に
も

受
け

入
れ

や
す

く
提

供
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

か
等

）

施
設

（
V

J
C

C
ハ

ノ
イ

、
V

J
C

C
ホ

ー
チ

ミ
ン

）
　

や
機

材
の

維
持

管
理

は
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

か
？

V
J
C

C
が

単
独

で
適

切
に

行
っ

て
い

る
か

？

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

日
本

的
経

営
、

研
修

の
方

法
等

が
、

ベ
ト

ナ
ム

社
会

、
文

化
面

で
効

果
の

持
続

性
に

影
響

を
与

え
て

い
る

可
能

性
は

な
い

か
？

7
.持

続
性

（
S

U
S

T
A

IN
A

B
IL

IT
Y
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
・
発

展
し

て
い

く
か

？

社
会

的
弱

者
層

な
ど

社
会

・
文

化
的

側
面

へ
の

影
響

V
J
C

C
(ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

）
が

主
体

と
な

っ
て

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
や

他
の

研
修

を
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
か

？
（
そ

の
た

め
に

は
何

が
必

要
か

？
）

社
会

・
文

化
・
環

境
面

組
織

・
財

政
面

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

る
効

果
を

維
持

す
る

た
め

の
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

は
V

J
C

C
及

び
F
T
U

に
十

分
に

確
保

さ
れ

て
い

る
か

？

協
力

終
了

後
も

効
果

を
上

げ
て

い
く
た

め
の

活
動

を
実

施
す

る
に

足
る

V
J
C

C
(ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

市
）
の

組
織

能
力

は
十

分
か

？
（
人

材
配

置
、

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

）

環
境

へ
の

配
慮

不
足

に
よ

り
持

続
的

効
果

を
妨

げ
る

可
能

性
は

な
い

か
？

現
在

、
必

要
な

予
算

が
確

保
さ

れ
て

い
る

か
?　

ま
た

今
後

、
当

該
分

野
の

予
算

が
増

え
る

可
能

性
は

ど
の

程
度

あ
る

か
？

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
開

発
分

野
お

け
る

ベ
ト

ナ
ム

政
府

の
政

策
支

援
は

協
力

終
了

後
も

継
続

す
る

か
？

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
開

発
分

野
の

現
状

と
今

後
の

見
通

し
は

ど
う

で
あ

る
か

？
　

ま
た

当
該

分
野

の
関

連
規

制
、

法
制

度
は

整
備

さ
れ

つ
つ

あ
る

か
？

技
術

面

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

社
会

経
済

状
況

へ
の

波
及

効
果

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
は

あ
る

か
？

そ
れ

を
軽

減
す

る
対

策
は

と
ら

れ
て

い
る

か
？

政
策

レ
ベ

ル
（
制

度
、

法
律

、
基

準
等

）
の

整
備

へ
の

影
響

経
済

面
へ

の
影

響

環
境

保
護

へ
の

影
響

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
開

発
分

野
の

技
術

面
、

政
策

・
制

度
面

で
の

変
革

（
革

新
）
へ

の
影

響

－96－



５．活動の実績

別
添

資
料

　
5

活
動

の
実

績

長
期

専
門

家

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
専

門
家

C
/
P

1
中

小
企

業
・
裾

野
産

業
の

中
核

人
材

育
成

に
資

す
る

効
果

的
な

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
の

運
愛

・
管

理
が

行
わ

れ
る

V
J
C

C
- 

H
an

o
i

V
J
C

C
-H

C
M

C
補

足
（
実

施
状

況
）

1
-
1

経
営

者
人

材
育

成
に

か
か

わ
る

ニ
ー

ズ
調

査
を

定
期

的
に

実
施

す
る

○
○

日
越

共
同

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
、

J
B

A
V

サ
ー

ビ
ス

部
会

、
人

材
育

成
部

会
で

の
情

報
収

集
、

工
業

団
地

で
の

ア
ン

ケ
ー

ト
、

意
見

公
開

の
継

続
的

な
実

施

ホ
ー

チ
ミ

ン
日

本
商

工
会

（
第

一
サ

ー
ビ

ス
部

会
、

人
材

育
成

委
員

会
）
を

と
お

し
て

の
情

報
収

集
と

意
見

交
換

、
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

（
経

営
塾

含
む

）
参

加
者

（
企

業
）
か

ら
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
、

工
業

団
地

で
の

ア
ン

ケ
ー

ト
等

を
と

お
し

て
実

施
し

て
い

る
。

2
0
1
3
年

度
に

ベ
ト

ナ
ム

企
業

ニ
ー

ズ
調

査
を

C
/
P

主
導

で
実

施
中

、
日

系
企

業
ニ

ー
ズ

調
査

を
J
IC

A
と

の
連

携
に

よ
り

準
備

中
。

1
-
2

人
員

計
画

と
予

算
計

画
を

伴
う

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
全

体
の

年
度

実
施

計
画

を
策

定
す

る
○

○
年

度
計

画
の

策
定

年
度

計
画

の
策

定
各

年
度

策
定

済
み

1
-
3

コ
ー

ス
運

営
管

理
と

コ
ー

ス
実

施
（
講

義
）
に

必
要

な
ベ

ト
ナ

ム
人

材
の

育
成

計
画

を
策

定
す

る
○

○
B

C
マ

ネ
ジ

ャ
ー

に
よ

る
運

営
管

理
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

て
い

る
。

ベ
ト

ナ
ム

人
講

師
に

よ
る

講
義

の
計

画
策

定
を

行
い

つ
つ

、
実

施
後

の
評

価
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

い
講

師
の

能
力

向
上

を
図

っ
て

い
る

。

B
C

マ
ネ

ジ
ャ

ー
に

よ
る

運
営

管
理

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
て

い
る

。
ベ

ト
ナ

ム
人

講
師

に
よ

る
講

義
の

計
画

策
定

を
行

い
つ

つ
、

実
施

後
の

評
価

・
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

い
講

師
の

能
力

向
上

を
図

っ
て

い
る

。

V
J
C

C
定

例
会

議
の

場
で

の
所

長
、

チ
ー

フ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

指
導

、
及

び
B

C
部

門
内

定
例

会
議

の
場

で
の

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
を

交
え

た
前

週
の

活
動

の
課

題
と

対
策

の
話

し
合

い
が

継
続

さ
れ

て
お

り
、

コ
ー

ス
運

営
管

理
に

必
要

な
人

材
の

育
成

は
進

ん
で

い
る

。
現

在
、

日
常

的
な

コ
ー

ス
運

営
管

理
業

務
の

み
な

ら
ず

、
年

間
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

、
コ

ー
ス

設
計

も
B

C
マ

ネ
ジ

ャ
ー

が
行

う
ま

で
に

至
っ

て
い

る
。

1
-
4

F
T
U

教
員

を
は

じ
め

と
す

る
ベ

ト
ナ

ム
人

講
師

の
育

成
を

行
う

（
講

師
研

修
実

施
）

○
○

毎
回

経
営

塾
に

Ｆ
Ｔ

Ｕ
講

師
、

Ｔ
Ａ

Ｃ
職

員
、

ベ
ト

ナ
ム

商
工

会
職

員
等

が
参

加
し

、
講

義
内

容
、

教
授

法
等

を
習

得
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

毎
回

経
営

塾
に

Ｆ
Ｔ

Ｕ
講

師
、

Ｔ
Ａ

Ｃ
職

員
、

ベ
ト

ナ
ム

商
工

会
職

員
等

が
参

加
し

、
講

義
内

容
、

教
授

法
等

を
習

得
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

F
T
U

講
師

の
経

営
塾

及
び

経
営

塾
ク

ラ
ブ

へ
の

参
加

、
C

/
P

研
修

参
加

。
ま

た
、

F
T
U

教
員

及
び

ハ
ノ

イ
工

科
大

学
等

他
大

学
教

員
に

よ
る

関
連

の
研

修
コ

ー
ス

参
加

も
推

進
し

て
お

り
、

更
に

、
日

本
人

講
師

に
よ

る
コ

ー
ス

の
通

訳
者

を
講

師
と

し
て

育
成

す
る

等
ベ

ト
ナ

ム
人

講
師

の
育

成
に

努
め

て
い

る
。

1
-
5

V
J
C

C
ス

タ
ッ

フ
の

よ
り

大
き

な
主

体
性

に
よ

る
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

（
経

営
塾

・
C

E
O

コ
ー

ス
、

一
般

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
、

個
別

相
談

・
現

場
指

導
）
の

運
営

、
管

理
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ﾞを
行

う
○

○
P

D
M

,P
O

に
基

づ
く
、

各
部

署
の

年
間

目
標

達
成

の
検

討
P

D
M

、
P

O
に

基
づ

く
年

間
目

標
達

成
を

め
ざ

し
、

計
画

、
実

施
管

理
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

っ
て

い
る

。
各

年
度

実
施

済
み

。
継

続
し

て
実

施
中

。

1
-
6

ベ
ト

ナ
ム

人
講

師
情

報
と

研
修

参
加

者
・
卒

業
生

情
報

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
上

で
の

維
持

管
理

と
質

的
強

化
を

行
う

○
○

○
V

J
C

C
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
ビ

ジ
ネ

ス
・
日

本
語

・
交

流
・
図

書
館

）
整

備
デ

ー
タ

を
蓄

積
し

、
随

時
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
し

て
い

る
。

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

作
成

済
、

継
続

し
て

整
備

を
行

っ
て

い
る

。

1
-
7

経
営

塾
卒

業
生

を
中

心
と

す
る

経
営

者
人

材
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

を
促

進
す

る
○

○
○

経
営

塾
ク

ラ
ブ

活
動

支
援

経
営

塾
ク

ラ
ブ

の
活

動
を

促
進

し
て

い
る

。

中
間

評
価

で
の

指
摘

を
受

け
（
経

営
塾

ク
ラ

ブ
機

能
の

強
化

）
、

2
0
1
2
年

8
月

に
総

会
を

行
い

、
こ

れ
ま

で
よ

り
、

よ
り

経
営

者
の

意
見

を
重

視
し

て
運

営
体

制
を

強
化

し
た

。
ま

た
、

勉
強

会
だ

け
で

な
く
「
九

州
ア

ジ
ア

経
営

塾
と

の
交

流
会

」
や

「
大

阪
産

業
振

興
機

構
と

の
交

流
会

」
な

ど
日

本
か

ら
の

来
訪

す
る

中
小

企
業

と
の

交
流

の
場

を
継

続
し

て
運

営
・
実

施
促

進
し

て
い

る
。

1
-
8

日
メ

コ
ン

地
域

協
力

促
進

に
資

す
る

ビ
ジ

ネ
ス

人
材

育
成

分
野

で
の

共
通

研
修

、
相

互
交

流
、

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
す

る
○

○
○

C
L
V

セ
ミ

ナ
ー

運
営

実
施

、
促

進
支

援
、

Ｃ
Ａ

会
議

で
の

意
見

交
換

C
L
V

セ
ミ

ナ
ー

運
営

実
施

、
促

進
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

C
L
V

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

参
加

（
2
0
1
0
年

1
0
月

、
2
0
1
1
年

3
月

、
2
0
1
1
年

5
月

、
2
0
1
1
年

1
1
月

、
2
0
1
2

年
3
月

、
2
0
1
2
年

8
月

）
2
0
1
1
年

3
月

は
ハ

ノ
イ

か
ら

、
2
0
1
0
0
年

1
0
月

/
2
0
1
2
年

8
月

は
ホ

ー
チ

ミ
ン

か
ら

の
講

師
に

よ
る

発
信

。

2
V

J
C

C
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

自
立

発
展

的
な

組
織

運
営

管
理

体
制

が
構

築
さ

れ
る

V
J
C

C
- 

H
an

o
i

V
J
C

C
-H

C
M

C
補

足
（
実

施
状

況
）

2
-
1

V
J
C

C
ス

タ
ッ

フ
と

日
本

人
専

門
家

の
T
O

R
と

責
任

権
限

を
明

記
し

た
組

織
機

能
図

を
策

定
す

る
○

○
各

部
門

の
達

成
目

標
に

基
づ

く
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
課

題
設

定
、

自
己

評
価

、
各

ス
タ

ッ
フ

の
業

績
評

価
各

部
門

の
達

成
目

標
に

基
づ

く
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
課

題
設

定
、

自
己

評
価

、
各

ス
タ

ッ
フ

の
業

績
評

価
を

行
っ

て
い

る
。

策
定

済
み

。
必

要
に

応
じ

適
宜

改
訂

予
定

。

2
-
2

各
課

の
年

度
実

施
計

画
と

全
体

的
な

支
出

負
担

基
準

に
基

づ
き

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

向
け

た
V

J
C

C
年

度
予

算
計

画
を

策
定

す
る

○
○

支
出

分
担

率
に

つ
い

て
の

検
討

、
分

担
表

の
作

成
支

出
分

担
率

に
つ

い
て

の
検

討
、

分
担

表
の

作
成

を
行

っ
て

い
る

。
各

年
度

策
定

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
第

4
年

次
ま

で
策

定
済

み
。

2
-
3

V
J
C

C
運

営
管

理
に

必
要

な
人

員
配

置
計

画
と

育
成

・
研

修
（
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
）

計
画

を
策

定
す

る
○

○
年

間
目

標
の

設
定

、
評

価
面

談
の

実
施

年
間

目
標

の
設

定
、

評
価

面
談

を
実

施
し

て
い

る
。

各
年

度
策

定
済

み
。

継
続

し
て

実
施

中
。

2
-
4

活
動

2
-
1
か

ら
2
-
3
を

統
合

し
た

V
J
C

C
全

体
運

営
計

画
を

策
定

し
実

施
す

る
○

○
年

間
計

画
の

策
定

、
財

政
管

理
年

間
計

画
を

策
定

し
、

継
続

的
に

財
政

管
理

を
行

っ
て

い
る

。
各

年
度

策
定

済
み

。
継

続
し

て
実

施
中

。

2
-
5

V
J
C

C
に

よ
る

ビ
ジ

ネ
ス

人
材

育
成

に
資

す
る

日
本

語
コ

ー
ス

と
相

互
理

解
促

進
・
図

書
館

事
業

の
運

営
・
管

理
強

化
を

支
援

す
る

○
○

J
O

B
フ

ェ
ア

、
留

学
フ

ェ
ア

の
実

施
支

援
。

図
書

館
運

営
管

理
支

援
（
年

間
計

画
の

作
成

）
J
O

B
フ

ェ
ア

の
実

施
、

及
び

図
書

館
運

営
管

理
支

援
（
年

間
計

画
の

作
成

）
等

を
行

っ
て

い
る

。
各

年
度

計
画

ど
お

り
に

実
施

済
み

。
継

続
し

て
実

施
中

。

2
-
6

卒
業

生
、

民
間

セ
ク

タ
ー

（
日

系
企

業
を

含
む

）
、

大
学

、
政

府
機

関
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
活

動
を

継
続

的
に

実
施

す
る

○
○

J
O

B
フ

ェ
ア

、
留

学
フ

ェ
ア

の
実

施
支

援
。

J
O

B
フ

ェ
ア

、
留

学
フ

ェ
ア

の
実

施
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

作
成

済
み

。
情

報
を

適
宜

提
供

し
て

い
る

。
継

続
し

て
実

施
中

。

2
-
7

V
J
C

C
全

体
運

営
計

画
に

基
づ

い
た

活
動

の
進

捗
を

定
期

的
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
報

告
書

を
作

成
す

る
（
半

年
に

1
度

）
○

○
技

術
協

力
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

の
作

成
技

術
協

力
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

を
作

成
し

て
い

る
。

2
0
1
1
年

3
月

末
、

9
月

末
、

2
0
1
2
年

3
月

末
、

9
月

末
、

2
0
1
3
年

9
月

末
ま

で
提

出
済

み
。

2
-
8

活
動

2
-
7
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
を

基
礎

に
、

V
J
C

C
全

体
運

営
計

画
の

修
正

と
実

施
上

の
改

善
を

行
う

○
○

運
営

計
画

を
常

時
見

直
し

、
必

要
に

応
じ

て
修

正
し

て
い

る
。

運
営

計
画

を
常

時
見

直
し

、
必

要
に

応
じ

て
修

正
し

て
い

る
。

継
続

し
て

実
施

中
。

2
-
9

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
の

V
J
C

C
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
、

運
営

上
の

方
針

と
主

要
活

動
を

検
討

・
計

画
し

、
V

J
C

C
中

期
運

営
計

画
（
5
カ

年
）
に

取
り

ま
と

め
る

○
○

V
J
C

C
将

来
像

検
討

、
計

画
策

定
中

。
終

了
時

評
価

結
果

も
踏

ま
え

4
月

中
に

完
了

予
定

。
V

J
C

C
将

来
像

検
討

、
計

画
策

定
中

。
終

了
時

評
価

結
果

も
踏

ま
え

4
月

中
に

完
了

予
定

。
策

定
中

。
終

了
時

評
価

ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

受
け

、
完

成
予

定
。

活
動

項
目

活
動

の
進

捗
状

況
（
2
0
1
0
.9

 -
 2

0
1
3
.1

2
)

主
た

る
活

動
実

施
者

－97－



６．評価グリッド調査結果
ベ
ト
ナ
ム
日
本
人
材
協
力
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価
調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

・
調

査
結

果
別

添
資

料
６

1/
5

調
査

小
項

目
調

査
結

果

活
動

実
施

状
況

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

１
：
お

お
む

ね
達

成
　

（
現

地
講

師
育

成
、

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
参

加
者

減
少

へ
の

対
応

が
課

題
）

・ハ
ノ

イ
で

は
、

V
J
C

C
定

例
会

議
で

所
長

、
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
指

導
、

及
び

B
C

部
門

内
定

例
会

議
の

場
で

の
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
交

え
た

前
週

の
活

動
の

課
題

と
対

策
の

話
し

合
い

が
継

続
さ

れ
て

お
り

、
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

運
営

管
理

に
必

要
な

人
材

の
育

成
は

順
調

。
日

常
的

な
コ

ー
ス

運
営

管
理

業
務

の
み

な
ら

ず
、

年
間

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
、

コ
ー

ス
設

計
も

B
C

マ
ネ

ジ
ャ

ー
が

行
う

ま
で

に
な

っ
て

い
る

が
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

参
加

者
減

少
傾

向
に

あ
る

。
聞

き
取

り
調

査
等

か
ら

、
ベ

ト
ナ

ム
の

景
気

停
滞

、
民

間
研

修
機

関
の

参
入

な
ど

が
影

響
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

・
現

地
講

師
育

成
が

計
画

ど
お

り
に

は
進

展
し

て
い

な
い

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
現

地
の

民
間

研
修

機
関

を
通

し
て

、
現

地
講

師
確

保
に

努
力

し
て

き
た

も
の

の
、

現
地

講
師

育
成

に
つ

い
て

は
、

十
分

な
対

応
が

な
さ

れ
て

き
た

と
は

言
い

難
い

。
・
そ

の
背

景
に

は
、

現
地

講
師

育
成

の
方

法
論

や
手

順
（
対

象
は

だ
れ

で
、

だ
れ

が
ど

の
よ

う
に

育
成

す
る

の
か

等
）
に

つ
い

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
計

画
時

点
で

明
確

に
な

っ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
、

ま
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

中
に

お
い

て
も

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

間
で

十
分

な
検

討
が

な
さ

れ
て

こ
な

か
っ

た
こ

と
が

あ
げ

ら
れ

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

2
：
　

達
成

さ
れ

て
い

る
　

（
研

修
機

関
と

し
て

V
J
C

C
に

よ
る

運
営

管
理

体
制

が
構

築
さ

れ
て

い
る

）
・
組

織
運

営
体

制
の

構
築

の
た

め
、

年
度

ご
と

に
実

施
計

画
、

人
員

配
置

計
画

、
研

修
計

画
、

予
算

計
画

を
作

成
し

て
い

る
。

　
V

J
C

C
の

ス
タ

ッ
フ

研
修

も
J
IC

A
本

部
の

遠
隔

研
修

を
通

じ
て

実
施

。
・
他

の
関

係
機

関
と

の
連

携
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
に

つ
い

て
は

、
一

定
の

努
力

は
し

て
き

て
い

る
。

（
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

会
社

や
情

報
機

関
に

ア
ク

セ
ス

し
て

、
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
動

向
の

把
握

、
V

J
C

C
の

活
動

の
広

報
に

つ
と

め
て

き
て

い
る

。
）
　

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

研
修

を
提

供
し

て
い

く
た

め
に

は
、

今
後

は
一

層
の

努
力

が
必

要
。

技
術

移
転

・
日

本
側

専
門

家
か

ら
は

、
技

術
移

転
は

ほ
ぼ

順
調

と
の

指
摘

。
日

本
的

経
営

管
理

手
法

は
お

お
む

ね
修

得
さ

れ
て

い
る

。
　

ベ
ト

ナ
ム

側
の

自
主

性
を

醸
成

す
る

た
め

、
ま

ず
ベ

ト
ナ

ム
側

で
意

見
集

約
後

に
要

望
内

容
を

日
本

側
が

う
け

と
る

と
い

う
形

式
。

ノ
ル

マ
設

定
（
年

間
数

値
目

標
）
を

ベ
ト

ナ
ム

側
で

決
め

る
等

。
・
一

方
で

、
課

題
は

次
の

と
お

り
。

①
F
T
U

の
人

材
（
V

J
C

C
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
側

）
は

、
会

社
や

組
織

で
の

実
務

経
験

が
必

ず
し

も
十

分
で

は
な

い
た

め
、

ir
re

gu
la

rな
事

態
へ

の
対

応
能

力
は

課
題

。
②

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
、

計
画

の
立

案
、

進
捗

確
認

の
重

要
性

に
つ

い
て

の
理

解
が

十
分

で
は

な
い

。
　

適
宜

報
告

・
相

談
が

よ
く
は

で
き

て
い

な
い

。
C

/
P

へ
の

聞
き

取
り

調
査

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
（
ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

）
の

情
報

共
有

の
体

制
が

必
ず

し
も

十
分

で
は

な
い

と
の

指
摘

が
あ

っ
た

。
情

報
共

有
で

相
互

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

今
後

は
定

期
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

も
検

討
が

必
要

。
③

ハ
ノ

イ
で

は
、

４
名

（
会

計
、

相
互

理
解

促
進

）
、

ホ
ー

チ
ミ

ン
で

は
２

名
（
B

C
と

J
C

の
マ

ネ
ジ

ャ
ー

）
が

離
職

し
て

お
り

、
人

員
の

定
着

率
が

課
題

で
あ

っ
た

が
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

以
降

は
、

定
着

し
つ

つ
あ

る
。

・
こ

れ
ま

で
日

本
側

専
門

家
の

対
応

と
し

て
、

①
課

題
に

対
す

る
定

量
的

な
整

理
分

析
手

法
を

例
示

し
て

説
明

②
業

務
日

誌
を

つ
け

る
習

慣
を

通
し

て
助

言
③

定
例

会
議

で
の

事
前

確
認

等
を

行
っ

て
き

た
。

・
J
IC

A
ネ

ッ
ト

に
よ

る
セ

ン
タ

ー
ス

タ
ッ

フ
へ

の
遠

隔
研

修
は

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

等
の

講
義

内
容

は
適

時
で

あ
り

、
有

効
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
質

問
票

に
よ

る
と

定
期

的
に

（
1
カ

月
に

1
度

程
度

）
　

P
D

M
/
Ｐ

Ｏ
に

沿
っ

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
っ

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
が

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
が

P
D

M
/
P

O
に

反
映

さ
れ

て
い

な
い

。
ま

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

全
体

で
共

有
で

き
て

い
な

い
こ

と
が

指
摘

さ
れ

た
。

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

・
ハ

ノ
イ

で
は

各
課

ー
＞

所
長

ー
＞

日
本

側
専

門
家

（
C

A
/
P

C
)へ

相
談

、
F
T
U

学
長

レ
ベ

ル
に

相
談

と
い

う
流

れ
。

特
に

大
き

な
問

題
は

な
い

。
・
ホ

ー
チ

ミ
ン

で
は

、
各

課
ー

所
長

/
日

本
側

専
門

家
（
P

C
) 
へ

の
相

談
、

そ
の

後
必

要
に

応
じ

て
F
T
U

本
部

へ
確

認
。

事
案

に
よ

っ
て

は
所

長
の

判
断

が
優

先
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
。

・
す

べ
て

の
権

限
が

F
T
U

学
長

に
集

中
し

て
い

る
た

め
、

ス
タ

ッ
フ

の
裁

量
権

が
限

ら
れ

て
お

り
、

指
示

待
ち

体
制

が
あ

る
。

・
お

お
む

ね
良

好
　

（
週

に
1
～

2
回

程
度

の
頻

度
で

、
情

報
共

有
、

課
題

の
報

告
等

）

・
お

お
む

ね
良

好
（
月

１
～

3
カ

月
に

１
度

の
頻

度
）
　

イ
ベ

ン
ト

関
係

の
調

整
協

議
等

。

・
日

本
側

（
日

本
人

専
門

家
間

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

、
S
V

等
）
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

良
好

。
定

期
的

な
口

頭
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
な

い
が

、
月

次
報

告
を

提
出

し
て

い
る

。
必

要
に

応
じ

て
口

頭
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

っ
て

い
る

。
  
ベ

ト
ナ

ム
側

所
長

（
ホ

ー
チ

ミ
ン

）
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
必

ず
し

も
良

好
で

は
な

い
が

、
他

の
ス

タ
ッ

フ
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
良

好
。

・
C

/
P

側
C

/
P

へ
の

聞
き

取
り

調
査

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
（
ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

）
の

情
報

共
有

の
体

制
が

必
ず

し
も

十
分

で
は

な
い

と
の

指
摘

が
あ

っ
た

。
情

報
共

有
で

相
互

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

今
後

は
定

期
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

も
検

討
が

必
要

。

・
Ｓ

Ｃ
は

2
0
1
1
年

8
月

、
2
0
1
2
年

9
月

、
2
0
1
3
年

9
月

に
ハ

ノ
イ

で
実

施
。

ベ
ト

ナ
ム

側
（
チ

ャ
ウ

学
長

、
キ

ム
ア

イ
ン

所
長

、
ミ

ン
所

長
他

マ
ネ

ジ
ャ

ー
レ

ベ
ル

C
/
P

）
、

日
本

側
（
大

使
館

、
J
IC

A
事

務
所

、
長

期
専

門
家

）
に

よ
る

議
論

。
①

留
保

金
の

使
途

、
②

V
J
C

C
の

V
A

T
イ

ン
ボ

イ
ス

の
対

応
、

③
コ

ー
ス

参
加

者
の

減
少

（
ベ

ト
ナ

ム
の

経
済

状
況

の
悪

化
、

他
の

民
間

研
修

機
関

の
参

入
等

の
背

景
あ

り
　

）
④

古
い

機
材

の
処

分
、

⑤
m

in
i 
Ｍ

Ｂ
Ａ

コ
ー

ス
の

実
施

に
か

か
る

検
討

な
ど

実
質

的
な

議
題

を
双

方
で

議
論

。
重

要
な

問
題

の
提

示
と

そ
れ

に
対

す
る

意
見

交
換

の
場

と
し

て
効

果
的

に
機

能
。

・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ベ

ト
ナ

ム
側

の
所

轄
機

関
で

あ
る

　
Ｍ

Ｐ
Ｉ，

M
O

E
T
か

ら
の

担
当

者
の

出
席

が
な

い
。

（
3
回

す
べ

て
）

・
南

北
関

係
者

会
議

を
年

1
回

実
施

し
、

両
所

長
、

各
事

業
分

担
マ

ネ
ジ

ャ
ー

・
業

務
調

整
員

で
年

間
活

動
計

画
、

方
針

、
方

向
付

け
な

ど
を

議
論

（
次

年
度

計
画

を
持

ち
寄

る
形

式
）
。

一
定

の
成

果
あ

り
。

自
分

た
ち

で
問

題
解

決
を

導
き

出
せ

る
よ

う
に

期
待

。
聞

き
取

り
調

査
で

は
、

ハ
ノ

イ
で

の
会

議
に

は
所

長
と

P
C

だ
け

が
出

席
す

る
の

で
、

今
後

は
マ

ネ
ジ

ャ
ー

レ
ベ

ル
も

参
加

で
き

る
よ

う
に

し
て

も
ら

い
た

い
と

の
コ

メ
ン

ト
あ

り
。

・
特

に
言

語
の

問
題

は
な

く
、

日
本

語
ま

た
は

英
語

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
な

さ
れ

て
い

る
。

資
料

で
活

用
す

る
言

語
に

英
語

、
日

本
語

が
混

在
。

・
南

北
関

係
者

会
議

を
年

1
回

行
っ

て
い

る
。

聞
き

取
り

調
査

で
は

、
双

方
の

活
動

状
況

、
ア

イ
デ

ア
に

つ
い

て
情

報
共

有
、

意
見

交
換

す
る

機
会

（
マ

ネ
ジ

ャ
ー

、
ス

タ
ッ

フ
レ

ベ
ル

）
を

増
や

し
た

ほ
う

が
よ

い
と

い
う

コ
メ

ン
ト

が
あ

っ
た

。

・
J
E
T
R

O
、

日
本

商
工

会
い

ず
れ

も
お

お
む

ね
良

好
。

月
１

～
３

カ
月

に
1
度

の
程

度
、

就
職

フ
ェ

ア
共

催
、

イ
ベ

ン
ト

の
調

整
等

。

・
一

般
的

情
報

収
集

以
上

の
　

個
別

企
業

と
の

接
触

の
機

会
は

限
ら

れ
る

が
、

マ
ー

ケ
ッ

ト
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

た
め

、
日

系
企

業
、

ベ
ト

ナ
ム

企
業

向
け

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

中
。

・
ホ

ー
チ

ミ
ン

で
は

、
日

系
の

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
会

社
、

ジ
ャ

ー
ナ

ル
等

か
ら

も
積

極
的

に
情

報
収

集
し

て
い

る
。

V
J
C

C
ハ

ノ
イ

と
V

J
C

C
ホ

ー
チ

ミ
ン

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

効
果

的
に

行
わ

れ
た

か
？

実
施

プ
ロ

セ
ス

（
IM

P
L
E
M

E
N

T
A

T
IO

N
 P

R
O

C
E
S

S
）

J
IC

A
本

部
、

在
外

事
務

所
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
協

議
、

連
絡

の
頻

度
、

内
容

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
方

法
）
は

効
果

的
に

行
わ

れ
た

か
？

日
本

大
使

館
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
協

議
、

内
容

等
）
は

効
果

的
に

行
わ

れ
た

か
？

日
本

側
関

係
者

（
J
E
T
R

O
, 
日

本
商

工
会

）
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
効

果
的

で
あ

っ
た

か
？

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

活
動

の
変

更
、

人
員

・
地

域
の

選
定

等
に

か
か

る
決

定
は

ど
の

よ
う

な
プ

ロ
セ

ス
で

な
さ

れ
て

き
た

の
か

？

技
術

移
転

の
方

法
に

問
題

は
な

か
っ

た
か

？
そ

れ
ぞ

れ
の

技
術

移
転

の
技

術
移

転
対

象
者

に
変

化
は

あ
っ

た
か

？

活
動

は
計

画
ど

お
り

実
施

さ
れ

た
か

？
活

動
計

画
の

修
正

の
理

由
は

何
か

？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

仕
組

み
ー

日
本

人
専

門
家

間
　

(長
期

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）
ー

日
本

人
専

門
家

と
シ

ニ
ア

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

（
裾

野
産

業
、

日
本

語
）

ー
日

本
人

専
門

家
＜

－
＞

ベ
ト

ナ
ム

側
所

長
、

マ
ネ

ジ
ャ

ー
ー

日
本

人
専

門
家

＜
－

＞
ベ

ト
ナ

ム
側

V
J
C

C
ス

タ
ッ

フ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

誰
が

、
ど

の
よ

う
に

、
ど

の
よ

う
な

頻
度

で
実

施
、

そ
の

結
果

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
に

反
映

さ
れ

て
き

た
か

？

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

問
題

　
（
英

語
、

日
本

語
、

ベ
ト

ナ
ム

語
）

ス
テ

ア
リ

ン
グ

コ
ミ

ッ
テ

ィ
、

南
北

関
係

者
会

議
の

体
制

は
効

果
的

で
あ

っ
た

か
？

ベ
ト

ナ
ム

現
地

企
業

、
日

系
企

業
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
円

滑
に

な
さ

れ
た

か
？

関
係

者
の

か
か

わ
り

方
（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

）

－98－



ベ
ト
ナ
ム
日
本
人
材
協
力
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価
調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

・
調

査
結

果
別

添
資

料
６

2/
5

・
所

長
、

マ
ネ

ジ
ャ

ー
、

ス
タ

ッ
フ

の
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

認
識

は
高

い
が

、
F
T
U

の
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

は
必

ず
し

も
高

く
な

い
。

・
F
T
U

ハ
ノ

イ
の

教
官

は
、

V
J
C

C
で

の
講

義
を

し
た

り
、

ま
た

経
営

塾
に

参
加

す
る

な
ど

相
互

の
協

力
体

制
が

あ
る

が
、

F
T
U

 ホ
ー

チ
ミ

ン
分

校
と

の
情

報
共

有
の

機
会

は
少

な
く
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

関
与

は
少

な
い

と
の

コ
メ

ン
ト

が
あ

っ
た

。

・
個

々
の

ス
タ

ッ
フ

の
能

力
は

非
常

に
高

く
、

問
題

が
な

い
が

個
々

の
ス

タ
ッ

フ
が

自
発

的
に

問
題

点
の

把
握

、
改

善
、

提
案

を
し

て
い

く
た

め
に

は
ス

タ
ッ

フ
の

動
議

づ
け

の
た

め
に

、
評

価
制

度
や

ア
ロ

ウ
ア

ン
ス

、
昇

進
の

し
く
み

が
必

要
。

（
ハ

ノ
イ

）
と

の
コ

メ
ン

ト
あ

り
。

・
ホ

ー
チ

ミ
ン

で
は

、
F
T
U

の
関

与
は

少
な

い
が

、
運

営
は

問
題

な
い

。
む

し
ろ

、
外

部
か

ら
人

材
を

雇
用

し
た

ケ
ー

ス
の

方
が

よ
く
機

能
す

る
傾

向
が

あ
る

と
の

コ
メ

ン
ト

。

・
お

お
む

ね
適

切
で

あ
る

。
中

間
時

点
で

C
/
P

の
離

職
、

異
動

が
発

生
し

た
が

、
後

任
の

配
置

、
兼

任
等

で
運

営
で

き
て

お
り

、
む

し
ろ

効
率

的
な

運
営

体
制

に
な

り
つ

つ
あ

る
。

・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

か
ら

、
ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

の
所

長
が

ベ
ト

ナ
ム

側
中

心
の

体
制

に
な

っ
た

。
ハ

ノ
イ

は
C

A
と

P
C

が
常

駐
、

ホ
ー

チ
ミ

ン
は

P
C

の
み

常
駐

と
い

う
体

制
で

あ
る

。
・
C

/
P

か
ら

は
V

J
C

C
の

組
織

体
制

、
雇

用
条

件
に

つ
い

て
安

定
性

が
課

題
で

あ
る

と
の

コ
メ

ン
ト

。
業

務
環

境
は

良
好

で
あ

り
継

続
し

て
勤

務
し

た
い

も
の

の
、

長
期

的
な

展
望

が
つ

か
め

な
い

こ
と

で
不

安
を

感
じ

る
と

の
コ

メ
ン

ト
が

あ
っ

た
。

そ
の

他
・
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

参
加

者
の

減
少

、
そ

の
原

因
と

し
て

、
ベ

ト
ナ

ム
経

済
の

低
迷

、
他

の
民

間
研

修
機

関
の

参
入

、
B

C
の

受
講

料
の

増
加

（
時

間
帯

の
変

更
等

）が
考

え
ら

れ
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

現
在

、
ニ

ー
ズ

調
査

を
実

施
し

て
対

応
を

模
索

中
。

・
聞

き
取

り
調

査
で

は
、

V
J
C

C
の

広
報

が
必

ず
し

も
効

果
的

で
な

い
場

合
も

あ
り

、
潜

在
的

な
参

加
者

に
情

報
が

と
ど

い
て

い
な

い
な

ど
の

指
摘

も
あ

っ
た

。

調
査

小
項

目
調

査
結

果

・
2
0
2
0
年

の
工

業
国

化
の

実
現

の
た

め
に

は
、

産
業

人
材

の
育

成
は

重
要

。
・
2
0
1
5
年

A
F
T
A

関
税

撤
廃

等
で

、
A

S
E
A

N
域

内
の

競
争

激
化

が
あ

り
う

る
、

そ
の

た
め

に
は

、
産

業
構

造
の

転
換

（
組

立
産

業
中

心
か

ら
、

裾
野

産
業

、
素

材
産

業
を

兼
ね

備
え

た
高

度
で

付
加

価
値

の
高

い
産

業
構

造
へ

）
が

必
要

。
そ

し
て

、
中

小
企

業
等

民
間

セ
ク

タ
ー

へ
の

多
面

的
・
効

果
的

産
業

開
発

支
援

、
高

度
人

材
の

育
成

が
必

要
。

・
経

営
塾

は
企

業
経

営
者

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
レ

ベ
ル

の
人

材
に

と
っ

て
大

変
効

果
的

な
研

修
で

あ
り

、
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る
と

い
う

コ
メ

ン
ト

が
多

い
。

・
特

に
　

“
仕

事
”
に

対
す

る
姿

勢
に

つ
い

て
、

多
く
の

こ
と

が
参

考
に

な
る

と
の

コ
メ

ン
ト

が
多

い
。

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
に

つ
い

て
は

、
基

礎
的

な
研

修
は

既
に

受
講

済
み

の
人

員
も

多
い

こ
と

か
ら

、
新

し
い

科
目

（
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
フ

ァ
イ

ナ
ン

シ
ャ

ル
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
等

）
も

検
討

が
必

要
。

そ
の

場
合

は
、

新
し

い
“
概

念
”
は

　
ベ

ト
ナ

ム
の

人
々

に
と

っ
て

わ
か

り
や

す
く
、

噛
み

砕
い

て
指

導
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

・
ベ

ト
ナ

ム
の

「
社

会
経

済
開

発
1
0
カ

年
戦

略
（
2
0
1
1
-
2
0
2
0
)」

及
び

「
社

会
経

済
開

発
5
カ

年
計

画
（
2
0
1
1
-
2
0
1
5
)」

で
は

、
「
2
0
2
0
年

ま
で

に
工

業
国

化
の

達
成

」
を

め
ざ

す
。

・
対

ベ
ト

ナ
ム

　
国

別
援

助
方

針
（
2
0
1
2
年

2
月

）
：
基

本
方

針
は

「
2
0
2
0
年

ま
で

の
工

業
国

化
の

達
成

」
に

向
け

、
持

続
的

成
長

、
脆

弱
性

の
克

服
及

び
公

正
な

社
会

・
国

づ
く
り

の
支

援
。

重
点

分
野

（
①

成
長

と
競

争
力

強
化

、
②

脆
弱

性
へ

の
対

応
、

③
ガ

バ
ナ

ン
ス

強
化

）
の

う
ち

、
①

に
関

し
て

、
市

場
経

済
制

度
の

改
善

、
財

政
・
金

融
改

革
等

の
市

場
経

済
シ

ス
テ

ム
の

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

産
業

開
発

、
人

材
育

成
を

支
援

す
る

　
に

整
合

す
る

。
・
J
IC

A
国

別
事

業
実

施
計

画
：
重

点
分

野
①

の
開

発
課

題
1
-
2
　

産
業

競
争

力
強

化
・
人

材
育

成
「
産

業
開

発
・
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

含
ま

れ
る

。
　

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
目

的
は

、
「
ベ

ト
ナ

ム
の

力
強

く
持

続
的

な
経

済
成

長
の

た
め

、
民

間
セ

ク
タ

ー
開

発
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
経

済
成

長
に

寄
与

す
る

高
度

産
業

人
材

の
育

成
の

支
援

」
・
J
IC

A
「
中

小
企

業
・
裾

野
産

業
開

発
協

力
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

お
い

て
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

経
営

者
・
技

能
者

の
不

足
、

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
と

の
ミ

ス
マ

ッ
チ

と
い

う
課

題
に

対
処

。
・
日

越
共

同
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

は
2
0
1
2
年

1
1
月

に
フ

ェ
ー

ズ
4
が

終
了

。
ベ

ト
ナ

ム
政

府
と

日
本

の
官

民
の

協
力

に
よ

り
、

ベ
ト

ナ
ム

の
ビ

ジ
ネ

ス
環

境
・
投

資
環

境
改

善
。

9
分

野
7
0
の

評
価

項
目

の
う

ち
多

く
の

項
目

で
改

善
目

標
達

成
。

（
裾

野
産

業
育

成
で

は
産

業
人

材
の

育
成

の
観

点
か

ら
機

械
加

工
分

野
の

国
家

技
能

検
定

制
度

設
置

。
2
0
1
2
年

1
2
月

に
旋

盤
と

C
N

C
マ

シ
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
の

技
能

検
定

実
施

。
2
0
1
3
年

7
月

か
ら

フ
ェ

ー
ズ

5
が

開
始

。
（
J
E
T
R

O
H

P
)

・
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

：
ベ

ト
ナ

ム
の

若
手

経
営

者
育

成
の

戦
略

と
し

て
適

切
（
講

義
内

容
、

講
義

形
式

等
）
で

あ
り

、
高

い
評

価
を

受
け

て
い

る
が

、
ベ

ト
ナ

ム
経

済
の

状
況

（
外

部
環

境
）
の

変
化

に
伴

い
、

参
加

者
が

減
少

の
傾

向
に

あ
る

。
・
経

営
塾

：
日

本
で

の
研

修
も

含
ま

れ
て

い
て

実
践

的
で

評
価

は
高

い
。

－
＞

ベ
ト

ナ
ム

国
内

の
み

で
の

実
施

形
態

も
検

討
さ

れ
て

い
る

が
、

聞
き

取
り

調
査

で
は

、
日

本
で

の
研

修
は

短
く
て

も
実

施
す

る
の

が
よ

い
と

の
コ

メ
ン

ト
。

・
ミ

ニ
Ｍ

Ｂ
Ａ

コ
ー

ス
（
試

行
）
：
8
/
1
9
/
2
0
1
3
 -

 9
/
1
2
-
2
0
1
3
 (
8
/
2
4
-
9
/
3
ま

で
は

講
義

な
し

）
　

ベ
ト

ナ
ム

側
か

ら
の

要
望

は
強

い
が

、
法

的
、

制
度

的
面

で
の

制
約

が
多

く
、

実
現

は
困

難
な

見
通

し
。

・
現

行
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

支
援

は
ほ

ぼ
ビ

ジ
ネ

ス
人

材
育

成
に

特
化

さ
れ

て
い

る
。

・
相

互
理

解
促

進
事

業
は

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
支

援
対

象
分

野
で

は
な

い
が

、
V

J
C

C
の

事
業

の
重

要
は

役
割

を
担

っ
て

い
る

。

①
現

地
講

師
の

対
象

者
の

選
定

：
F
T
U

大
学

講
師

は
企

業
で

の
実

務
経

験
が

な
い

た
め

、
現

地
講

師
と

し
て

必
ず

し
も

適
任

と
は

い
え

な
い

、
日

本
人

講
師

で
あ

る
と

い
う

こ
と

が
V

J
C

C
の

メ
リ

ッ
ト

に
な

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

、
等

の
コ

メ
ン

ト
あ

り
。

・
現

地
講

師
育

成
に

つ
い

て
は

、
育

成
対

象
（
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

）
の

選
定

、
育

成
の

方
法

論
に

つ
い

て
計

画
段

階
で

十
分

に
検

討
が

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

こ
と

が
指

摘
さ

れ
た

。
②

研
修

参
加

の
対

象
者

の
選

定
：
お

お
む

ね
適

切
。

今
後

広
報

を
強

化
し

て
、

潜
在

的
な

受
講

者
を

掘
り

起
こ

し
て

い
く
こ

と
も

必
要

。

技
術

の
優

位
性

　
：

・
日

本
の

技
術

の
優

位
性

は
、

“
も

の
づ

く
り

”
の

分
野

で
あ

り
、

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
、

経
営

塾
と

も
に

そ
の

優
位

性
を

い
か

ん
な

く
発

揮
し

て
い

る
。

「
生

産
性

」
に

つ
い

て
の

講
義

は
ベ

ト
ナ

ム
人

講
師

で
対

応
で

き
る

人
員

は
少

な
い

。
・
今

後
は

　
サ

ー
ビ

ス
業

（
お

も
て

な
し

）
に

も
対

象
を

広
げ

て
い

く
こ

と
も

一
案

。

・
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
の

た
め

、
決

定
権

は
学

長
で

あ
り

、
最

終
判

断
は

所
長

で
は

な
く
学

長
。

　
学

長
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

D
ir
e
c
to

rで
あ

る
が

、
多

忙
で

あ
る

。
し

か
し

、
副

学
長

等
へ

権
限

委
譲

す
る

こ
と

は
な

い
。

ハ
ノ

イ
と

ホ
ー

チ
ミ

ン
は

競
合

相
手

の
た

め
、

連
携

に
は

日
本

側
の

支
援

が
必

要
と

の
コ

メ
ン

ト
。

（
専

門
家

）
・
財

務
面

で
の

支
援

は
ゼ

ロ
（
ベ

ト
ナ

ム
政

府
、

F
T
U

と
も

に
）
で

あ
り

、
施

設
使

用
目

的
の

た
め

の
上

納
金

を
日

本
側

か
ら

提
供

し
て

い
る

。

そ
の

他
ベ

ト
ナ

ム
経

済
の

低
迷

で
、

金
融

引
き

締
め

、
国

営
企

業
改

革
等

に
よ

り
厳

し
い

経
済

状
況

が
続

い
て

お
り

、
Ｖ

Ｊ
Ｃ

Ｃ
の

事
業

実
施

に
も

影
響

。
ベ

ト
ナ

ム
の

経
済

危
機

に
よ

り
、

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
の

集
客

が
難

し
く
な

っ
た

。
他

の
民

間
教

育
機

関
も

増
え

て
い

る
。

日
系

企
業

の
進

出
が

増
え

、
日

系
企

業
の

Ｖ
Ｊ
Ｃ

Ｃ
利

用
が

増
え

て
い

る
。

日
本

留
学

者
が

増
え

、
日

本
語

学
習

の
ニ

ー
ズ

、
留

学
支

援
の

ニ
ー

ズ
が

増
大

し
て

い
る

。

認
識

（
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

）
実

施
機

関
F
T
U

や
V

J
C

C
ハ

ノ
イ

、
V

J
C

C
ホ

ー
チ

ミ
ン

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い

か
？ 調

査
の

視
点

/
調

査
事

項

C
/
P

の
配

置

適
切

な
C

/P
が

V
J
C

C
ハ

ノ
イ

、
V

J
C

C
ホ

ー
チ

ミ
ン

に
配

置
さ

れ
て

い
た

か
？

C
/
P

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

ど
の

よ
う

に
か

か
わ

っ
て

き
た

か
？

（
関

与
の

度
合

い
）

ベ
ト

ナ
ム

の
開

発
政

策
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

？

そ
の

他
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

以
降

に
生

じ
た

問
題

は
あ

る
か

？
　

 そ
の

原
因

は
何

か
？

優
先

度

J
IC

A
日

本
セ

ン
タ

ー
事

業
の

コ
ン

セ
プ

ト
・
ビ

ジ
ョ

ン
と

の
整

合
性

は
十

分
に

あ
っ

た
か

？

事
業

実
施

機
関

（
F
T
U

)の
選

定
は

適
切

で
あ

っ
た

か
？

手
段

と
し

て
の

適
切

性

日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

あ
っ

た
か

？
（
ど

ん
な

技
術

の
比

較
優

位
が

適
用

さ
れ

た
か

？
）

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
①

現
地

講
師

の
対

象
者

（
F
T
U

大
学

講
師

や
民

間
企

業
従

事
者

等
）
と

②
研

修
参

加
の

対
象

者
（
中

小
企

業
経

営
者

、
従

業
員

、
教

育
機

関
関

係
者

、
学

生
、

一
般

市
民

）
の

選
定

は
適

切
で

あ
っ

た
か

？

事
前

評
価

以
降

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

と
り

ま
く
環

境
（
政

治
、

経
済

、
社

会
）
の

変
化

は
な

い
か

？
ま

た
、

そ
れ

ら
の

変
化

に
対

し
て

、
ど

の
よ

う
な

対
応

が
な

さ
れ

た
か

？
　

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

の
際

の
提

言
事

項
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

対
応

が
な

さ
れ

た
か

？

ベ
ト

ナ
ム

対
象

地
域

・
社

会
の

ニ
ー

ズ
(中

小
企

業
・
裾

野
産

業
開

発
）
に

合
致

し
て

い
る

か
？

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
（
中

小
企

業
・
裾

野
産

業
の

経
営

者
）
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
ベ

ト
ナ

ム
の

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
分

野
の

開
発

課
題

に
対

す
る

効
果

を
上

げ
る

戦
略

と
し

て
適

切
で

あ
っ

た
か

？
―

技
術

移
転

の
ア

プ
ロ

ー
チ

、
他

ド
ナ

ー
と

の
援

助
協

調
に

よ
る

相
乗

効
果日

本
の

援
助

政
策

・
J
IC

A
国

別
事

業
実

施
計

画
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

？

必
要

性

妥
当

性
　

（
R

E
L
E
V

A
N

C
E
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
は

妥
当

で
あ

っ
た

か
？

－99－



ベ
ト
ナ
ム
日
本
人
材
協
力
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価
調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

・
調

査
結

果
別

添
資

料
６

3/
5

調
査

小
項

目
調

査
結

果

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
見

込
み

・
2
0
1
4
年

8
月

ま
で

に
お

お
む

ね
達

成
で

き
る

見
込

み
で

あ
る

が
、

課
題

（
現

地
講

師
育

成
/
安

定
的

確
保

、
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
動

向
を

踏
ま

え
た

企
画

運
営

等
）

指
標

の
達

成
レ

ベ
ル

：
指

標
１

）
2
0
1
4
年

3
月

末
ま

で
に

策
定

さ
れ

る
2
0
1
4
年

度
V

J
C

C
全

体
運

営
計

画
で

、
経

営
塾

・
C

E
O

コ
ー

ス
を

中
心

と
す

る
実

施
可

能
な

事
業

・
予

算
・
人

員
計

画
が

明
確

に
な

る
。

・
前

年
度

の
参

加
者

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
踏

ま
え

て
、

計
画

さ
れ

る
が

、
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
変

化
、

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

計
画

と
な

っ
て

い
る

と
は

い
え

な
い

。
指

標
２

）
2
0
1
4
年

3
月

末
ま

で
に

策
定

さ
れ

る
2
0
1
4
年

度
予

算
計

画
で

V
J
C

C
支

出
の

7
5
％

以
上

が
自

己
収

入
に

よ
っ

て
カ

バ
ー

さ
れ

る
。

・
第

3
年

次
終

了
段

階
（
2
0
1
3
.8

)時
点

で
は

V
J
C

C
の

支
出

負
担

率
は

7
0
.2

％
 (
ハ

ノ
イ

）
と

6
5
.7

％
で

あ
る

。
ま

た
2
0
1
3
年

1
2
月

現
在

で
は

、
全

体
で

の
支

出
負

担
率

は
6
8
.5

％
で

あ
る

。
指

標
３

）
2
0
1
4
年

3
月

末
ま

で
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

の
自

立
発

展
性

あ
る

V
J
C

C
中

期
運

営
計

画
（
5
カ

年
）
が

ベ
ト

ナ
ム

側
の

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
に

よ
る

策
定

さ
れ

て
い

る
。

・
中

期
運

営
計

画
は

現
在

策
定

中
。

今
後

、
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

を
設

置
し

、
V

J
C

C
全

体
で

議
論

し
な

が
ら

進
め

て
い

く
予

定
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

だ
け

で
な

く
、

前
フ

ェ
ー

ズ
ま

で
の

実
績

が
土

台
に

な
っ

て
お

り
、

そ
の

効
果

も
影

響
し

て
い

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

外
部

環
境

の
変

化
（
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
動

向
等

）
に

対
応

す
る

具
体

的
な

活
動

や
そ

の
仕

組
み

が
組

み
込

ま
れ

て
い

な
か

っ
た

、
ま

た
は

組
み

込
む

べ
く
活

動
を

追
加

す
る

な
ど

の
改

善
が

な
さ

れ
な

か
っ

た
点

が
課

題
。

2
0
1
0
年

以
降

、
ベ

ト
ナ

ム
経

済
が

低
迷

。
実

施
G

D
P

成
長

率
が

減
少

し
つ

つ
あ

る
。

（
2
0
1
0
年

6
.8

％
,　

2
0
1
1
年

5
.9

％
, 
2
0
1
2
年

5
.0

％
 ベ

ト
ナ

ム
統

計
総

局
）
　

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
分

野
で

は
、

企
業

の
倒

産
、

人
員

削
減

な
ど

、
経

営
が

厳
し

い
状

況
に

あ
る

。
聞

き
取

り
調

査
で

は
、

企
業

が
人

材
育

成
に

か
け

る
費

用
も

減
少

傾
向

に
あ

る
。

こ
の

外
部

環
境

の
変

化
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
大

き
い

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
外

部
条

件
と

し
て

追
記

。
（な

お
、

本
件

の
よ

う
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

は
、

本
来

設
定

し
て

お
く
べ

き
外

部
条

件
と

も
い

え
る

。
）

・
上

述
の

外
部

環
境

の
変

化
（
景

気
の

低
迷

）
、

民
間

研
修

機
関

の
参

入
な

ど
が

考
え

ら
れ

る
。

調
査

小
項

目
調

査
結

果

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
１

に
つ

い
て

は
、

7
つ

の
指

標
の

う
ち

、
1
-
3
 ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

に
関

す
る

指
標

、
1
-
5
及

び
1
-
6
 現

地
講

師
育

成
に

関
す

る
指

標
は

達
成

困
難

で
あ

る
も

の
の

、
そ

の
他

の
指

標
は

達
成

可
能

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

お
お

む
ね

達
成

。
・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
２

に
つ

い
て

は
、

十
分

達
成

し
て

い
る

。

・
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

の
参

加
者

減
少

に
つ

い
て

は
外

部
環

境
の

変
化

の
影

響
あ

り
。

ま
た

そ
の

変
化

に
対

応
で

き
る

仕
組

み
が

で
き

て
い

な
か

っ
た

こ
と

も
要

因
。

・
現

地
講

師
育

成
に

つ
い

て
は

、
対

象
と

な
る

現
地

講
師

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
確

保
、

選
定

の
困

難
性

が
あ

っ
た

こ
と

。
ま

た
計

画
段

階
で

の
検

討
が

不
十

分
で

あ
っ

た
こ

と
も

要
因

。

・
活

動
と

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
関

係
性

が
明

確
で

な
い

た
め

、
判

定
困

難
。

・
投

入
は

お
お

む
ね

適
切

で
あ

っ
た

。

・
特

に
問

題
は

な
い

。

・
日

本
側

の
投

入
に

つ
い

て
、

専
門

家
派

遣
に

つ
い

て
は

、
お

お
む

ね
良

好
。

な
お

、
C

/
P

に
よ

る
運

営
管

理
能

力
向

上
に

伴
い

、
短

期
専

門
家

の
派

遣
日

数
を

減
ら

し
て

い
る

。
・
ベ

ト
ナ

ム
側

の
投

入
は

人
材

、
土

地
・
施

設
の

提
供

の
み

。
ベ

ト
ナ

ム
側

の
資

金
負

担
は

な
し

。

・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
供

与
さ

れ
た

機
材

は
D

V
D

の
み

で
あ

る
。

著
作

権
の

関
係

で
外

部
で

の
有

効
な

利
用

が
制

約
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
経

営
塾

卒
業

生
、

企
業

か
ら

指
摘

が
あ

っ
た

。
（
現

状
維

持
で

対
応

す
る

以
外

方
法

は
な

い
）

・
こ

れ
ま

で
供

与
し

た
機

材
の

う
ち

老
朽

化
し

た
機

材
の

廃
棄

処
分

の
手

続
き

整
備

を
実

施
。

（
ス

テ
ア

リ
ン

グ
コ

ミ
ッ

テ
ィ

で
議

論
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運

営
管

理
体

制
・
ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

の
両

セ
ン

タ
ー

全
体

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
必

ず
し

も
十

分
で

は
な

い
こ

と
、

C
/
P

と
日

本
人

専
門

家
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
も

強
化

の
必

要
が

あ
る

こ
と

が
ベ

ト
ナ

ム
側

（
C

/
P

)か
ら

指
摘

さ
れ

た
。

他
の

日
本

の
援

助
ス

キ
ー

ム
の

活
用

・
S
V

と
の

連
携

が
効

果
的

：
Ｓ

Ｖ
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

か
ら

経
営

塾
参

加
者

が
掘

り
起

こ
さ

れ
た

。
現

場
指

導
を

S
V

に
移

管
（
S
V

講
師

、
V

J
C

C
ロ

ジ
提

供
で

連
携

し
て

効
率

的
に

実
施

）
　

ハ
ノ

イ
で

も
現

場
指

導
を

S
V

に
移

管
中

。

・
他

の
技

術
協

力
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
連

携
：

ハ
ノ

イ
：
ハ

ノ
イ

市
都

市
鉄

道
規

制
機

関
強

化
、

運
営

組
織

設
立

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

連
携

で
、

ソ
フ

ト
ス

キ
ル

研
修

を
実

施
。

ホ
ー

チ
ミ

ン
：
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
受

託
実

施
。

・
J
IC

A
ホ

ー
チ

ミ
ン

市
地

下
鉄

運
営

管
理

会
社

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

　
－

こ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

メ
ン

バ
ー

に
対

し
て

、
税

務
、

労
働

法
、

会
計

等
の

イ
ニ

シ
ャ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

。
（
3
週

間
）
す

べ
て

現
地

講
師

で
対

応
.

・
J
IC

A
チ

ョ
ー

ラ
イ

病
院

南
部

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
　

－
こ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
メ

ン
バ

ー
に

対
す

る
プ

レ
ゼ

ン
ス

キ
ル

講
義

の
実

施
。

他
ド

ナ
ー

と
の

デ
マ

ケ
・
ハ

ノ
イ

で
は

、
J
O

B
フ

ェ
ア

（
商

工
会

と
の

共
催

、
日

越
友

好
年

4
0
周

年
事

業
に

認
定

）
・
ホ

ー
チ

ミ
ン

で
は

、
近

畿
経

産
局

と
の

商
談

会
共

催
（
2
回

）
, 
エ

バ
ラ

製
作

所
と

の
C

S
R

セ
ミ

ナ
ー

共
催

（年
1
回

、
通

算
3
回

）
 ,
 ホ

ー
チ

ミ
ン

日
本

商
工

会
と

の
就

職
フ

ェ
ア

共
催

（
年

1
回

、
通

算
2
回

）
、

J
T
B

社
か

ら
の

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
研

修
受

託
（
富

国
生

命
、

日
立

製
作

所
、

合
計

6
回

実
施

済
み

 /
 1

回
当

た
り

2
～

4
週

間
）

投
入

コ
ス

ト
の

妥
当

性
・
講

師
の

現
地

化
に

よ
り

投
入

コ
ス

ト
の

削
減

が
可

能
で

あ
る

も
の

の
、

現
地

講
師

を
安

定
的

に
確

保
す

る
こ

と
は

困
難

な
状

況
。

（
原

則
的

に
V

J
C

C
の

収
入

か
ら

現
地

講
師

の
支

出
を

賄
う

）
　

一
方

で
、

日
本

人
講

師
か

ら
学

び
た

い
と

い
う

参
加

者
も

多
く
、

参
加

者
減

少
の

傾
向

を
踏

ま
え

て
、

講
師

の
現

地
化

に
今

後
ど

の
よ

う
に

対
処

す
べ

き
か

検
討

が
必

要
。

他
の

ド
ナ

ー
の

支
援

と
の

支
援

分
野

、
支

援
地

域
の

デ
マ

ケ
は

効
果

的
に

行
わ

れ
て

い
る

か
？

投
入

の
タ

イ
ミ

ン
グ

の
問

題
（
機

材
の

調
達

の
遅

れ
等

）
に

ど
の

よ
う

に
対

処
し

て
き

た
か

？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

実
施

に
よ

る
結

果
と

し
て

も
た

ら
さ

れ
て

い
る

か
？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

は
適

切
で

あ
っ

た
か

？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運

営
体

制
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

推
進

に
効

果
的

に
な

さ
れ

て
き

た
か

？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

「
ベ

ト
ナ

ム
中

小
企

業
・
裾

野
産

業
を

担
う

経
営

者
人

材
育

成
拠

点
と

し
て

の
V

J
C

C
の

自
立

発
展

的
な

体
制

と
機

能
が

強
化

さ
れ

る
」
の

達
成

の
見

込
み

は
あ

る
か

？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

　
「
在

ベ
ト

ナ
ム

の
日

本
企

業
と

法
人

が
V

J
C

C
に

対
す

る
支

援
を

継
続

す
る

」
は

、
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
？

　
外

部
条

件
に

よ
る

影
響

は
あ

る
か

？
外

部
条

件
が

満
た

さ
れ

る
可

能
性

は
高

い
か

？
さ

ら
に

、
 “

V
J
C

C
の

活
動

実
績

に
大

き
な

影
響

を
与

え
る

よ
う

な
経

済
不

況
が

発
生

し
な

い
”
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
に

至
る

外
部

条
件

に
追

加
す

る
こ

と
を

提
案

。

タ
イ

ミ
ン

グ

因
果

関
係

S
V

, 
研

修
事

業
と

の
一

体
化

（
連

携
協

力
）
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

推
進

に
ど

ん
な

点
で

効
果

的
で

あ
る

か
？

計
画

に
沿

っ
て

活
動

を
行

う
た

め
に

、
過

不
足

な
い

量
・
質

の
投

入
が

タ
イ

ミ
ン

グ
よ

く
実

施
さ

れ
た

か
？

因
果

関
係

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

よ
り

低
い

コ
ス

ト
で

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
達

成
す

る
代

替
手

段
を

取
り

入
れ

た
か

？
 同

じ
コ

ス
ト

で
よ

り
高

い
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
を

実
現

す
る

た
め

の
工

夫
は

あ
っ

た
か

？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

達
成

を
阻

害
し

た
要

因
は

あ
る

か
？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め
に

十
分

な
活

動
で

あ
っ

た
か

？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

十
分

で
あ

っ
た

か
？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め
に

十
分

な
投

入
で

あ
っ

た
か

？

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

は
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
？

　
外

部
条

件
に

よ
る

影
響

は
な

い
か

？

そ
の

他
、

（
特

に
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
以

降
で

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
貢

献
し

た
要

因
、

ま
た

は
、

目
標

達
成

を
阻

害
す

る
要

因
は

あ
る

か
？

有
効

性
　

（
E
F
F
E
C

T
IV

E
N

E
S

S
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
り

、
期

待
さ

れ
る

効
果

が
発

現
し

て
い

る
か

？

効
率

性
（
E
F
F
IC

IE
N

C
Y
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
効

率
的

に
実

施
さ

れ
た

か
？

－100－



ベ
ト
ナ
ム
日
本
人
材
協
力
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価
調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

・
調

査
結

果
別

添
資

料
６

4/
5

（
促

進
要

因
）

経
営

塾
ク

ラ
ブ

の
活

動
：
　

経
営

塾
卒

業
生

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
を

通
し

て
、

会
員

の
相

互
連

携
、

自
己

研
鑽

促
進

。
活

動
の

趣
旨

に
賛

同
し

た
若

手
経

営
者

も
参

加
。

F
T
U

内
部

に
事

務
局

。
－

＞
将

来
的

に
ベ

ト
ナ

ム
経

団
連

の
中

核
的

役
割

を
担

う
人

材
の

輩
出

を
め

ざ
す

。
2
0
1
3
年

8
月

現
在

の
会

員
数

　
8
9
名

　
活

動
内

容
：
①

会
員

主
催

の
セ

ミ
ナ

ー
、

勉
強

会
、

（
ム

ダ
削

減
、

経
済

危
機

、
人

材
開

発
等

）
②

日
本

人
講

師
と

の
交

流
会

、
③

日
本

で
開

催
さ

れ
る

塾
と

の
交

流
会

、
研

修
会

、
④

互
助

（
東

日
本

大
震

災
へ

の
義

捐
金

）
、

⑤
日

越
経

営
塾

と
の

教
育

交
流

協
定

を
検

討
中

。
（
九

州
・
ア

ジ
ア

経
営

塾
と

の
間

で
）

（
阻

害
要

因
）

P
D

M
/
P

O
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
徹

底
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
。

フ
ェ

ー
ズ

1
, 
2
　

の
経

験
か

ら
、

コ
ス

ト
意

識
醸

成
の

取
り

組
み

（
月

次
収

支
計

画
/
実

績
表

に
よ

る
収

支
実

績
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
。

調
査

小
項

目
調

査
結

果

外
部

環
境

の
変

化
や

こ
れ

ま
で

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

を
踏

ま
え

て
上

位
目

標
に

設
定

さ
れ

て
い

た
指

標
の

改
訂

が
提

案
さ

れ
た

。
現

時
点

で
の

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

を
判

断
す

る
の

は
時

期
尚

早
で

あ
る

が
、

ビ
ジ

ネ
ス

人
材

育
成

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
業

務
体

制
（
ニ

ー
ズ

調
査

、
事

業
戦

略
策

定
、

実
施

、
評

価
）
が

V
J
C

C
内

に
し

っ
か

り
と

定
着

す
れ

ば
、

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

は
高

く
な

る
と

い
え

る
。

指
標

１
）
民

間
セ

ク
タ

ー
で

活
躍

す
る

V
J
C

C
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

卒
業

生
数

が
2
0
1
8
年

ま
で

に
1
3
,0

0
0
名

を
超

え
る

・
本

指
標

の
数

値
目

標
で

あ
る

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
卒

業
生

1
3
,0

0
0
名

に
は

、
一

般
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

卒
業

生
と

セ
ミ

ナ
ー

参
加

者
の

数
値

が
含

ま
れ

て
い

る
が

、
上

位
目

標
で

う
た

っ
て

い
る

経
営

者
人

材
の

育
成

に
つ

い
て

は
、

一
般

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
と

経
営

塾
卒

業
生

の
数

値
で

検
証

す
る

こ
と

が
妥

当
と

思
わ

れ
る

。
第

3
年

次
ま

で
の

一
般

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
と

経
営

塾
参

加
者

の
総

計
は

約
2
,1

0
0
名

で
あ

り
、

現
在

の
質

を
確

保
し

つ
つ

、
こ

れ
ま

で
の

マ
ー

ケ
ッ

ト
の

動
向

も
含

め
て

検
討

し
た

結
果

、
2
0
1
8
年

ま
で

の
達

成
目

標
を

4
,5

0
0
名

程
度

と
予

測
で

き
る

。
 し

た
が

っ
て

、
指

標
1
は

“
民

間
セ

ク
タ

ー
で

活
躍

す
る

V
J
C

C
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

卒
業

生
数

（
一

般
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

卒
業

生
と

経
営

塾
卒

業
生

数
の

総
計

）
が

2
0
1
8
年

ま
で

に
4
,5

0
0
名

を
超

え
る

”
に

修
正

す
る

こ
と

が
提

案
さ

れ
た

。

指
標

2
)2

0
1
8
年

ま
で

に
ベ

ト
ナ

ム
中

小
企

業
・
裾

野
産

業
界

を
牽

引
す

る
産

業
組

織
が

形
成

さ
れ

、
2
0
名

以
上

の
V

J
C

C
（
経

営
塾

）
卒

業
生

が
中

心
的

役
割

を
果

た
し

て
い

る
・
ベ

ト
ナ

ム
で

現
在

は
禁

止
さ

れ
て

い
る

産
業

組
織

を
経

営
塾

卒
業

生
等

が
形

成
で

き
る

可
能

性
は

な
い

こ
と

か
ら

、
本

指
標

は
現

実
的

で
は

な
い

と
い

う
判

断
か

ら
、

削
除

を
提

案
し

、
以

下
に

示
す

指
標

に
代

え
る

こ
と

が
提

案
さ

れ
た

。

（
代

替
指

標
の

提
案

）
・
V

J
C

C
が

ベ
ト

ナ
ム

の
工

業
化

を
牽

引
す

る
経

営
者

人
材

を
継

続
的

に
育

成
し

て
い

く
た

め
に

は
、

変
動

す
る

マ
ー

ケ
ッ

ト
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
に

は
、

ビ
ジ

ネ
ス

人
材

育
成

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

実
施

体
制

が
V

J
C

C
内

に
構

築
さ

れ
て

い
る

必
要

が
あ

る
。

そ
れ

を
検

証
す

る
指

標
と

し
て

以
下

が
提

案
さ

れ
た

。
“
ビ

ジ
ネ

ス
人

材
育

成
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

標
準

的
な

業
務

体
制

（
ニ

ー
ズ

調
査

、
事

業
戦

略
策

定
、

実
施

、
評

価
）
が

V
J
C

C
内

に
構

築
さ

れ
て

い
る

”

以
下

の
外

部
条

件
は

現
時

点
で

も
正

し
い

。
・
「
2
0
2
0
年

ま
で

に
工

業
国

化
を

め
ざ

す
ベ

ト
ナ

ム
政

府
の

基
本

政
権

が
継

続
す

る
」

・
「
V

J
C

C
が

構
築

し
た

ビ
ジ

ネ
ス

人
材

育
成

機
能

を
ベ

ト
ナ

ム
政

府
の

関
係

省
庁

・
機

関
が

有
効

に
活

用
す

る
」

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
ー

＞
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

外
部

条
件

と
し

て
設

定
し

た
ベ

ト
ナ

ム
の

経
済

状
況

の
悪

化
が

、
上

位
目

標
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

と
も

な
る

。

因
果

関
係

・
乖

離
し

て
い

な
い

。

特
に

な
し

。

・
 経

営
塾

に
参

加
し

て
い

る
企

業
経

営
者

に
よ

る
と

、
彼

が
所

有
す

る
工

場
に

“
5
S
”
が

導
入

さ
れ

た
。

5
S
導

入
に

は
上

述
の

シ
ニ

ア
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

適
切

な
指

導
も

あ
っ

た
。

そ
の

甲
斐

あ
っ

て
、

2
0
1
3
年

1
1
月

に
日

系
企

業
と

の
契

約
を

取
り

つ
け

る
こ

と
が

で
き

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
日

系
企

業
か

ら
は

”
5
S
”
が

適
切

に
導

入
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
契

約
の

決
め

手
の

ひ
と

つ
と

な
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
（
聞

き
取

り
調

査
か

ら
）

・
 経

営
塾

ク
ラ

ブ
は

経
営

塾
卒

業
生

の
ナ

レ
ッ

ジ
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
に

有
効

で
あ

る
。

経
営

塾
卒

業
生

は
自

発
的

に
経

営
塾

ク
ラ

ブ
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

て
、

卒
業

生
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

り
、

相
互

の
勉

強
会

を
開

催
す

る
な

ど
し

て
い

る
。

特
に

近
在

の
同

期
生

で
互

い
に

経
営

の
情

報
や

ノ
ウ

ハ
ウ

な
ど

を
共

有
で

き
る

友
人

関
係

に
発

展
し

て
い

る
例

も
あ

る
。

（
聞

き
取

り
調

査
か

ら
）

・
 V

J
C

C
の

日
越

の
人

材
交

流
、

相
互

理
解

促
進

の
強

力
な

拠
点

と
し

て
の

役
割

が
、

V
J
C

C
の

知
名

度
を

上
げ

る
と

同
時

に
人

材
育

成
に

関
す

る
市

場
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

、
日

系
企

業
の

海
外

展
開

支
援

に
も

間
接

的
に

貢
献

し
て

い
る

。
V

J
C

C
で

は
日

本
か

ら
の

経
済

ミ
ッ

シ
ョ

ン
や

日
本

の
大

学
の

ス
タ

デ
ィ

ツ
ア

ー
へ

の
情

報
提

供
（
産

業
人

材
育

成
の

状
況

等
）
、

ベ
ト

ナ
ム

人
留

学
生

支
援

、
日

越
の

国
際

関
係

促
進

な
ど

多
種

多
様

な
活

動
も

担
っ

て
い

る
。

・
V

J
C

C
の

日
本

語
コ

ー
ス

（
質

の
高

さ
）
は

ハ
ノ

イ
で

も
ホ

ー
チ

ミ
ン

で
も

知
名

度
は

高
く
、

評
価

さ
れ

て
い

る
。

（
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

）
・
相

応
の

求
心

力
を

備
え

た
事

業
体

に
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
将

来
的

に
も

「
日

本
と

関
係

の
あ

る
ベ

ト
ナ

ム
人

、
日

本
に

関
心

が
あ

る
ベ

ト
ナ

ム
人

、
日

本
が

好
き

な
ベ

ト
ナ

ム
人

」
を

呼
び

込
む

核
と

な
り

う
る

。
（
質

問
票

か
ら

）

特
に

な
し

。

・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
設

定
し

た
“
も

の
づ

く
り

成
果

発
表

会
”
が

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
研

修
で

修
得

し
た

知
識

・
技

術
活

用
の

事
例

共
有

、
さ

ら
な

る
発

展
を

促
進

す
る

場
を

提
供

。

P
V

C
-
F
E
C

O
N

社
（
ハ

ノ
イ

）
：
現

場
指

導
の

結
果

、
独

自
に

現
場

改
善

を
進

め
る

力
を

つ
け

た
。

ヒ
ン

ト
を

与
え

る
だ

け
で

対
処

で
き

る
。

－
も

の
づ

く
り

成
果

発
表

会
で

の
プ

レ
ゼ

ン
タ

ー
・
B

ie
n
 H

o
a 

P
ac

ka
gi

n
g 

社
（
ホ

ー
チ

ミ
ン

）
：
自

力
で

カ
イ

ゼ
ン

に
取

り
組

む
力

を
つ

け
た

。
も

の
づ

く
り

発
表

会
で

の
プ

レ
ゼ

ン
タ

ー

・
他

の
研

修
機

関
の

参
入

が
活

発
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
V

J
C

C
の

役
割

を
明

確
に

し
、

他
の

研
修

機
関

と
の

差
別

化
を

図
る

よ
う

に
工

夫
し

て
い

る
。

そ
う

す
れ

ば
、

他
の

研
修

機
関

と
競

合
す

る
こ

と
な

く
、

相
互

の
連

携
し

た
取

り
組

み
で

棲
み

分
け

が
可

能
に

な
っ

て
い

く
だ

ろ
う

。

・
変

化
の

激
し

い
ベ

ト
ナ

ム
に

お
い

て
は

、
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

ま
た

他
機

関
と

の
棲

み
分

け
を

十
分

に
把

握
し

て
運

営
す

る
こ

と
が

肝
要

。
そ

の
た

め
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
ハ

ノ
イ

）
で

は
、

民
間

教
育

機
関

（
日

系
）
、

大
学

、
日

本
語

学
校

と
積

極
的

な
意

見
交

換
を

行
っ

て
い

る
。

・
一

方
で

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

で
は

、
競

合
等

に
よ

る
不

都
合

は
生

じ
て

い
な

い
。

マ
ー

ケ
ッ

ト
規

模
を

埋
め

尽
く
せ

る
だ

け
の

（
講

師
等

の
）
人

的
リ

ソ
ー

ス
が

ホ
ー

チ
ミ

ン
で

は
不

足
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

な
お

、
類

似
の

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
を

実
施

す
る

企
業

等
と

の
連

携
を

強
め

、
研

修
実

施
企

業
、

研
修

参
加

企
業

、
V

J
C

C
事

業
の

す
べ

て
に

益
す

る
こ

と
が

理
想

的
と

の
コ

メ
ン

ト
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

ー
＞

上
位

目
標

達
成

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

ー
「
2
0
2
0
年

ま
で

に
工

業
国

化
を

め
ざ

す
ベ

ト
ナ

ム
政

府
の

基
本

政
権

が
継

続
す

る
」

ー
「
V

J
C

C
が

構
築

し
た

ビ
ジ

ネ
ス

人
材

育
成

機
能

を
ベ

ト
ナ

ム
政

府
の

関
係

省
庁

・
機

関
が

有
効

に
活

用
す

る
」
　

は
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
？

社
会

経
済

状
況

へ
の

波
及

効
果

環
境

保
護

へ
の

影
響

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
開

発
分

野
の

技
術

面
、

政
策

・
制

度
面

で
の

変
革

（
革

新
）
へ

の
影

響

社
会

的
弱

者
層

な
ど

社
会

・
文

化
的

側
面

へ
の

影
響

そ
の

他

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

乖
離

し
て

い
な

い
か

？

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

？

政
策

レ
ベ

ル
（
制

度
、

法
律

、
基

準
等

）
の

整
備

へ
の

影
響

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

上
位

目
標

「
ベ

ト
ナ

ム
の

工
業

化
を

牽
引

す
る

経
営

者
人

材
が

V
J
C

C
に

よ
り

継
続

的
に

育
成

さ
れ

る
」
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

と
し

て
発

現
が

見
込

ま
れ

る
か

？

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

経
済

面
へ

の
影

響

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
教

訓
は

生
か

さ
れ

た
か

？

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
は

あ
る

か
？

そ
れ

を
軽

減
す

る
対

策
は

と
ら

れ
て

い
る

か
？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

達
成

を
促

進
/
阻

害
し

て
い

る
要

因
は

あ
る

か
？

イ
ン

パ
ク

ト
　

（
IM

P
A

C
T
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

り
波

及
効

果
は

あ
る

か
？
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ベ
ト
ナ
ム
日
本
人
材
協
力
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価
調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

・
調

査
結

果
別

添
資

料
６

5/
5

調
査

小
項

目
調

査
結

果

・
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

実
施

に
つ

い
て

は
、

V
J
C

C
独

自
に

よ
る

実
施

運
営

体
制

（
企

画
、

実
施

、
評

価
）
は

可
能

で
あ

る
が

、
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

把
握

し
て

　
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
ニ

ー
ズ

に
こ

た
え

る
工

夫
を

凝
ら

す
等

、
ニ

ー
ズ

の
判

断
、

戦
略

構
想

、
企

画
立

案
は

ま
だ

十
分

で
は

な
い

。
・
（
ホ

ー
チ

ミ
ン

）
年

間
達

成
数

値
目

標
の

設
定

、
バ

ナ
ー

に
よ

る
見

え
る

化
な

ど
　

積
極

的
な

取
り

組
み

も
あ

る
。

・
V

J
C

C
独

自
の

、
ま

た
は

F
T
U

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
に

よ
る

人
材

確
保

は
困

難
と

の
見

通
し

。
・
（
ホ

ー
チ

ミ
ン

）
F
T
U

日
本

語
学

科
と

の
協

力
体

制
、

Ｆ
Ｔ

Ｕ
学

生
向

け
サ

ー
ビ

ス
（
学

生
の

自
習

エ
リ

ア
の

確
保

）
の

実
施

。

・
V

J
C

C
で

は
自

立
発

展
的

な
組

織
体

制
が

一
定

程
度

確
立

で
き

た
と

い
え

る
。

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
実

施
に

つ
い

て
は

、
V

J
C

C
独

自
に

よ
る

実
施

運
営

体
制

（企
画

、
実

施
、

評
価

、
ニ

ー
ズ

対
応

）
は

可
能

で
あ

る
が

、
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

把
握

し
て

コ
ー

ス
を

企
画

す
る

こ
と

は
ま

だ
で

き
て

い
な

い
。

・
今

後
、

関
係

機
関

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
強

化
し

、
潜

在
的

な
参

加
者

を
掘

り
起

し
、

さ
ら

に
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
強

化
し

て
い

け
ば

、
マ

ー
ケ

ッ
ト

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

効
果

的
な

戦
略

で
の

事
業

実
施

体
制

が
し

っ
か

り
と

確
立

さ
れ

る
だ

ろ
う

。

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

地
道

な
努

力
の

甲
斐

あ
っ

て
経

費
負

担
の

目
標

値
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
は

ほ
ぼ

達
成

で
き

る
見

込
み

で
あ

る
。

毎
月

、
収

支
実

績
を

キ
ャ

ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー

計
画

/
実

績
表

で
モ

ニ
タ

ー
し

て
い

る
こ

と
で

ス
タ

ッ
フ

の
コ

ス
ト

意
識

も
高

ま
っ

て
き

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
引

き
続

き
同

様
の

努
力

を
し

て
い

け
ば

財
政

面
で

の
持

続
性

も
改

善
さ

れ
て

い
く
だ

ろ
う

。

・
導

入
し

た
D

V
D

は
適

切
に

管
理

さ
れ

て
い

る
。

・
前

フ
ェ

ー
ズ

ま
で

に
建

設
、

供
与

さ
れ

た
施

設
、

機
材

の
維

持
管

理
は

V
J
C

C
独

自
で

可
能

。
全

く
問

題
は

な
い

。
（
前

フ
ェ

ー
ズ

ま
で

に
供

与
さ

れ
た

機
材

が
老

朽
化

し
た

が
、

そ
の

廃
棄

処
分

の
手

続
き

は
日

本
側

で
対

応
済

み
）

・
日

本
的

経
営

に
つ

い
て

は
、

ベ
ト

ナ
ム

社
会

に
受

け
入

れ
ら

れ
、

効
果

的
に

持
続

さ
れ

る
可

能
性

は
多

い
に

あ
る

。

・
特

に
関

連
の

情
報

は
入

手
し

て
い

な
い

。
ま

た
関

係
者

か
ら

の
指

摘
も

な
か

っ
た

が
、

環
境

へ
の

配
慮

に
つ

い
て

は
、

今
後

も
継

続
的

に
注

視
し

て
い

く
必

要
あ

り
。

①
 F

T
U

ハ
ノ

イ
及

び
ホ

ー
チ

ミ
ン

、
V

J
C

C
ハ

ノ
イ

及
び

ホ
ー

チ
ミ

ン
の

指
揮

命
令

系
統

及
び

情
報

共
有

フ
ォ

ロ
ー

を
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
・
日

常
的

に
連

絡
相

談
体

制
を

維
持

し
て

お
り

、
実

務
上

特
段

の
支

障
は

生
じ

て
い

な
い

。
　

ハ
ノ

イ
、

ホ
ー

チ
ミ

ン
間

、
C

/
P

と
専

門
家

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

一
層

強
化

し
て

い
く
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

②
 C

/
P

及
び

ス
タ

ッ
フ

の
離

職
に

つ
い

て
、

早
急

に
外

部
か

ら
の

新
し

い
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
採

用
、

も
し

く
は

内
部

昇
格

に
よ

る
補

充
が

求
め

ら
れ

る
・
所

掌
に

見
直

し
に

よ
り

効
率

的
な

実
施

体
制

を
構

築
中

。
現

在
は

、
H

C
M

C
の

マ
ネ

ジ
ャ

ー
2
名

が
欠

員
状

態
で

あ
る

が
、

サ
ブ

マ
ネ

ジ
ャ

ー
や

ス
タ

ッ
フ

の
兼

任
に

よ
っ

て
業

務
が

遂
行

さ
れ

て
お

り
、

支
障

は
な

い
。

よ
り

効
率

的
に

業
務

で
き

て
い

る
。

今
後

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
、

給
与

体
系

の
見

直
し

を
検

討
す

る
見

込
み

。
さ

ら
に

現
行

の
ス

タ
ッ

フ
を

マ
ネ

ジ
ャ

ー
に

昇
格

す
る

な
ど

も
検

討
中

。

③
 ベ

ト
ナ

ム
企

業
間

あ
る

い
は

ベ
ト

ナ
ム

日
本

企
業

間
を

橋
渡

し
す

る
機

関
と

し
て

の
機

能
を

強
化

す
る

。
・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
よ

り
各

種
ニ

ー
ズ

調
査

(日
系

企
業

等
）
を

実
施

、
ま

た
、

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン

グ
（
日

本
企

業
、

ベ
ト

ナ
ム

企
業

間
）
を

近
畿

経
産

局
と

2
度

実
施

。
今

後
、

オ
ー

ル
ジ

ャ
パ

ン
で

の
取

り
組

み
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

構
築

す
る

予
定

。

④
 ビ

ジ
ネ

ス
サ

ー
ク

ル
の

場
と

し
て

、
卒

業
生

の
集

い
の

場
で

あ
る

経
営

塾
ク

ラ
ブ

の
機

能
を

強
化

す
る

。
・
 経

営
塾

は
年

9
回

の
う

ち
7
回

が
ハ

ノ
イ

で
実

施
さ

れ
て

い
る

た
め

、
主

に
ハ

ノ
イ

で
行

わ
れ

て
い

る
が

、
本

邦
か

ら
の

来
訪

企
業

と
の

交
流

促
進

 経
営

塾
ク

ラ
ブ

の
活

動
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

・
経

営
塾

ク
ラ

ブ
は

正
式

な
会

合
以

外
に

も
情

報
交

換
の

場
が

任
意

に
も

た
れ

て
い

る
。

（
同

期
生

、
同

地
区

間
等

）
　

経
営

者
の

情
報

共
有

の
場

、
切

磋
琢

磨
の

場
と

し
て

有
効

。

⑤
 V

J
C

C
と

同
等

レ
ベ

ル
の

研
修

コ
ー

ス
を

提
供

す
る

在
ベ

ト
ナ

ム
の

研
修

機
関

と
連

携
の

可
能

性
を

探
る

。
・
研

修
講

師
を

現
地

で
公

募
に

よ
り

確
保

す
る

プ
ロ

セ
ス

を
通

し
て

、
現

地
研

修
機

関
の

情
報

収
集

、
講

師
の

質
等

を
確

認
し

た
。

さ
ら

に
、

現
地

日
系

研
修

機
関

と
の

連
携

に
よ

る
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

を
実

施
し

た
。

ホ
ー

チ
ミ

ン
で

は
G

M
L
V

社
に

2
つ

の
講

義
を

委
託

し
、

実
施

し
た

。
　

今
後

さ
ら

に
連

携
の

可
能

性
を

探
っ

て
い

く
予

定
。

⑥
 J

IC
A

技
術

協
力

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

じ
て

蓄
積

さ
れ

た
ア

セ
ッ

ト
を

活
用

し
た

本
フ

ェ
ー

ズ
終

了
後

の
将

来
像

を
描

く
。

・
中

期
計

画
を

策
定

中
で

あ
る

。
ホ

ー
チ

ミ
ン

で
は

、
 ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

参
加

企
業

、
日

本
語

コ
ー

ス
受

講
者

、
図

書
館

利
用

者
、

就
職

フ
ェ

ア
等

の
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

の
リ

ス
ト

ア
ッ

プ
作

業
を

継
続

し
て

お
り

、
そ

れ
ら

リ
ス

ト
を

生
か

し
、

よ
り

多
様

な
事

業
体

（
≒

収
入

の
多

角
化

）
を

図
っ

て
い

る
。

・
終

了
時

評
価

後
、

1
年

間
の

延
長

が
提

案
さ

れ
、

そ
の

間
に

今
後

の
V

J
C

C
の

方
向

、
事

業
体

制
、

事
業

内
容

に
つ

い
て

も
さ

ら
な

る
検

討
が

行
わ

れ
る

予
定

。

・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

っ
て

導
入

さ
れ

た
知

識
や

技
術

は
、

ベ
ト

ナ
ム

の
現

状
に

適
し

て
お

り
、

定
着

の
見

込
み

は
大

い
に

あ
る

。
V

J
C

C
の

現
ス

タ
ッ

フ
が

継
続

し
て

従
事

し
、

特
に

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
分

野
の

知
識

、
技

能
を

習
得

し
、

さ
ら

に
そ

れ
を

維
持

す
る

努
力

を
続

け
て

い
け

ば
、

技
術

面
で

の
持

続
性

は
確

保
さ

れ
る

だ
ろ

う
。

・
現

地
講

師
に

つ
い

て
は

、
ど

の
よ

う
に

確
保

、
ま

た
は

育
成

し
て

い
く
の

か
、

十
分

な
検

討
が

必
要

。

協
力

終
了

後
も

効
果

を
上

げ
て

い
く
た

め
の

活
動

を
実

施
す

る
に

足
る

V
J
C

C
(ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

市
）
の

組
織

能
力

は
十

分
か

？
（
人

材
配

置
、

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

）

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
開

発
分

野
お

け
る

ベ
ト

ナ
ム

政
府

の
政

策
支

援
は

協
力

終
了

後
も

継
続

す
る

か
？

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
開

発
分

野
の

現
状

と
今

後
の

見
通

し
は

ど
う

で
あ

る
か

？
　

ま
た

当
該

分
野

の
関

連
規

制
、

法
制

度
は

整
備

さ
れ

つ
つ

あ
る

か
？

調
査

の
視

点
/
調

査
事

項

V
J
C

C
(ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

）
が

主
体

と
な

っ
て

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
や

他
の

研
修

を
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
か

？
（
そ

の
た

め
に

は
何

が
必

要
か

？
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

る
効

果
を

維
持

す
る

た
め

の
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

は
V

J
C

C
及

び
F
T
U

に
十

分
に

確
保

さ
れ

て
い

る
か

？

社
会

・
文

化
・
環

境
面

組
織

・
財

政
面

そ
の

他
中

小
企

業
・
裾

野
産

業
開

発
分

野
で

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

の
継

続
発

展
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

？
 中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

の
提

言
の

進
捗

も
踏

ま
え

て
。

政
策

・
制

度
面

施
設

（
V

J
C

C
ハ

ノ
イ

、
V

J
C

C
ホ

ー
チ

ミ
ン

）
　

や
機

材
の

維
持

管
理

は
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

か
？

V
J
C

C
が

単
独

で
適

切
に

行
っ

て
い

る
か

？

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

日
本

的
経

営
、

研
修

の
方

法
等

が
、

ベ
ト

ナ
ム

社
会

、
文

化
面

で
効

果
の

持
続

性
に

影
響

を
与

え
て

い
る

可
能

性
は

な
い

か
？

環
境

へ
の

配
慮

不
足

に
よ

り
持

続
的

効
果

を
妨

げ
る

可
能

性
は

な
い

か
？

現
在

、
必

要
な

予
算

が
確

保
さ

れ
て

い
る

か
?　

ま
た

今
後

、
当

該
分

野
の

予
算

が
増

え
る

可
能

性
は

ど
の

程
度

あ
る

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
活

用
さ

れ
る

技
術

移
転

の
手

法
は

受
け

入
れ

ら
れ

つ
つ

あ
る

か
？

（
中

小
企

業
・
裾

野
産

業
開

発
分

野
の

人
材

育
成

の
ニ

ー
ズ

に
適

合
し

た
技

術
レ

ベ
ル

か
ど

う
か

、
社

会
的

・
慣

習
的

に
も

受
け

入
れ

や
す

く
提

供
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

か
等

）
技

術
面

ベ
ト

ナ
ム

で
は

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
の

経
営

者
人

材
育

成
の

ニ
ー

ズ
は

大
変

高
く
、

ベ
ト

ナ
ム

政
府

は
引

き
続

き
こ

れ
ら

の
人

材
の

育
成

に
は

優
先

的
に

力
を

い
れ

て
い

く
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。

持
続

性
（
S

U
S

T
A

IN
A

B
IL

IT
Y
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
・
発

展
し

て
い

く
か

？
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７．視察写真

別添資料 7-2

現地視察の状況

VJCC ハノイ

綺麗に整備された図書館 図書館内に保管された DVD
建物の一室を JICEに貸与している

ビジネスコース 講義風景 キムアイン所長、山浦チーフアドバイ

ザーが見守るなかでの署名
署名後の FTUのチャウ学長と田中団長

VJCC ホーチミン

FTU ホーチミン分校の敷地内に建設さ

れた VJCCホーチミン

VJCC 建物の駐車場の空きスペースは

FTU 学生のカフェテリアとして貸与し

て、有効活用されている

VJCC 建物の横の空き地も FTU学生の自

習スペースとして活用されている
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別添資料 7-2

経営塾に受講生を派遣している現地企業の視察

経営塾にこれまで数名の受講生を派遣

している企業（梱包業）

きちんと整備されている梱包工場 梱包工場の壁に張り出された 5S

梱包工場内にある整理、仕分け用の箱 梱包工場の壁に張り出された

カイゼンの事例

経営塾第 5期の受講生である建築資材

会社の経営者の執務室に掲示されてい

た Year Planner

別添資料 7-2

経営塾に受講生を派遣している現地企業の視察

経営塾にこれまで数名の受講生を派遣

している企業（梱包業）

きちんと整備されている梱包工場 梱包工場の壁に張り出された 5S

梱包工場内にある整理、仕分け用の箱 梱包工場の壁に張り出された

カイゼンの事例

経営塾第 5期の受講生である建築資材

会社の経営者の執務室に掲示されてい

た Year Planner
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８．サーベイ結果  別添資料 8-1 

1 
 

「ベトナム日本人材協力センター・ビジネス人材育成プロジェクト」 終了時評価調査 

日本側関係機関用質問票 回答集計結果 

回答者氏名 

1 浜崎秀行氏、副社長、HIRAYAMA VIETNAM CO.,LTD. 

2 西川壮太郎、ダイレクター、ジェトロ・ハノイ事務所 

3 佐藤 正治、ハノイ駐在員事務局、ベトナム簿記普及推進協議会（ABPV） 

4 河原 光伯、Sales Manager、A.I.Global Sun Partners JSC HCMC Branch（AGS）(HCMC) 

 

1. 本プロジェクトではベトナムの中小企業・裾野産業開発に寄与すべく VJCC が中心となって当該分野の人材育成の活

動を行ってきました。VJCC の存在及び各事業活動（ビジネスコース、経営塾、学生向けセミナー、日本語コース、相互

理解促進事業、図書館サービス）はベトナムの人々に広く認知されているとお考えですか？  
 

VJCC の存在 □大変認知され

ている 
□ほぼ認知され

ている 
□あまり認知され

ていない 
□まったく認知さ

れていない 
□わからない 

 1 2 １   
事業活動 
ビジネスコース  3 １   
経営塾  3 １   
学生向けセミナー 1 2   1 
日本語コース 3 1    
相互理解促進  2 2   
図書館サービス  3 1   

 

2. 上記質問で□大変（または、ほぼ）認知されている事業活動と、□あまり（または、全く）認知されていない事業活動に

わけ、そう思われる理由を教えてください。 
 

大変（ほぼ）認知され

ている事業活動名 理由 

日本語コース ① 弊社立上げ人材採用時も VJCC のコース参加者で、その後、日本語人材などの採用時、また

は日本企業からの採用時に日本語コースに参加させており、ベトナム人スタッフなどに聞いて

も日本語関係では VJCC の名が挙がる。 
② 日本語が上手なベトナム人に「どこで日本語を習ったのか」を聞くと、かなりの頻度で「VJCC

で習った」という回答があり、当所のローカルスタッフに聞いても VJCC の日本語コースは有名

とのこと。 
③ 2009 年 2 月 23 日に入門コースを開始し、10 回に及んでいる。また応用コースも 6 回に及ん

でおり、全受講生は約 470 名に達している。 
④ 適時な広報活動、良質な教材と熱心な講師の講義。 
 

学生セミナー 記載なし。 
あまり（全く）認知され

ていない事業活動名 
理由 

相互理解促進 ⑤ 日系企業からみると相互理解促進の部分がまだまだと感じます。ベトナム企業の産業育成と

いったところが強く、進出している日系企業との接点が少ないと感じます。 
⑥ 恐縮ながら、どのような事業を実施しているのか存じ上げないため。 

学生向けセミナー、相

互理解促進、ビジネス

コース、経営塾、図書

館サービス(HCMC) 
 

⑦ 大学進学率が 20%程度というレベルでは、ワーカーレベルの一般的なベトナム人に認知され

ているとはいえない。大学を卒業しているいわゆるエリート層には浸透しているとは思う。 
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  別添資料 8-1 

2 
 

3. VJCC が提供しているビジネス人材育成のコースは ベトナム国の中小企業・裾野産業の経営者のニーズに合致して

いると思いますか？ その理由も記載してください。 
項目 回答数 理由・コメント 

□大変合致している １ ・経営者とのニーズは合致していると思います。しかし、知識化はされるもの

の、それを生かす応用力、創造力まではいっていない感じがします。 
・ベトナム裾野産業を育成するうえで、品質改善や生産管理技術は大変重要

であり、VJCC ではそのような教育を実施していると理解している。 
・長期コース（経営塾・MBA）と短期コース（人材のスタッフィングスキ

ル）は経営者の実践的な管理能力の向上に有効である。 
・ベトナム国内の有識者、経験者、専門家などを講師として迎えていることは

有益な活動であると思われる。(HCMC) 

□ほぼ合致している 3 

□あまり合致していない  

□まったく合致していない  

□どちらともいえない  

 
4. VJCC のビジネスコースで提供されている研修コースの内容について、どのように評価していますか？ 
□大変効果的である １ ・経営塾を卒業し、日本的経営を身につけたベトナム人社長と日本企業とのビジネ

ス（成約）が生まれているため。（具体名） 
・提供する講座の種類と担当講師の経験が適当である。 
・研修コースで得られる知識は全般的なものが多く、入り口としてとらえる部分では

効果があると思われる。ただし、全般的な話が多くなるため、思考することが苦手な

この国では、与えられた課題をどのように検討していくのかという考え方も必要にな

る可能性はある。(HCMC) 
・参加していないため。（どちらともいえないに対する回答） 

□ほぼ効果的である 2 

□あまり効果的でない  

□まったく効果的でない  

□どちらともいえない 1 

 
5. VJCC の日本人講師による講義、指導について、どのように評価していますか？ 
□大変効果的である 2 ・経営塾を卒業したベトナム人社長から「企業経験者による講義は大変良かった」

という感想を聞いた。 
・日本人的なビジネス･マインドを理解することで、井の中の蛙になりがちなベトナム

人経営者に新たなマインドを提供することができる。外国人の講師というだけで、一

見の価値はベトナム側にあると感じる。(HCMC) 
・内容により、良し悪しもあるが、手法を知るうえでは効果的と思います。 
・どの講座の講師もベトナム人のために熱心に職務を遂行している。 

□ほぼ効果的である 2 

□あまり効果的でない  

□まったく効果的でない  

□どちらともいえない  

 

6. VJCC のベトナム人講師による講義、指導について、どのように評価していますか？ 
□大変効果的である  ・講義内容にもよりますが、同じ言語で行うことは理解、進度ともに伝わりやすいと

思います。 
・参加者からあまり良い評価を聞いていない。やはり日本人講師だからこそ伝えら

れるものがあると思う。（単なる知識の伝達ではなく、背景や考え方を含めた講義）

・先述したとおり、現在ベトナムの経営者のほとんどが、国際的なマインドをもって

いるとは考え難い。そういった自己満足的な家内工業思考の講師に講義・指導を

もたせても、最終的には上手くまとまるだけのような気がする。後々の議論に発展

しない。（HCMC） 
・講義内容・講師人格が不明である。（どちらともいえないに対する回答） 

□ほぼ効果的である 1 

□あまり効果的でない 2 

□まったく効果的でない  

□どちらともいえない １ 

 
7. VJCC の研修機関としての運営状況についてどのように評価していますか？ 
□大変効果的である 2 ・日本語コースや経営塾など、人材育成に大変貢献されている。 

・限定的な階層に対する研修機関ではあるが、ベトナム人のなかに混ざって草の

根的に意識改革を行おうという活動は大いに評価のできる活動である。 
・VJCC の良好な学習環境と担当スタッフの誠実性。 
 
 
・ノーコメントとさせていただきます。（どちらともいえないに対する回答） 

□ほぼ効果的である 1 

□あまり効果的でない  

□まったく効果的でない  

□どちらともいえない 1 
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8. VJCC が提供しているビジネス人材育成のコースで提供している研修（特に日本的経営手法）は、今後もベトナム国の

中小企業・裾野産業の経営者にとって重要になっていくと思いますか？  
□大変そう思う 2 ・2013 年約 300 社の日本企業がベトナムに新たに進出し、ベトナムにとって日本は

最大の投資国となった。今後も日本企業の進出は続くと思われ、これらの日本企業

とのビジネスの際に日本の商習慣を理解しておくことは大変重要。 
・現在のベトナムにおける経営者の志向は家内工業的な思考方法で、まだまだ組

織的に運営されているところは少ない。特に中小企業における経営者のほとんど

が国営から民営に移り変わる過渡期にあるため、経営手法が確立されているとは

みえない。そういった意味で大いに重要である。 
・ベトナム企業の経営者もそうだが、日系企業の現地化促進のためにも必要。 
・現在発展国にとって、日本の諸経験は有効である。 

□ほぼそう思う 2 

□あまりそう思わない  

□まったくそう思わない  

□どちらともいえない  

 

9. これまで VJCC と人材育成の分野でどんな連携協力の経験がありますか？また VJCC との連携協力によってどんな利

点がありましたか？ 今後改善したほうがよいと思われた点があれば、記載してください。  
連携協力の内容 利点 改善点 

・人材育成セミナーの共催 
・日本への研修ツアー 
 

・VJCC の知名度と集客力 
 

・ベトナムへ進出している日系の研修

サービスを行っている企業との連携。 

・日越共同イニシアティブ（裾野産業分科

会）での連携。金型を重点的に支援してい

く方針が決定したところ、経営塾の塾生選

抜において、金型企業を優先して採用い

ただいた。 

・商工省に対してオールジャパンで

金型分野を重点的に支援している

ことを示すことができた。 

 

・日本語を理解できる方を対象に、日本語

簿記を定期的に開講する。 
 

・日本語を理解できる方の付加価

値を高めると同時に日本語簿記の

普及に資する。 

・日本語簿記とベトナム簿記の相違点

等についての簿記講座の開講。 

・VJCC 主催のジョブ・フェア ・先述のとおり、大学卒業の所謂エ

リート層にリーチすることができた。

日系企業としては、こうした機会を

増やし有能なベトナム人スタッフを

今後も発掘したい。 

・玉石混ざるジョブフェアにあって、時

間的な問題が大きい。時間が半日とな

っているため、十分な選別ができずも

う少し時間を長く取るほうが良いので

はないかと感じた。 
 
10. ビジネス研修やセミナーのサポート、協賛や後援といった形を通じ、将来的にも VJCC と協力して事業を行う可能性は

ございますか。 
□大変可能性がある 4 ・VJCC では知識化、弊社では実践力、基礎と応用などすみわけできる内容

があるため。 
・ジェトロに投資相談に来る日本企業はたいてい当地での優秀なスタッフ確

保に不安を抱えている。VJCC がもつネットワークを生かして、就職説明会を

実施するのも一案。 
・ベトナム人に対する複式簿記の普及を通じて、ベトナム国の会計インフラの

確立に寄与する。 
・玉石混ざるジョブフェアにあって、時間的な問題が大きい。時間が半日とな

っているため、十分な選別ができずもう少し時間を長く取るほうが良いのでは

ないかと感じた。 

□ある程度可能性がある  

□あまり可能性はないだろう  

□まったく可能性はないだろう  

□どちらともいえない  

 

11. ＶＪＣＣが今後ビジネス分野の人材育成でさらに発展していくためには、現在提供されている研修コースのどんな点を

改善していけばよいとお考えですか？ 
改善したほうがよいと思われる分野： その理由： 
□研修科目（対象範囲） 無 授業に参加したわけではないので改善提案で

きません。 
 
 

□研修の教材 無 
□研修の講師 無 
□その他（例：“ジョブフェア”, “ビジネスネットワーキング活動”, 
“コンサルティング・サービス” “カスタマイズコース”, etc.) 
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12.ベトナムの今後一層の経済発展を踏まえて、当該ビジネスセクター（特に、中小企業・裾野産業開発分野）の人材育成

のニーズに対応していくために、VJCC が新しく取り入れたほうがよいと思われる事業活動などあれば記載してください。 
今後新しく取り入れたほうがよいと思う

事業活動 
その理由 

特にありません。 
 

・ベトナム進出日系企業との共存が難しいため。 

広報活動 ・まだまだベトナム人の認知度が限定的であるため、より多くのベトナム人に

知ってもらう必要性を感じる。裾野からの広がりを求める活動を進めていくうえ

で、その裾野自体を広げる活動は重要であると考える。 

 

12. その他 

 
・ベトナムにおいて、VJCC のような研修機関は貴重な存在であるので、今後とも JICA による、人的及び財政的な支援が

必要であると認識します。 
 
・引続きベトナムと日本との架け橋となって、人材育成の場で頑張ってほしい。弊社もご協力できることについては、労力

を惜しまずご協力させて頂きます。宜しくお願い申し上げます。 
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Terminal Evaluation of “Project for Capacity Development of Business Persons through 
Vietnam-Japan Human Resource Cooperation Center” 

ベトナム企業用質問票 回答集計結果 

 
Respondent  

 Name of company Which training course attended (year) 

1 Luu Huu Thuan, CEO , Luu Ich private-owned 
company, Produce organic fertilizer 

Keieijuku 5: 2013 - 2014 

2 AN BINH PAPER CORPORATION 
(Recycle paper packaging) 

Keieijuku 5: 2013-2014 

3 TENZI NEW BUILDING MATERIAL COMPANY 
LIMITED (new building material manufacturing) 

Keieijuku 5: 2013-2014 

 
1. There are many other training courses provided by other training institutions. Please tick the reasons 

why you decided to send your employees to the training course provided by VJCC. （Multiple choices） 
□Subjects matched the needs  3 □Others (Please specify) 

□Advised by others (other company who sent employee to 
VJCC) 

1

□Course schedule (Duration, Hours of classes, day of the 
week, etc.) matched the needs of employees 

1

□Performance of trainers were well-known 1

□Interested in the Japanese management approaches 3

□Reasonable prices of course fees  

 
2. What do you think are the strong points of training courses provided by VJCC? (multiple choices) 
□Subject covered 1 □Others (Please specify) 

 I am very confident on courses organized by Japanese organizations 
because of quality insurance, contents and business culture. My 
company, Tenzi, expects to implement all of above things. 

□Course contents 2 

□Trainers / lecturers 2 

 
3. Please tick the training courses or programs of VJCC or other courses by other organizations you 

would like to send your employees in the near future and give us the reason why.（Multiple choices） 
Training Courses by VJCC Reason 
□Business Course 3  I want to develop sales staff better. 

 Expect to study business management knowledge – Japanese 
management style 

 Tenzi expects to send senior managers and production leaders 
to study courses of production management (5S, Kaizen…), 
human resources and sales at VJCC 

□Keieijuku  2  Training more key managers/ leaders in order to implement 
studied knowledge 

 will be in demand 2 years later 
□Japanese Language Course   
□Special Seminar, events and 
others 

  Seminars with purpose of connecting Vietnamese and Japanese 
enterprises 

 Opportunities to study technologies and business partners in 
Building Materials Production and Distribution from Japan 

 Franchising Japanese technology  
Training Courses by other organization 

Name of organization  Course Name 
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4. In your opinion, are VJCC’s services and activities listed below responding to the current 
needs of business sector, especially in SME of Vietnam?  Please also provide reasons. 

Activity items □Very much 
so 

□ More or 
less so 

□ Not so 
much  

□Not at all □Difficult to 
judge 

Business Course 2     
Keieijuku 3     
Seminars, events 
for Students 

   1 1 

Japanese Language 
Course 

   1 1 

Exchange Activities  1   1 
Library Services     2 

 
5. Do you think that the performance of your employees have improved after they completed the training 

courses of VJCC? Please give examples which show their improvement. 
□Yes, very much improved 1 Examples: 

 
 5S, kaizen, reconstruct and lean management structure. 

Methodically train production staff 

□ More or less improved 1 
□ Rarely   
□ Not at all  
□ Others  

 
6. Do you think that there have been some changes made to the working environment, such as the 

introduction of 5S, Kaizen, Quality Control, by those employees participated in training courses of 
VJCC?  Please give examples which show such changes made. 

□Yes, much changes made 1 Examples: 
 Believe trainees will support effectively to their careers and 

companies. 
 Now I am studying Keieijuku 5. After each semester, I applied 

knowledge at my companies and could see its efficiency. 
 Moreover, due to studying many courses, I know which 

position should study which courses. 

□ More or less changed 1 
□ Rarely   
□ Not at all  
□ Others  

7. Do you think that the roles and responsibilities of VJCC who provide the training services (especially, 
the Japanese style management approaches) will become more important in the future?  Please 
provide reasons. 

□Yes, very much 3 Reasons: 
 Any enterprise expects to develop its business field, especially 

most private-owned SMEs. Knowledge is totally suitable to 
private-owned SMEs. 

 Tenzi is a research and production company, so Japanese 
business model is oriented to achieve. Therefore, attending 
business courses in production of Japan at VJCC is great 
opportunities for us to approach knowledge and experience 
from Japan.  

□ Yes to some extent  
□ Rarely  
□ Not at all   
□ Others  
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8. In order for VJCC to contribute more on the human resources development in the business sector, 

how should VJCC improve their training courses? Please provide the reason. 
 

Areas of improvement  Reasons: 
□ Subject of training 

course (issues covered) 
1  I know about VJCC recently, so I do not know clearly contents 

of business courses at VJCC. Website VJCC only updates to 
19 Mar 2014. If a list of all courses is public, companies can 
have training plan better.  

□ Materials 1  I suggested VJCC-HN to print color document and all 
enterprises accepted to pay more fee, but VJCC did not do. 
I am really disappointed about it. 

□ Trainers   

□ Others (ex. “Job Fair", 
"Business Networking", 
"Consulting" 
"Customized Course", 
etc.) 

  
 

 
9. In order to constantly meet the needs of business sector, what kind of training services (ex. 

subjects of business course) will you expect from VJCC in the future?  If you can suggest any 
specific subject or activities for VJCC to newly deal with, please explain.  
 

New activities or service expected from VJCC: Reasons: 
 Make a bridge between Vietnamese and 

Japanese companies 
 Develop business and management together 
 
 

 
10. If you have any additional comments on the Project or VJCC, please feel free to write here. 
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Terminal Evaluation of “Project for Capacity Development of Business Persons through 
Vietnam-Japan Human Resource Cooperation Center” 

経営塾参加者質問票 回答集計結果 
Respondent Profile 

 Name Which training course attended (year) 
1 NGUYEN VAN THUONG, 

BMC Vietnam Corp. 
Keieijuku 4th 
2012-2013 

 

2 VU NGOC TRUONG, BIFI Co. 
Ltd.,  

Keieijuku 5th 
2013-2014  

 

3 NGUYEN TIEN DUNG, 
Director, Hung Dung Co. Ltd 

Keieijuku 5th 
2013-2014 

 

4 BUI NGOC PHUONG 、
Director, PSH JSC. 

Keieijuku 4th 
2012-2013 

Exchange Meetings with Kyushu Economic and Industrial 
Association (2012, 2013; Osaka Businessman Association 
2013 ; Japanese Denkeiren 2013 

5 NGUYEN TRONG BAO, 
Marketing Director, SECOIN 

Keieijuku 3  
2011-2012 

Exchange Meetings with Kyushu Economic and Industrial 
Association; Osaka Businessman Association; Japanese 
Denkeiren and Keiejuku Club’s events 

6 TRAN CAO KHANH, 
Director, IDMEA Co. Ltd 

Keieijuku 4  
2012-2013 

 

7 NGUYEN THI TAM, Human 
Resource Director, Vu Quynh 
Co. Ltd 

Keieijuku 4  
2012-2013 

Finance Management (11/11/2008 – 14/11/2008). 
Marketing Management (02/12/2008 – 05/12/2008). 
Human Resource Management (10/03/2009 – 13/03/2009). 
Exchange Meetings with Kyushu Industrial Association  
19/8/2013, Vietnam-Japan Economic Forum (Human 
Resource) 5/9/2013, Kyushu Asia Keiejuku 20/11/2013, 
Japanese Denkeiren 22/11/2013 

 
1. There are many other training courses provided by other training institutions. Please tick the reasons why you 

Decided to attend the training course provided by VJCC. (Multiple answers) 
Subjects matched the needs  6 □Others (Please specify) 

 Seeking for the new cooperative chances with 
Japanese enterprises 

 VJCC’s director and staffs are friendly, 
enthusiastic and professional in conducting 
classes. 

Advised by the company (the management)   

Course schedule (Duration, Hours of classes, day 
of the week, etc.) matched the needs 

1

Performance of trainers were well-known 2

Interested in the Japanese management approaches 7

Reasonable prices of course fees 2

 
2. What do you think are the strong points of training courses provided by VJCC? 
 

Subject covered 4 □Others (Please specify) 
 Professional manner 
 The responsibility for job and participants. 
 The course focus on such essential needs of Vietnamese enterprises as 

production management, 5S, Kaizen… 
 The network formation between Japanese and Vietnamese enterprises, 

among Vietnamese enterprises also 

Course contents 7 

Trainers / lecturers 6 
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3. Please tick the training courses or programs of VJCC or other courses of other organizations you would like to  
attend in the near future and give us the reason why. 

Training Courses by 
VJCC 

Reasons 

Business Course 5  Oriented for the middle management 
 Improving the business management of our company 
 Providing the general knowledge systematically 
 Appropriate to needs of Vietnamese enterprises when approaching 

Japanese production management 
Keieijuku  5  Learn to manage according to Japanese way 

 Oriented for the middle management 
 Improving the business management of our company 

Japanese Language 
Course 

2  Improve the ability in business matching with Japanese firms. 
 

Special Seminar, events 
and others 

4  Please specify the name of events and reason 
 Seminar of assessment project effects 
 Enhance business matching and searching for cooperation chances 
 Seeking for business matching chances with Japanese firms 
 Updating information about entrepreneur and business trends 
 Business matching and exchange between Keieijuku’s participants and 

Japanese firms 
Training Courses by other organization 

Name of organization  Course name and reason  
None 

 
3. Among trainings of VJCC you participated, please give the name of activity (or services) that you have found 

very useful as it could serve to improve your business in some way. For your information, the example is 
described below.  

Business Course  Reasons:  
 Help me to understand actual states of Vietnamese and Japanese 

Industry. 
 Learn Japanese spirit; deeply understand Japanese culture and people. 
 The course is usable to the reconstruction of my own company. 
 Be able to review my business knowledge and feel more confident in 

doing business 
 Exchange and learning from other participants (which is very important)
 Learn more about Japanese business management. 
 The Keieijuku with Study Tour in Japan helped me to have changes in 

vision and cognitive thinking in doing business; which directs my 
company in right direction for substantial development. 

Keieijuku  6
Japanese Language 
Course 

 

Special Seminar, events 
and others 

 

Others (Please specify)  

 
4. Please give examples of any specific words or phrases which you have learned through the training, and 

which you have often used at work.  
Words or phrases 
 Apply “Santei”- 5S every time and everywhere. 
 If marketing in your home is good, marketing in your organization and society will be also good. 
 Keieijuku course relative to the actual demands of my company which has not applied any kind of 

business management method. 
 “Doing little things always” in applying 5S 
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 “5S and Kaizen just stop when business stops” 
 Flexible in doing business in a changing environment.  
 Maintaining business environment that encourages continuous kaizen 
 The most impressive thing of Keieijuku 3 to me is the humanity of the Japanese business 

management. It is also the important difference between the two management systems of Vietnam 
and Japan. 

 Contents of courses are basic, usable and appropriate to the actual production of firms. 
 Vision of a businessman 
 Doing sales with personality, belief and technical. 
 Cost management: cut down the inventories. 
 BSC: Human Resource management, Management of Business Objectives 
 Making an environment that connects all in one organization 
 Create intensives for staff by giving non-financial bonus. 
 Keep an eye on very simple things 
 Manage the time well. Such skills as listening, making presentation etc. 
 

 
5. Have you applied business approaches (ex. Kaizen, 5S, QC, etc.) acquired from the training course at VJCC?  

Please describe what you have applied and how it has affected to the working environment.  
 

Approaches you applied:  Effects on your working environment:  
5S, Kaizen, PDCA, 
Horenso,… 

- Work environment becomes cleaner, safer, more comfortable, 
friendly and united. Solve work faster.  Reduce waste.  Effective 
organize. 

- Workers feel happy. 
5S - Very intensively 
5S  Kaizen - Improving management capability and quality controling in 

production 
Training staffs  
(selected knowledge that 
suitable for our company) 
Applying 5S 

- Better PDCA to improve the product quality management system 
- Understanding well about Kaizen to meet the requirement from 

Japanese partners and customers. 

QC - Improving product quality control. 

We have been applying 
Kaizen activities in our 
production and sales.  
 

- Our Kaizen group was established in order to investigate new kaizen 
ideas before applying to the production.  

- The number of new kaizen ideas has been increased. Some of them 
has been applied successfully. 

5S 
 

- Better working environment. Production cost could be cut down by 
cutting the assembly time, product defects…, working spirit of staffs 
is improved also. 

5S in company 
Job assignment table 
5S Control Board 

- Daily applies in every department 
- Create a good working environment with high efficiency and spirit.  

Layout and rearrange the 
factory 
Appropriate layout designing 
for production line 

- Cut down the loading and moving goods cost 
- Imporve productivity 
- Fasten the inventory-checking monthly 
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6. Do you think that your performance has been improved after you completed the training by VJCC? 

Please provide with any good examples which show the improvement of your performance. 
Yes, very much improved 7 Examples: 

 Professional work environment 
 Reduce waste 
 Increase productivity 
 Increaser profit for enterprises and income for workers 
 Effective business development 
 Brand of business is increased 
 I got the better vision in doing business. For example, I have 

found the right way to conduct and apply my plans by utilizing 
“before-after” idea of 5S 

 Building up the long term vision and internal training system for 
our company.  

 Making a point of capital and the importance of cash. 
 Enhance the communication with customers and hearing from 

them. 
 Building up networking through friends and collaborators by 

keeping contact and meeting for business. 
 Very much changes, especially in the concepts and recognition of 

the management system like Japan. 
 Working incentives of staffs were achieved/ 
 Good internal training helps staff understand well about their job 

and results; making the long-term commitment 

More or less improved  
Rarely   
Not at all  
Difficult to judge  

 
7. Have you taught (or trained) others of your company or some of other companies about what you learned 

through training courses of VJCC?  If so, please describe what you have taught to others. 
 

Yes, I taught a lot of what I 
learned from the course. 

4  What you have taught to others: 
 5S-Kaizen, PDCA, Horenso and Organization culture. 
 I have been trying to apply as much as I can what I have learnt in 

my company 
 PDCA 
 Kaizen and the meaning of continuous Kaizen to satisfy needs of 

Japanese customers 
 Japanese Businessman spirit 
 Japanese culture and the places that I have been. 
 I did not teach. What I am doing is to share with my staffs and 

collaborators about the things that I have learned about Japanese 
business management. 

 Always communicate and apply the knowledge learned in life, from 
family to work in the company and society. 

 Always take the style of Japanese management is the guideline for 
all 'targets. 

Yes, some of them. 3 
Rarely   
Not at all  
Difficult to judge  
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8. Do you think that the training service (especially, the Japanese style management approaches) provided 

by VJCC have matched the current needs of business sector, especially SME of Vietnam? Please provide 
reasons. 

 
Yes. Very much so. 6 Reasons: 

 It is very suitable for Vietnamese SMEs because of same culture, 
low cost of investment and easy implementing (if persisting) 

 Because the education and technical system of Vietnam need to 
learn actual and basic business lessons from Japanese experts. 

 Demand for studying of Vietnamese enterprises is still high 
because they are lack of know-how in business  

 Many Vietnamese enterprises are selling goods for Japanese 
ones. Then investing Japanese demand (needs, wants, expects...) 
in order to be successful in business is very important and 
beneficial for both.  

 Doing business has been done in Japan in hundreds of years 
while doing business in Vietnam has initiated in recent 20 years. 
Vietnamese enterprises should learn from Japan, not only the 
management but the way of thinking about business.  

 Create chances for enterprises to approach and learn the modern 
production method, which help them to make products matching 
the quality requirements of foreign customer, especially 
Japanese ones. 

 5S, Kaizen Monozukuri are less expensive improvement model 
with high usability, easy to carry thanks to stem from the idea of 
those directly involved in production. They are suitable for small 
and medium enterprises in Vietnam. 

Somewhat matched 1 
Not so much   
Not at all  
Others  

 
9. In order for VJCC to contribute more on the human resources development in the business sector, how 

should VJCC improve their training courses? Please provide the reason. 
 

Areas of improvement Reasons: 
Subject of training course 
(issues covered) 

 In narrowing the topics (if necessary), spending time for the key-parts 
that enterprises interested in 

 Taking the replies from participants on the second day of each course 
in order to match ideas from lecturers and learners for those key parts.

Materials  should be translated closely 
 We need more detailed materials to be preserve as handbook for 

applying in our firms. 
 If the materials can be printed in color, we can reserve and do 

reference much better because we consider them as business 
handbook.  

Trainers  Based on the comments of previous participants to select suitable 
trainers. 

Others (ex. “Job Fair", 
"Business Networking", 
"Consulting" "Customized 
Course", etc.) 

 I highly appreciate the business matching events conducted by VJCC. 
Far more than that, I expect more specific and deep matching with 
more suitable coming enterprises.  

 Lecture materials should be printed in color because they will be used 
as a preference materials for businessmen.  
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10. What kind of training services (ex. subjects of business course) will you expect from VJCC in the future?   

If you can suggest any specific subject or activities for VJCC to newly deal with, please explain.  
New activities or service expected from VJCC: Reasons: 

Assess an application of training knowledge at 
enterprises  
 Maintaining Keieijuku 
 MBA course that develop from Keieijuku 
 Business matching of enterprises from the two 

countries in the same field of business. 
 Business matching with Japanese enterprises. 
 Business matching between VJCC Keieijuku 

and other Japanese Keieijuku 

If the application of knowledge in practice is not 
assessed, investment in studying will be wasted   
 Conducting meetings between enterprises of 

the two countries more often.  
 Maintain and develop activities for Keieijuku’s 

participants after the course finishes 
 Create linkages and cooperation between 

enterprises Vietnam and Japan in the spirit of 
friendly, sympathetic and cooperation for 
success.  

 
11. If you have any additional comments on the Project or VJCC, please feel free to write here. 
 More document should be translated  
 More practice knowledge when applying in practice. 
 Should have more tours to visit typical models in Vietnam. 
 More seminars for enterprises learning each other. 
 I find myself lucky to be joined in courses of VJCC. I hope that VJCC project could be continue, so 

that Vietnamese enterprises can be approached to Japanese business management.  
 I am expecting a better marketing for courses of VJC, so that VJCC’s activities could be known 

widely.  
 Pay more attention for interpreting courses. 
 Widely increasing PR activities about Project, training courses and VJCC herself to attract more 

Vietnamese enterprises, especially the young of Vietnam.  
 I have participated in the courses of VJCC since 2008. After several attempts, in 2012 I was honored 

to be students of the course Keieijuku 4. The success of the course is that in addition to the in-depth 
knowledge, wisdom of the Masters and Specialists, 2- week trip in Japan with many rewarding 
experiences, which helped me to expand more highly applicable knowledge. 

 After the actual trip in Japan I found Vietnam has to take at least 60-80 years to catch up with Japan. 
Because of that, many models and knowledge learned from Japanese companies has been applied in 
Vietnam enterprises but did not achieve desired results. It is also because of the difficulty of policies 
in support businesses, people, infrastructure base and economic conditions. 

 On this occasion, I hope that JICA and VJCC be more sympathetic perspective on the Enterprise 
Manager and Vietnam. We would like JICA have more practical activities and policies to help 
Vietnam improve enterprise management level, shorten development time in order to alongside with 
other countries in all over the world. 

 From the bottom of my heart, I would like to express profound gratitude and warmest words thanks 
to JICA - JICA KANSAI – and VJCC! 

 Good for Vietnam Friendship - Japan is increasingly and Sustainable Development! 
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９．質問票

ベトナム日本人材協力センター・ビジネス人材育成プロジェクト終了時評価調査用　質問票（日本人専門家用）

１．これはベトナム日本人材協力センター・ビジネス人材育成プロジェクト終了時評価調査用に作成された質問票です。

２．この質問票はＪＩＣＡ技術協力プロジェクトの評価に適用されているＪＩＣＡ事業評価ガイドラインに沿って作成されました。

３．このアンケート調査は　本評価調査の期間にＪＩＣＡから委託された民間コンサルタントによって収集され、分析されます。
分析結果は本評価調査報告に活用されます。

４．分析結果は公表される対象となりますが、個々のアンケートの回答内容についてはコンフィデンシャル（親展）です。

５．質問票の構成は次のとおりです。

  ０）プロジェクト実施のプロセス（Implementation Process)　プロジェクト実施のプロセスは順調であったか？

  １）妥当性（Relevance) プロジェクトの実施は妥当であったか？

  ２）有効性（Effectiveness)　　プロジェクトの実施により、期待される効果が発現しているか？

  ３）効率性（Efficiency）　プロジェクトは効率的に実施されたか？

  ４）インパクト（Impact)　プロジェクトは、ベトナムの政策、制度、法律、経済、技術、社会・文化面、環境保護等の分野で波及効果を生んで
いるか？

  ５）持続性（Sustainability)　プロジェクトの効果は、プロジェクト終了後も継続・発展していくか？

６．ご記入に際して、次の点にご留意ください。

a. 冒頭で、ご氏名、担当業務/担当のアウトプット、任期をご記入願います。

b. 4～5段階のグレードから選択する質問については、

　　－該当のセルを太字（MSPゴシック体でお願いします）　　　　または、
　　－該当のセルに配色をする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のいずれかでご指示ねがいます。

c. また、それぞれの質問にたいして、回答選択の理由　または、コメントを記載してくだい。

d. その他の形式の質問については、質問に対する回答・ご意見を自由にお答えください。

e. なお、一部の質問項目については、該当しない場合もあるかと思います。皆様が従事された活動期間に限って、可能な範囲でご回答い
ただければと思います。

７．ご返送について、

回答は電子データに直接入力し

間宮  （mamiya.shinobu@nifty.com ）まで直接ご返送願います。

ご多忙のところ大変恐縮ですが、日本時間の　2014年１月24日（金）夕刻までに、ご送付いただけますと幸甚です。

どうぞよろしくお願いいたします。

終了時評価調査団

評価分析担当コンサルタント：間宮志のぶ　（株）国際開発アソシエイツ
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？
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、
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と
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ベ
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、
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、
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？
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。
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自
身

の
Ｃ

/
Ｐ

と
の

人
間

関
係

は
良

好
で

し
た

か
？

全
く
良

好
で

な
い

あ
ま

り
良

好
で

な
い

ほ
ぼ

良
好

大
変

良
好

0
.7

.2
 C

/
P

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
し

、
よ

り
効

果
的

に
す

る
た

め
に

改
善

し
た

ほ
う

が
よ

い
と

思
わ

れ
る

点
は

あ
り

ま
す

か
？

ま
た

は
、

す
で

に
改

善
の

た
め

に
工

夫
さ

れ
た

こ
と

が
あ

れ
ば

記
載

し
て

く
だ

さ
い

？

工
夫

し
た

点

0
.7

.3
 本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

日
本

人
専

門
家

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

良
好

で
し

た
か

？
全

く
良

好
で

な
い

あ
ま

り
良

好
で

な
い

ほ
ぼ

良
好

大
変

良
好

0
.7

.4
 日

本
人

シ
ニ

ア
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
(裾

野
産

業
分

野
/
日

本
語

）
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
良

好
で

し
た

か
？

全
く
良

好
で

な
い

あ
ま

り
良

好
で

な
い

ほ
ぼ

良
好

大
変

良
好

該
当

し
な

い

0
.7

.5
 本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

日
本

人
専

門
家

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
し

、
改

善
し

た
ほ

う
が

よ
い

と
思

わ
れ

る
点

　
及

び
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
よ

り
効

果
的

に
す

る
た

め
に

工
夫

さ
れ

た
点

な
ど

あ
れ

ば
教

え
て

く
だ

さ
い

。
工

夫
し

た
点

0
.8

.1
  
F
T
U

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

良
好

で
し

た
か

？
　

　
　

　
ど

の
部

署
(誰

？
）
と

ど
の

よ
う

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
頻

度
、

目
的

）
を

と
っ

て
い

ま
し

た
か

？
全

く
良

好
で

な
い

あ
ま

り
良

好
で

な
い

ほ
ぼ

良
好

大
変

良
好

該
当

し
な

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
部

署
と

そ
の

目
的

：

0
.8

.2
  

F
T
U

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

よ
り

効
果

的
に

す
る

た
め

に
　

工
夫

さ
れ

た
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
ら

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

0
.8

.3
 V

J
C

C
 ハ

ノ
イ

と
V

J
C

C
ホ

ー
チ

ミ
ン

の
２

つ
の

セ
ン

タ
ー

間
の

情
報

共
有

、
情

報
交

換
は

効
果

的
に

で
き

て
い

ま
す

か
？

全
く
良

好
で

な
い

あ
ま

り
良

好
で

な
い

ほ
ぼ

良
好

大
変

良
好

該
当

し
な

い

0
.9

.1
 現

地
ベ

ト
ナ

ム
企

業
や

日
系

企
業

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

良
好

で
し

た
か

？
  
  
  
  
  
ど

ん
な

民
間

企
業

と
、

ど
の

よ
う

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

っ
て

い
ま

し
た

か
？

全
く
良

好
で

な
い

あ
ま

り
良

好
で

な
い

ほ
ぼ

良
好

大
変

良
好

該
当

し
な

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
企

業
/
部

署
と

そ
の

目
的

：

0
.9

.2
  
現

地
ベ

ト
ナ

ム
企

業
や

日
系

企
業

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

改
善

す
べ

き
点

、
効

果
的

に
す

る
た

め
に

、
工

夫
さ

れ
た

こ
と

が
あ

り
ま

し
た

ら
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
工

夫
し

た
点

0
.9

.3
 学

生
が

所
属

す
る

教
育

機
関

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

良
好

で
す

か
？

全
く
良

好
で

な
い

あ
ま

り
良

好
で

な
い

ほ
ぼ

良
好

大
変

良
好

該
当

し
な

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
組

織
/
部

署
と

そ
の

目
的

：

0
.1

0
.1

 F
T
U

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

き
た

と
思

い
ま

す
か

？
全

く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

0
.1

0
.2

 V
J
C

C
 (
ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

）
の

所
長

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

を
と

っ
て

き
た

と
思

い
ま

す
か

？
全

く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

0
.6

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

実
施

体
制

改
善

点

改
善

点

工
夫

0
.5

 日
本

側
関

係
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

あ
り

方

0
.8

 実
施

機
関

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

あ
り

方

0
.９

そ
の

他
の

機
関

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

あ
り

方

改
善

点

0
.7

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

あ
り

方
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ベ
ト

ナ
ム

日
本

人
材

協
力

セ
ン

タ
ー

・
ビ

ジ
ネ

ス
人

材
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

評
価

調
査

用
質

問
票

　
（
日

本
人

専
門

家
用

）
別

添
資

料
 9

-1
3/

 7
0
.1

0
.3

. 
上

記
の

質
問

で
「
全

く
/
あ

ま
り

　
そ

う
思

わ
な

い
」と

回
答

さ
れ

た
方

に
対

し
て

、
「
～

そ
う

思
わ

な
い

」
理

由
は

何
で

す
か

？

0
.1

0
.4

. V
J
C

C
の

マ
ネ

ジ
ャ

ー
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
に

意
欲

的
に

参
加

を
し

て
い

た
と

思
い

ま
す

か
？

全
く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

0
.1

0
.5

. 
上

記
の

質
問

で
「
ま

っ
た

く
/
あ

ま
り

　
そ

う
思

わ
な

い
」
と

回
答

さ
れ

た
方

の
み

お
答

え
く
だ

さ
い

。
C

/
P

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

に
意

欲
的

に
参

加
し

な
い

、
ま

た
は

で
き

な
い

こ
と

の
理

由
は

何
だ

と
思

い
ま

す
か

？

0
.1

0
.6

. V
J
C

C
の

ス
タ

ッ
フ

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

に
意

欲
的

に
参

加
を

し
て

い
た

と
思

い
ま

す
か

？
全

く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

0
.1

0
.7

. 
上

記
の

質
問

で
「
全

く
/
あ

ま
り

　
そ

う
思

わ
な

い
」と

回
答

さ
れ

た
方

の
み

お
答

え
く
だ

さ
い

。
V

J
C

C
の

ス
タ

ッ
フ

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

に
意

欲
的

に
参

加
し

な
い

、
ま

た
は

で
き

な
い

こ
と

の
理

由
は

何
だ

と
思

い
ま

す
か

？

0
.1

0
.8

. 
V

J
C

C
（
ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

）
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

の
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
全

体
を

通
し

て
）
に

つ
い

て
、

特
筆

す
べ

き
点

　
な

ど
あ

り
ま

し
た

ら
　

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

0
.1

1
.1

 ご
自

身
の

Ｃ
/
Ｐ

（
ま

た
は

担
当

部
署

）
は

活
動

を
実

施
し

て
い

く
う

え
に

お
い

て
、

専
門

分
野

、
V

J
C

C
で

の
位

置
づ

け
な

ど
に

関
し

て
適

任
（
ま

た
は

適
切

）
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
か

？
全

く
適

切
で

な
い

あ
ま

り
適

切
で

な
い

ほ
ぼ

適
切

大
変

適
切

0
.1

1
.2

 現
在

ご
担

当
の

C
/
P

や
担

当
部

署
が

活
動

を
実

施
し

て
い

く
う

え
で

適
任

で
は

な
い

と
思

わ
れ

る
場

合
、

ど
の

よ
う

に
対

処
さ

れ
ま

し
た

か
？

0
.1

2
.1

  
そ

の
他

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

過
程

（
特

に
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
以

降
）
で

生
じ

て
い

る
問

題
が

あ
り

ま
し

た
ら

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

0
.1

2
.2

　
上

記
の

問
題

に
対

し
て

考
え

ら
れ

る
対

処
の

方
法

が
あ

り
ま

し
た

ら
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。

大
質

問
小

質
問

1
2

3
4

0
理

由
・
コ

メ
ン

ト

1
.1

 必
要

性

1
.1

.1
 本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
導

入
さ

れ
た

“
日

本
的

経
営

管
理

手
法

（
生

産
管

理
、

人
材

開
発

、
経

営
戦

略
等

）
”
は

、
現

在
の

ベ
ト

ナ
ム

の
中

小
企

業
・
裾

野
産

業
の

経
営

者
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

？
全

く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
理

由

1
.2

.1
. 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
導

入
さ

れ
た

“
日

本
的

経
営

管
理

手
法

（
生

産
管

理
、

人
材

開
発

、
経

営
戦

略
等

）
”
は

、
現

在
の

ベ
ト

ナ
ム

の
中

小
企

業
・
裾

野
産

業
開

発
分

野
の

課
題

解
決

に
つ

な
が

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

？
全

く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
理

由

1
.2

.2
. 
ベ

ト
ナ

ム
の

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
開

発
の

課
題

（
ビ

ジ
ネ

ス
人

材
の

育
成

）
を

解
決

す
る

手
段

と
し

て
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ア
プ

ロ
ー

チ
（
支

援
ス

キ
ー

ム
、

支
援

内
容

、
支

援
規

模
等

）
は

適
切

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

か
？

　
そ

の
理

由
も

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

全
く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
理

由

1
.2

.3
 本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
支

援
内

容
は

V
J
C

C
の

コ
ン

セ
プ

ト
・
ビ

ジ
ョ

ン
と

合
致

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

？
全

く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
理

由

1
.2

.4
 日

本
の

“
知

識
・
技

術
”
の

優
位

性
を

効
果

的
に

活
用

し
て

い
た

と
思

い
ま

す
か

？
　

（
ど

ん
な

技
術

の
優

位
性

を
活

用
し

て
い

ま
し

た
か

？
）

全
く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
技

術
の

優
位

性

1.
3 

そ
の

他

1
.3

.1
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

取
り

巻
く
環

境
（
政

治
、

政
策

、
経

済
、

社
会

）
の

変
化

に
つ

い
て

　
中

間
レ

ビ
ュ

ー
以

降
で

、
特

に
気

が
つ

い
た

こ
と

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

1
. 
妥

当
性

　
（
R

E
L
E
V

A
N

C
E
）
-
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

は
妥

当
で

あ
る

か
？

理
由

0
.1

0
 ベ

ト
ナ

ム
側

の
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

、
認

識

特
筆

す
べ

き
点

0.
11

 Ｃ
/
Ｐ

0.
12

 そ
の

他

理
由

1
.2

手
段

の
適

切
性

理
由
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ベ
ト

ナ
ム

日
本

人
材

協
力

セ
ン

タ
ー

・
ビ

ジ
ネ

ス
人

材
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

評
価

調
査

用
質

問
票

　
（
日

本
人

専
門

家
用

）
別

添
資

料
 9

-1
4/

 7

大
質

問
小

質
問

1
2

3
4

0
理

由
・
コ

メ
ン

ト

2
.1

.1
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
（
2
0
1
4
年

8
月

）
ま

で
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
「
ベ

ト
ナ

ム
中

小
企

業
・
裾

野
産

業
を

担
う

経
営

者
人

材
育

成
拠

点
と

し
て

の
V

J
C

C
の

自
立

発
展

的
な

体
制

と
機

能
が

強
化

さ
れ

る
」
が

達
成

さ
れ

る
と

思
い

ま
す

か
？

　
な

お
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
を

検
証

す
る

指
標

と
し

て
は

以
下

が
設

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

指
標

１
）
2
0
1
4
年

3
月

末
ま

で
に

策
定

さ
れ

る
2
0
1
4
年

度
V

J
C

C
全

体
運

営
計

画
で

、
経

営
塾

・
C

E
O

コ
ー

ス
を

中
心

と
す

る
実

施
可

能
な

事
業

・
予

算
・
人

員
計

画
が

明
確

に
な

る
指

標
２

）
2
0
1
4
年

3
月

末
ま

で
に

策
定

さ
れ

る
2
0
1
4
年

度
予

算
計

画
で

V
J
C

C
支

出
の

7
5
％

以
上

が
自

己
収

入
に

よ
っ

て
カ

バ
ー

さ
れ

る
。

指
標

３
）
2
0
1
4
年

3
月

末
ま

で
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

の
自

立
発

展
性

あ
る

V
J
C

C
中

期
運

営
計

画
（
5
カ

年
）
が

ベ
ト

ナ
ム

側
の

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
に

よ
る

策
定

さ
れ

て
い

る

全
く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

2
.1

.2
 達

成
す

る
の

が
困

難
と

思
わ

れ
る

場
合

、
そ

の
理

由
は

何
で

す
か

？

2
.2

.1
.　

ご
自

身
の

担
当

さ
れ

て
い

る
業

務
分

野
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
１

ま
た

は
2
）
の

活
動

は
当

初
予

定
ど

お
り

完
了

す
る

見
込

み
で

す
か

？
全

く
予

定
ど

お
り

で
は

な
い

（
遅

れ
て

い
る

）

あ
ま

り
予

定
ど

お
り

で
は

な
い

概
ね

予
定

ど
お

り
す

べ
て

予
定

ど
お

り
担

当
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

（
業

務
分

野
）
：

2
.2

.2
. 
完

了
で

き
な

い
見

込
の

活
動

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

そ
の

内
容

と
理

由
に

つ
い

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
対

策
：

2
.2

.3
 ご

自
身

が
担

当
さ

れ
て

き
た

業
務

分
野

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
1
ま

た
は

2
）
に

つ
い

て
、

目
標

達
成

を
促

進
し

た
こ

と
は

何
だ

と
お

考
え

で
す

か
？

2
.2

.4
 ご

自
身

が
担

当
さ

れ
て

き
た

業
務

分
野

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
1
ま

た
は

2
）
に

つ
い

て
、

目
標

達
成

を
困

難
に

し
て

い
る

こ
と

は
何

だ
と

お
考

え
で

す
か

？

2
.2

.5
. 
ご

自
身

が
担

当
さ

れ
て

き
た

業
務

分
野

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
１

ま
た

は
2
）
に

お
い

て
、

課
題

と
思

わ
れ

る
点

は
何

で
す

か
？

2
.2

.6
 上

記
課

題
に

対
し

て
、

ど
の

よ
う

に
取

り
組

ま
れ

ま
し

た
か

？

大
質

問
小

質
問

1
2

3
4

0
理

由
・
コ

メ
ン

ト

3
.1

.1
 派

遣
期

間
（
日

数
）
は

適
切

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

か
？

適
切

で
な

か
っ

た
場

合
、

そ
の

理
由

は
何

で
す

か
？

全
く
適

切
で

な
い

あ
ま

り
適

切
で

な
い

ほ
ぼ

適
切

大
変

適
切

理
由

：

3
.1

.2
 派

遣
の

タ
イ

ミ
ン

グ
は

適
切

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

か
？

適
切

で
な

か
っ

た
場

合
、

そ
の

理
由

は
何

で
す

か
？

全
く
適

切
で

な
い

あ
ま

り
適

切
で

な
い

ほ
ぼ

適
切

大
変

適
切

理
由

：

3
.2

.1
 派

遣
期

間
（
日

数
）
は

適
切

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

か
？

適
切

で
な

か
っ

た
場

合
、

そ
の

理
由

は
何

で
す

か
？

全
く
適

切
で

な
い

あ
ま

り
適

切
で

な
い

ほ
ぼ

適
切

大
変

適
切

理
由

：

3
.2

.2
 派

遣
の

タ
イ

ミ
ン

グ
は

適
切

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

か
？

適
切

で
な

か
っ

た
場

合
、

そ
の

理
由

は
何

で
す

か
？

全
く
適

切
で

な
い

あ
ま

り
適

切
で

な
い

ほ
ぼ

適
切

大
変

適
切

理
由

：

3
.3

.1
 派

遣
期

間
（
日

数
）
は

適
切

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

か
？

適
切

で
な

か
っ

た
場

合
、

そ
の

専
門

分
野

と
理

由
は

何
で

す
か

？
全

く
適

切
で

な
い

あ
ま

り
適

切
で

な
い

ほ
ぼ

適
切

大
変

適
切

専
門

分
野

　
・
理

由

3
.3

.2
  
派

遣
の

タ
イ

ミ
ン

グ
は

適
切

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

か
？

適
切

で
な

か
っ

た
場

合
、

そ
の

専
門

分
野

と
理

由
は

何
で

す
か

？
全

く
適

切
で

な
い

あ
ま

り
適

切
で

な
い

ほ
ぼ

適
切

大
変

適
切

専
門

分
野

　
・
理

由

3
.4

 経
営

塾
に

お
け

る
本

邦
研

修
3
.4

.1
 経

営
塾

に
お

け
る

本
邦

研
修

の
成

果
と

し
て

ど
の

よ
う

な
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

か
？

3
.3

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(グ

ル
ー

プ
）

専
門

家

課
題

：

2
.2

 ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成

3
.2

 業
務

調
整

(P
C

)担
当

の
専

門
家

3
.1

 総
括

（
C

A
)専

門
家

取
り

組
み

：

内
容

：

3
. 
効

率
性

（
E
F
F
IC

IE
N

C
Y
）
　

－
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

効
率

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

？

2
.1

. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

予
測

2
. 
有

効
性

　
（
E
F
F
E
C

T
IV

E
N

E
S

S
）
　

ー
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
り

、
期

待
さ

れ
る

効
果

が
発

現
す

る
か

？
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ベ
ト

ナ
ム

日
本

人
材

協
力

セ
ン

タ
ー

・
ビ

ジ
ネ

ス
人

材
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

評
価

調
査

用
質

問
票

　
（
日

本
人

専
門

家
用

）
別

添
資

料
 9

-1
5/

 7
3
.4

.2
 経

営
塾

に
お

け
る

本
邦

研
修

を
よ

り
効

果
的

に
す

る
た

め
に

工
夫

さ
れ

た
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
ら

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

3
.5

.1
 ご

担
当

分
野

に
お

け
る

供
与

機
材

の
選

定
（
種

類
や

仕
様

）
は

適
切

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

か
？

　
適

切
で

は
な

か
っ

た
場

合
、

ど
の

よ
う

に
対

処
さ

れ
ま

し
た

か
？

全
く
適

切
で

な
い

あ
ま

り
適

切
で

な
い

ほ
ぼ

適
切

大
変

適
切

該
当

し
な

い

3
.5

.2
 上

記
の

機
材

の
供

与
の

タ
イ

ミ
ン

グ
は

適
切

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

か
？

適
切

で
は

な
か

っ
た

場
合

、
ど

の
よ

う
に

対
処

し
ま

し
た

か
？

全
く
適

切
で

な
い

あ
ま

り
適

切
で

な
い

ほ
ぼ

適
切

大
変

適
切

該
当

し
な

い

3
.5

.3
 上

記
の

機
材

の
数

量
は

適
切

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

か
？

適
切

で
は

な
か

っ
た

場
合

、
ど

の
よ

う
に

対
処

し
ま

し
た

か
？

全
く
適

切
で

な
い

あ
ま

り
適

切
で

な
い

ほ
ぼ

適
切

大
変

適
切

該
当

し
な

い

3
.5

.4
 本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
機

材
供

与
に

つ
い

て
、

改
善

点
な

ど
あ

れ
ば

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

3
.6

.1
 ベ

ト
ナ

ム
側

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
費

は
活

動
を

推
進

す
る

う
え

で
適

切
な

金
額

（
規

模
）
で

し
た

か
？

全
く
適

切
で

な
い

あ
ま

り
適

切
で

な
い

ほ
ぼ

適
切

大
変

適
切

該
当

し
な

い

3
.6

.2
 ベ

ト
ナ

ム
側

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
費

の
支

給
の

タ
イ

ミ
ン

グ
は

適
切

で
し

た
か

？
全

く
適

切
で

な
い

あ
ま

り
適

切
で

な
い

ほ
ぼ

適
切

大
変

適
切

該
当

し
な

い

3
.6

.3
 ベ

ト
ナ

ム
側

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
費

運
用

に
関

し
、

改
善

さ
れ

た
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
ら

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

3
.7

.1
. 
ご

自
身

が
担

当
さ

れ
て

い
る

 C
/
P

の
人

数
は

適
切

で
し

た
か

？
全

く
適

切
で

な
い

あ
ま

り
適

切
で

な
い

ほ
ぼ

適
切

大
変

適
切

3
.7

.2
 多

す
ぎ

る
、

少
な

い
な

ど
の

場
合

、
ど

の
よ

う
に

対
処

さ
れ

た
の

か
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
C

/
P

が
少

な
か

っ
た

場
合

：

3
.
8
.
1
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
の
施
設
環

境
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

実
施

に
と

っ
て

良
好

で
し

た
か

？
全

く
良

好
で

な
い

あ
ま

り
良

好
で

な
い

ほ
ぼ

良
好

大
変
良
好

3
.
8
.
2
 
ベ
ト
ナ
ム
側
で
提
供
さ
れ
て
い
る

機
材

の
配

備
は

良
好

で
し

た
か

？
全

く
良

好
で

な
い

あ
ま

り
良

好
で

な
い

ほ
ぼ

良
好

大
変
良
好

3
.
9
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
管
理

体
制

3
.
9
.
1
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
管
理
体
制
（
日

本
側

/
越

側
）

に
つ

い
て

、
改

善
し

た
ほ

う
が

よ
い

と
思

わ
れ

る
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

3
.
1
0
 
他

の
日

本
の

援
助

ス
キ

ー
ム

の
活

用

3
.
1
0
.
1
 
他
の
日
本
の
援
助
ス
キ
ー
ム
（
S
V
)
と

の
連

携
は

効
果

的
で

し
た

か
？

　
特

に
ど

ん
な

点
で

効
果

的
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
は
効
果
的
で
な
か
っ

た
の

か
、

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
全

く
効

果
的

で
な

い
あ

ま
り

効
果

的
で

な
い

ほ
ぼ

効
果

的
大
変
効
果

的
ど
ん
な
点
：

3
.
1
1
 
他

の
ド

ナ
ー

と
の

デ
マ

ケ

3
.
1
1
.
1
 
他
の
ド
ナ
ー
（
国
際
機
関
、
N
G
O
,
 
関

係
機

関
）

と
の

連
携

は
、

効
果

的
で

し
た

か
？

特
に

効
果

的
で
あ
っ
た
例
が
あ
れ
ば
記
載
し
て
く
だ
さ
い

。
全

く
効

果
的

で
な

い
あ

ま
り

効
果

的
で

な
い

ほ
ぼ

効
果

的
大
変
効
果

的
効
果
的
な
事
例
：

3
.
1
2
 
 
投

入
コ

ス
ト

の
妥
当
性

3
.
1
2
.
1
 
経
費
を
抑
え
る
代
替
手
段
や
コ
ス
ト

削
減

の
工

夫
に

つ
い

て
、

特
筆

す
べ

き
こ

と
な

ど
あ

れ
ば

記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

C
/
P

が
多

す
ぎ

た
場

合
：

3
.
8
 
ベ

ト
ナ

ム
側

の
施
設
・
機

材
の

配
備

3
.5

 機
材

供
与

3
.6

 V
J
C

C
に

よ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

費

特
筆

す
べ

き
代

替
手

段
や

工
夫

：

3
.7

 ベ
ト

ナ
ム

側
Ｃ

/
P

の
配

置
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ベ
ト

ナ
ム

日
本

人
材

協
力

セ
ン

タ
ー

・
ビ

ジ
ネ

ス
人

材
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

評
価

調
査

用
質

問
票

　
（
日

本
人

専
門

家
用

）
別

添
資

料
 9

-1
6/

 7

大
質

問
小

質
問

4
.1

.1
 上

位
目

標
「
ベ

ト
ナ

ム
の

工
業

化
を

牽
引

す
る

経
営

者
人

材
が

V
J
C

C
に

よ
り

継
続

的
に

育
成

さ
れ

る
」
の

達
成

の
見

込
み

は
あ

る
と

思
い

ま
す

か
？

（
上

位
目

標
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
３

～
５

年
に

検
証

予
定

）
　

　
設

定
さ

れ
た

指
標

を
勘

案
し

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。

指
標

１
）
民

間
セ

ク
タ

ー
で

活
躍

す
る

V
J
C

C
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

卒
業

生
数

が
2
0
1
8
年

ま
で

に
1
3
,0

0
0
名

を
超

え
る

達
成

さ
れ

る
見

込
み

は
ほ

と
ん

ど
な

い

達
成

さ
れ

る
見

込
み

は
あ

ま
り

な
い

ほ
ぼ

達
成

さ
れ

る
だ

ろ
う

か
な

ら
ず

達
成

さ
れ

る
だ

ろ
う

指
標

2
)2

0
1
8
年

ま
で

に
ベ

ト
ナ

ム
中

小
企

業
・
裾

野
産

業
界

を
牽

引
す

る
産

業
組

織
が

形
成

さ
れ

、
2
0
名

以
上

の
V

J
C

C
（
経

営
塾

）
卒

業
生

が
中

心
的

役
割

を
果

た
し

て
い

る
達

成
さ

れ
る

見
込

み
は

ほ
と

ん
ど

な
い

達
成

さ
れ

る
見

込
み

は
あ

ま
り

な
い

ほ
ぼ

達
成

さ
れ

る
だ

ろ
う

か
な

ら
ず

達
成

さ
れ

る
だ

ろ
う

補
足

指
標

（
提

案
）
産

業
界

と
連

携
し

た
V

J
C

C
に

よ
る

経
営

者
人

材
育

成
の

仕
組

み
は

で
き

つ
つ

あ
り

ま
す

か
？

そ
れ

を
裏

づ
け

る
よ

う
な

具
体

的
な

例
が

あ
れ

ば
、

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

4
.2

 そ
の

他
の

波
及

効
果

（
プ

ラ
ス

）

4
.2

.1
  
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

想
定

さ
れ

な
か

っ
た

プ
ラ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

あ
り

ま
す

か
？

（
中

小
企

業
、
裾

野
産

業
開

発
の
政

策
へ

の
影

響
、
経

営
改

善
へ

の
影

響
、
社

会
・
住

民
へ

の
影

響
、
環

境
保

護
へ

の
影

響
、
経

済
面

へ
の
影

響
、
文

化
面

へ
の
影

響
等

）

4
.3

.1
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

想
定

さ
れ

な
か

っ
た

マ
イ

ナ
ス

の
イ

ン
パ

ク
ト

は
あ

り
ま

す
か

？

（
中

小
企

業
、
裾

野
産

業
開

発
の
政

策
へ

の
影

響
、
経

営
改

善
へ

の
影

響
、
社

会
・
住

民
へ

の
影

響
、
環

境
保

護
へ

の
影

響
、
経

済
面

へ
の
影

響
、
文

化
面

へ
の
影

響
等

）

4
.3

.2
　

上
記

、
マ

イ
ナ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
を

軽
減

す
る

対
策

と
し

て
ど

ん
な

こ
と

を
実

施
し

ま
し

た
か

？

4
.3

.3
 V

J
C

C
が

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
で

、
V

J
C

C
と

競
合

し
て

不
利

益
を

受
け

る
他

の
機

関
や

民
間

企
業

が
あ

れ
ば

、
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。

大
質

問
小

質
問

1
2

3
4

0
理

由
・
コ

メ
ン

ト

5
.1

.1
  
ベ

ト
ナ

ム
政

府
は

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
開

発
分

野
に

お
い

て
日

本
的

経
営

管
理

手
法

等
の

経
営

改
善

に
関

し
て

、
継

続
的

に
支

援
し

て
い

く
と

思
い

ま
す

か
？

全
く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

5
.1

.2
 V

J
C

C
(ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

）
は

協
力

終
了

後
も

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
開

発
分

野
で

の
ビ

ジ
ネ

ス
人

材
育

成
の

研
修

を
独

自
に

提
供

し
て

い
く
組

織
能

力
は

十
分

に
あ

る
と

思
い

ま
す

か
？

全
く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

5
.1

.3
 V

J
C

C
(ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

）
は

協
力

終
了

後
も

必
要

な
人

員
配

置
を

確
保

し
て

い
け

る
と

思
い

ま
す

か
？

全
く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

5
.1

.4
 F

T
U

は
協

力
終

了
後

も
V

J
C

C
の

事
業

運
営

を
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
い

く
と

思
い

ま
す

か
？

（
人

材
配

置
、

組
織

体
制

な
ど

）
全

く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

5
.1

.5
 協

力
終

了
後

も
関

係
機

関
（
日

本
側

、
ベ

ト
ナ

ム
側

）
か

ら
の

支
援

を
得

ら
れ

る
と

思
い

ま
す

か
？

　
期

待
で

き
る

機
関

名
、

支
援

内
容

な
ど

、
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

4
. 
イ

ン
パ

ク
ト

　
（
IM

P
A

C
T
）
　

－
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
ベ

ト
ナ

ム
の

政
策

、
制

度
、

法
律

、
経

済
、

技
術

、
社

会
・
文

化
面

、
環

境
保

護
等

の
分

野
で

波
及

効
果

を
生

ん
で

い
る

か
？

な
お

、
「
イ

ン
パ

ク
ト

」
と

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

の
結

果
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
外

で
引

き
起

こ
さ

れ
る

正
負

の
影

響
の

こ
と

で
あ

り
、

そ
の

な
か

の
一

つ
が

想
定

さ
れ

る
正

の
変

化
を

表
す

「
上

位
目

標
」
の

達
成

見
込

み
（
4
.1

.1
.)
で

す
。

上
位

目
標

達
成

見
込

み
以

外
の

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

効
果

・
影

響
に

つ
い

て
は

　
4
.1

.2
 及

び
4
.2

.1
 の

（
　

　
）
内

に
示

さ
れ

た
起

こ
り

う
る

波
及

効
果

の
分

野
を

参
考

に
し

て
、

お
考

え
く
だ

さ
い

。

理
由

・
コ

メ
ン

ト

4
.1

 上
位

目
標

達
成

の
見

込
み

4
.3

 そ
の

他
の

波
及

効
果

（
マ

イ
ナ

ス
）

5
.1

 政
策

的
支

援
の

継
続

、
組

織
運

営
能

力

5
. 
持

続
性

（
S

U
S

T
A

IN
A

B
IL

IT
Y
）
ー

　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

継
続

・
発

展
し

て
い

く
か

？
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ベ
ト

ナ
ム

日
本

人
材

協
力

セ
ン

タ
ー

・
ビ

ジ
ネ

ス
人

材
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

評
価

調
査

用
質

問
票

　
（
日

本
人

専
門

家
用

）
別

添
資

料
 9

-1
7/

 7
5
.2

.1
 V

J
C

C
(ハ

ノ
イ

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

）
は

中
小

企
業

、
裾

野
産

業
開

発
に

関
し

、
自

主
運

営
に

よ
っ

て
経

常
経

費
を

賄
っ

て
い

く
財

務
体

制
が

で
き

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
？

全
く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

5
.2

.2
 F

T
U

は
財

務
面

で
も

V
J
C

C
を

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
て

い
く
と

思
い

ま
す

か
？

全
く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

5
.3

.1
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

活
用

さ
れ

る
技

術
移

転
の

手
法

は
ベ

ト
ナ

ム
側

企
業

経
営

者
に

受
け

入
れ

ら
れ

て
定

着
し

て
い

く
と

思
い

ま
す

か
？

（
技

術
レ

ベ
ル

の
適

切
性

、
社

会
的

・
慣

習
的

適
切

性
）

ま
た

、
定

着
し

て
い

く
こ

と
が

困
難

だ
と

思
わ

れ
る

場
合

、
そ

の
理

由
は

何
だ

と
お

考
え

で
す

か
？

全
く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
担

当
の

技
術

指
導

分
野

：

理
由

：

5
.3

.2
 施

設
、

資
機

材
は

Ｃ
/
Ｐ

が
単

独
で

維
持

管
理

で
き

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
？

全
く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

5
.3

.3
 ご

担
当

の
技

術
指

導
分

野
に

関
し

、
V

J
C

C
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

移
転

さ
れ

た
技

術
を

他
の

関
係

者
に

普
及

で
き

る
よ

う
な

メ
カ

ニ
ズ

ム
は

す
で

に
構

築
さ

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

？
全

く
そ

う
思

わ
な

い
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

ほ
ぼ

そ
う

思
う

大
変

そ
う

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

5
.4

.1
 中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

で
は

以
下

の
項

目
が

検
討

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

ご
自

身
の

業
務

と
関

連
の

あ
る

項
目

に
つ

い
て

、
そ

の
後

の
進

捗
と

今
後

の
予

定
に

つ
い

て
お

聞
か

せ
く
だ

さ
い

。

  
 そ

の
①

 F
T
U

ハ
ノ

イ
及

び
ホ

ー
チ

ミ
ン

、
V

J
C

C
ハ

ノ
イ

及
び

ホ
ー

チ
ミ

ン
の

指
揮

命
令

系
統

及
び

情
報

共
有

フ
ォ

ロ
ー

を
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
（

20
14

年
8月

）
ま
で
に
行

う
こ
と

　
　

そ
の

②
 C

/
P

及
び

ス
タ

ッ
フ

の
離

職
に

つ
い

て
、

早
急

に
外

部
か

ら
の

新
し

い
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
採

用
、

も
し

く
は

内
部

昇
格

に
よ

る
補

充
が

求
め

ら
れ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
（

20
14

年
8月

）
ま
で
に
行

う
こ
と

　
　

そ
の

③
 ベ

ト
ナ

ム
企

業
間

あ
る

い
は

ベ
ト

ナ
ム

日
本

企
業

間
を

橋
渡

し
す

る
機

関
と

し
て

の
機

能
を

強
化

す
る

。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
（

20
14

年
8月

）
ま
で
に
行

う
こ
と

　
　

そ
の

④
 ビ

ジ
ネ

ス
サ

ー
ク

ル
の

場
と

し
て

、
卒

業
生

の
集

い
の

場
で

あ
る

経
営

塾
ク

ラ
ブ

の
機

能
を

強
化

す
る

。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
（

20
14

年
8月

）
ま
で
に
行

う
こ
と

　
　

そ
の

⑤
 V

J
C

C
と

同
等

レ
ベ

ル
の

研
修

コ
ー

ス
を

提
供

す
る

在
ベ

ト
ナ

ム
の

研
修

機
関

と
連

携
の

可
能

性
を

探
る

。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
（

20
14

年
8月

）
ま
で
に
行

う
こ
と

　
　

そ
の

⑥
 J

IC
A

技
プ

ロ
を

通
じ

て
蓄

積
さ

れ
た

ア
セ

ッ
ト

を
活

用
し

た
本

フ
ェ

ー
ズ

終
了

後
の

将
来

像
を

描
く
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
（

20
14

年
8月

）
ま
で
に
行

う
こ
と

5
.5

持
続

的
効

果
の

発
現

要
因

と
阻

害
要

因

5
.5

.1
 本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
終

了
後

も
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

を
維

持
し

て
い

く
た

め
の

阻
害

要
因

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

が
あ

れ
ば

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
　

ま
た

、
そ

の
よ

う
に

お
考

え
に

な
る

理
由

は
何

で
す

か
？

理
由

・
コ

メ
ン

ト

６
．

其
の

他
の

コ
メ

ン
ト

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
し

、
ま

た
終

了
時

評
価

調
査

に
関

し
、

コ
メ

ン
ト

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

自
由

に
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
　

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。進
捗

状
況

：

進
捗

状
況

：

進
捗

状
況

：

進
捗

状
況

：

5
.2

 財
政

的
持

続
性

阻
害

要
因

：

5
.3

　
技

術
的

持
続

性
（
移

転
し

た
技

術
の

定
着

と
現

場
技

術
者

に
対

す
る

需
要

見
通

し
）

5.
4 

そ
の

他

進
捗

状
況

：

進
捗

状
況

：
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Instruction Manual of the Questionnaire for Vietnamese Counterparts

Terminal Evaluation on the Project for
Capacity Development of Business Persons through Vietnam-Japan Human Resource Cooperation Center(VJCC)

1 This is a questionnaire for terminal evaluation on the Project for Capacity Development of Business Persons through
VJCC

2 The questionnaire is designed in accordance with JICA's evaluation guideline which is regularly applied in order to
evaluate JICA funded technical cooperation projects.

3
The data (answer) given in the questionnaires will be directly collected and analyzed by an external consultant under the
contract with JICA, and the results will be summarized during the evaluation study with the participation of Vietnamese
counterparts, Japanese experts, Japanese evaluation team, and other individuals concerned.

4 Although the analyzed data of the questionnaires will be presented in public, the answer of each individual will be dealt as
confidential.

5 The questionnaire is consist of following 5 parts; implementation process, effectiveness, efficiency, impact and
sustainability. The definition of each part is given below for your reference.
0: Implementation Process:
What has happened in the process of implementation is reviewed because it often implies the factors which influence the
project performance.

1: Relevance

2: Effectiveness:
The extent to which the Project has achieved its purpose, clarifying the relationship between the Project Purpose and
Outputs.
3: Efficiency:
The extent to how economically resources/inputs (funds, expertise, time, etc.) are converted to results/output with
particular focus on the relationship between inputs and outputs in terms of timing, quantity and quality.
4: Impact:
Project effect on the surrounding environment in terms of technical, socio-economic, cultural, institutional and
environmental factors. Project impacts are cross-tallied according to positive or negative effects.
5: Sustainability:
Sustainability of the Project is assessed from the standpoint of organizational, financial and technical aspects, by
examining the extent to what the achievements of the Project will be sustained or expanded after the assistance is
completed.

6 Please follow the instructions described below upon answering questions:

a. Your personal data: Please write ①Your Name, ②Your Position in VJCC, ③Your Job Responsibilities and ④Period of
Your Assignment involved in this project on the space given in the next page.

  As it is mentioned before, the answer of each individual will be dealt as confidential.

b. Grade box (1～4 or 1～4 plus 0): Please judge to what degree/extent to answer each question by either checking the
relevant box with ✔or mark out the appropriate cell in color.

d. Reason(s)/Comments : Please provide reason(s) behind your judgment.

7
Please answer all the questions which you think are applicable to you.
And return it to this electric file to me (Ms. Shinobu Mamiya) through e-mail address  mamiya.shinobu@nifty.com by Jan.
24, 2014

If you want to write down your response on a hard copy, please forward it to Ms. Tanigami or Mr. Wakabayashi.

If you have any questions on this questionnaire, please feel free to directly contact to Ms. Shinobu Mamiya via e-mail
address mamiya.shinobu@nifty.com

Thank you very much in advance for your time and cooperation. 

Sincerely 

Shinobu Mamiya
Consultant of Terminal Evaluation
International Development Associates, Ltd.
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